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序

エミール・ゾラ (1840‐ 1902)の 「ルゴン=マ ッカール」叢書 Zω Rοag動
“

″″全20

巻 (1871¨ 1893)は、副題に「第二帝政下における一家族の自然史ならびに社会史」0掬ゎ″

“

幽″JJg″ sαわたノフ″θヵ ″′ιJθ Sο需 ルシ
“

刀J」動 P′″ 》 と示 され て い る よ うに、第 二 帝 政 社

会の各層に進出する一家族の歴史を描いたものである。

叢書は、その特徴から、プラがバルザックの「人間喜劇」に対抗して構想した作品であ

ると見なされている。事実、バルザックが19世紀前半、特に七月王政時代のフランス社会

の様々な人間 ドラマを描いたように、プラは自らの生きる世紀後半の第二帝政期全社会を、

一つの家系をもつて作品を連鎖させながら描くという試みを行つた。そして彼は、壮大な

計画の下に20年の歳月をかけて「ルゴン=マ ッカール」叢書を完成し、名実ともに文学史

上フランス自然主義文学の代表的作品を実現したのであつた。

ゾラは当時の帝国図書館、現在の国立図書館に通い、生理学、博物学などの書を読み、

特に神経系統の自然的遺伝に関する知識を深めた。これらの知識を基に、一族の遺伝 と環

境の影響を織り込みながら第二帝政社会を描くという「ルゴン=マ ッカール」叢書の構想

を立てたのである。

第二帝政末期の1868年には叢書の全体像やプランも決め、当初叢書の冊数も全10巻 と定

めた。そして、ルゴン=マ ッカールー族の家系図 (家系樹)を作成した。
1)ゾ
ラはラクロ

ワ書店へこの計画を持ち込み、1869年の春に出版契約を交わした。
2)こ
ぅして1869年 5月

に第1巻『ルゴン家の運命』の執筆を開始したのである。

それでは、最終的に全20巻 となつた「ルゴン=マ ッカール」叢書に登場する一族の関係

と作品について概観しておこう。叢書全20巻の発行年代順リストは以下のとおりである。

Table des ttaga″ ,切 笏 ″′ (18■ -18%)

1. Lα  Jb″
"″
′畿sRθ″″″

2. Zα C"ス′ι

3. Zι た
"rra Jθ
 PaFiS

4.  Zα Gο″g"●
=edθ
 PJassα″s

『ルゴン家の運命』 (1871)

『獲物の争奪』 (1872)

『パリの胃袋』 (1873)

『プラッサンの征服』 (1874)
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『ムーレ神父の罪』 (1875)

『ウジェーヌ・ルゴン閣下』 (1876)

『居酒屋』 (1877)

『愛の一ページ』 (1878)

『ナナ』 (1880)

『ごつた煮』 (1882)

『オ・ボヌール・デ・ダーム百貨店』 (1883)

『生きるよろこび』 (1884)

『ジェルミナール』 (1885)

『制作』 (1886)

『大地』 (1887)

『夢』 (1888)

『獣人』 (1890)

『金』 (1891)

『壊滅』 (1892)

『パスカル博士』 (1893)

(※邦訳は『ゾラと世紀末』清水正和著に拠る。文中での使用もこれに準ずる.)

叢書に登場する一族は、南仏プラッサン (エクス 0ア ン・プロヴァンスの架空の名称)

に住むアデライード・フークという神経的疾患を持つ一人の女性が家系樹の根に祖先とし

て設定されている。彼女は最初ルゴンという健康な農夫と結婚してピエール・ルゴンをも

うけ、その夫の死後、アルコール中毒癖を持つマッカールを愛人にして、アントワーヌ・

マッカール、エルスュル・マッカールを産む。そして、さらに彼らの子孫が遺伝的宿命を

背負いながらフランス第二帝政下のあらゆる社会に散らばり、様々な人生を歩むことにな

る。

ゾラは、叢書の中でルゴンの血を引く子孫たちが政界や商業界などの上層社会で繁栄す

る姿を描く一方で、マッカールの血を引く子孫が下層社会で破滅する姿を描くことにより、

彼らが遺伝的に運命づけられていることを示し、一族の自然的歴史を物語つた。そしてさ

らに各社会階層の風俗と実態をも同時に浮き彫りにして、一時代の全貌をより迫真的に示

そうとしたといえる。



ゾラは登場人物を常に現実社会との関係の中でとらえて描いた。それは、彼が青春時代

を過ごし、様々な経験をした時代が第二帝政であり、さらにその崩壊後の第二共和攻の社

会であつたことと深く関係している。普仏戦争の敗北と第二帝政の崩壊、パリ・コミュー

ンの成立と崩壊、産業革命による急速な経済成長、それに伴う社会的文化的な激変は、繁

栄と悲劇の両側面を併せ持つ激動と混乱の時代でもあつた。ブラは自らの生きるこの19世

紀後半期の社会を仔細に観察し、自己の悲願にも近い理想を内に込めながら解剖すること

によつて、救いがたい社会の現状を作品の中で赤裸々に描き、一時代の全体像と崩壊の要

因をも明示しようとしたといえる。

ゾラは「ルゴン=マ ッカール」叢書に着手してから10年近く経過した頃の1880年に、自

己の理論を明確化するために『実験小説論』を発表している。これは、少々短絡的にクロ

ード・ベルナールの『実験医学研究序説』の医学的実験方法をそのまま小説に置き換えて

論じたものである。
3)生
理学者であったクロー ド・ベルナールは、19世紀中頃まで医学

は知恵と勘に頼つた医術であつて、決して化学や物理学のような厳密科学の領域に達して

いない点を指摘し、生理学と厳密な実験的方法を用いることによつて医術も化学や物理学

と同じ域にまで高められるはずだと主張した。ゾラはこの理論を利用し、「自然主義とは

文芸に応用した近代科学の一形式である。」と述べ、「小説家は小説を創作するに当たり、

生理学者が実験室において生態の組織を観察するように人間及び社会の事実を観察し、さ

らに科学者が実験をする際の綿密さと正確さをもつて、作中人物を環境と社会のある事実

の中において実験を試み、科学者が観察、実験の結果を報告するのと同等の態度をもつて

作品を発表すべきだ。」と論じたのである。
4)

ゾラが、『実験小説論』で明示した思考の基に叢書20巻を書き進めたことは事実である。

しかしながら、彼の作品には『実験小説論』によつて示されている理論だけでは収まらな

い、詩的叙事性と叙情性が存在している。彼は自然を理想化し、詩的描写をふんだんに用

いて作品を創作しているからある。多くの批評家が指摘しているように彼の理論と作品と

の間には常に矛盾が伴つている。現実をありのままに写しとる中に詩的要素を多分に盛り

込み、事実と幻想を交互に織り混ぜてゾラの叢書世界は創造されているといえる。幻想的・

象徴的手法を用いて事実をよりいつそう衝撃的、かつ ドラマティックに浮かび上がらせよ

うとする彼の手法は、ユゴーを範とした少年期以来ゾラの内に奥深く宿るロマン派的気質

が作品に現れたものであることは明らかである。またゾラは、『実験小説論』の中で、「実

験小説家は、決定された事実を厳密に認めねばならないし、滑稽であろう個人的感情をこ
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うした事実の上に及ぼしてはならず、科学によつて征服された地盤をどこまでも拠り所と

しなければならない。」とこのように科学的小説家としてその作品のうちに自我を出さな

いことを主張している。
5)し
かし、実際にはロマン派のように彼の想念が作品の至るとこ

ろににじみ出ている。アンリ・ ミットランも『 ゾラと自然主義』の中で「ゾラのテーマ、

技法および文体の鍵を彼の批評作品の中に求めることはやめよう。そのような研究はあま

りにも長きに渡つて行われてきたが、徒労に終わつている。『実験小説論』の理論と
「ル

ゴン=マ ッカール」叢書との関係をことごとく否定することも逆の誤りを犯すことになる。

これら二種類の作品は同じ教養と同じ想像力から生まれている」
6)と
述べている。このよ

うに、ゾラの作品の中に相反する側面が見いだせるとするならば、その両面から叢書全体

を考察することがゾラの叢書の構造を深く理解することに繋がるのではないだろうか。本

論文では、この点に留意しながら、ゾラが各作品で象徴的・暗示的に示した事柄を作品間

でいかに共鳴させて叢書全体を創造しているのか検証していきたいと思う。

ところで、叢書全20巻は、主題の点で大きく二つのグループに分類することができる。

ある特定の社会的環境でとらえられる主人公の動向に重きをおいたもの、すなわち「社会

的側面を重視した」作品群と、「個人の内面世界を追求した」いわゆる哲学的作品群とに

分類できる。

例えば、最も有名な第7巻『居酒屋』や、第13巻『ジェルミナール』、第15巻『大地』、

第19巻『壊滅』などのような社会的側面が重視されている作品では、登場する一人物にゾ

ラは彼が観察した多くの人々を統合する形をとつている。従つて、これらの小説では、主

人公はどうしても一つの類型としての色彩が濃くなり、作品の中で個人としての個性描写

は薄くならぎるを得ない。しかし、第5巻『 ムーレ神父の罪』や第12巻『生きるよろこび』、

第16巻『夢』といった個人の内面世界を追求したと明らかに感じられる作品では、主人公

の内面世界を中心にきわめて強烈な個性というものが鮮明に描き出されている。従来のゾ

ラ研究では、「社会的側面を重視した」作品の個々レベルでの研究が多く、またこれらの

作品と激動の19世紀社会における時代の動向や文化的特徴といつたフアクターを通して

ゾラの小説を考察したものが多いといえる。他方「個人の内面世界を追求した」作品群に

対する文学的価値評価は比較的前者に比べて低く、またこれらに対する研究も前者に比ベ

るとかなり少ないことは否めない。もちろん叢書全体を通して検証できるゾラ特有の文体

について研究を行つたものや描写の技法について分析したもの、あるいは叢書全体を支配
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する様々なテーマ性とゾラの詩的想像世界の融合について作家ゾラの特性を明らかにした

論文など現在では盛んな研究が行われていることも事実である。

しかし、本論文では、叢書には「社会的側面を重視した」作品の流れと「個人の内面世

界を追求した」作品の流れがあるという事実を踏まえて、これら双方が一時代の社会的自

然的歴史を描く上では必要不可欠なものであつて、この二つの流れがいかに存在し、また

どのような関連のもとに叢書が構成されているのかを明ら力■こしていきたい。そして、人

間が宿命的に担わされている普遍的な「生と死」のテーマを刻む作品群の重要性を検証す

るとともに、これらが叢書の基本構造となり、社会史的側面を重視した作品がこの構造の

上に組み込まれることによつてより大きなテーマ性を獲得し、叢書全体が創造されている

ことを論じていきたい。

(言目L)

1)ルゴン=マ ッカールの家系図は1878年 1月 5日 、「ビヤン・ピュプリック」紙上に『愛の

一ページ』を掲載する際、序文で発表された。当時この家系図は、後に作つたものとの噂

があつたが、事実は叢書第 1巻を書き出す前に既にできあがつていたものである。

家系図に関してはEmile ZoL Z“ Rο2go"―Ma“η″(la P16iade),Gallimard:Tome Ⅱ(1961),

Tome V(1967)に 付されたものを本論文巻末に添付したので参照されたい。

[家系図の資料は、次の①～③である。]

①1869年に作成された最初の家系図。これは、第1巻『ルゴン家の運命』を出版した時点

では一般に提示されなかったものである。

②第8巻『愛の一ページ』(1878)の序文で発表された家系図。既に初期の構想時よりも叢書

作品の増加によって家系図上に人物の増加が見られる。

③第20巻『パスカル博士』(1893)の巻頭 に付された家系図。第8巻以降、叢書作品に加えら

れた作中人物の書き込みがなされている。

2)当時の契約によれば、ゾラは毎年小説を二編書き、前金として毎月500フ ランあてがわ

れるというものだつた。

3)Claude Bernatル rrO″ε″ο
"a′
ゼ″″ル″″ιdθcttι ttCri″ι″″たPUF,1865.

4)Emile Zol■ Zθ bm■ ιフθ″″
“
″みCEuvres Complttes tome X,6didon ёtablie solls la

direction de Hcln Mi■(濃mc CerCle du Livre P“ ci∞唯 1966‐ 1970,pp.1205‐ 1230.



5)ル″,pp.H75‐ 12餌 .

6)Henri Mitterant ZOra`′ ル″″″ris“ι,PIIF,1986,pp■ 9‐20.
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第 1章.『ムーレ神父の罪』 一叢書における役割―

「ルゴン=マ ッカールJ叢書の第5巻『ムーレ神父の罪』
りは、第7巻『居酒屋』や第9

巻『ナナ』、第13巻『ジェルミナール』などといつた、いわゆるゾラの代表的大作と比較

すると、これまで研究対象としてはあまり注目されていなかつたといえるだろう。

『ムーレ神父の罪』における研究としては、作品中で描写されている植物の象徴性につ

いての考察や、プラと宗教に関連して取り上げたもの、神秘主義、厭世主義について書か

れたものなどがあるが、この作品が「ルゴン=マ ッカール」叢書の他の作品といかに関連す

るかという研究は、第16巻『夢』との関連以外はあまり論じられていないのが現状といえ

る。
2)しかし、この作品には、叢書の作品構成において、また、他の作品との関連におい

て、ゾラの「休息や気晴らしの作品」
3)と して安易に片づけてはならない、叢書全体の構

成に関わる重要な役割が秘められているように思えてならない。そこで本章では、叢書中、

初期の作品にあたるこの『ムーレ神父の罪』が、他の作品とどのような関連性をもつて全

20巻に組み込まれたものなのかを検証していきたいと思う。

それではまず、この作品のあらすじを簡単に述べておこう。

『ムーレ神父の罪』は第一部17章、第二部17章、第二部16章の二部から構成されている。

第4巻『プラッサンの征服』のフランソフ・ムーレFran9ois Mouretの次男、セルジュ
0ムー

レserge Mouretを主人公に聖職者の内面世界を描いた作品である。彼は幼い頃より僧侶に

なる教育を受け、肉体的感覚に対する憎悪と神に対する至高の愛を持ち、死によつて肉体

が滅び純粋な魂のみが残る時が来ることを常に切望している。従つて、前作『プラッサン

の征服』に登場する世俗的野心をもつ悪僧フォージャLttasと は全く対照的な、高潔で純

粋な神父として描かれている。セルジュは常に純粋無垢な天国を夢想し、厭わしい世俗か

ら遠ざかることで肉体否定の夢を実現しようと自ら望んでプロヴァンスの寂しいアル トー

Amud(架空名)の村へやって来たのだつた。ここで妹のデジレDёstteと共に暮し、敬謙

な神父としての生活を送る様子から物語は始まる。第一部は、片田舎の教会における兄と

妹の穏やかな生活や田舎の素朴な祭典の描写、無信心なアル トーの村人のエピソードなど

を織り込みながら進展し、五月のある夜、セルジュが熱病で倒れるところまでが描かれて

いる。第二部は、セルジュの叔父で医者のパスカルPaSCalの計らいから、熱病のため記憶

を失つたセルジュが、村近くにあるパラドゥParadouと いう広大な庭園で静養する場面から



はじまる。このパラドゥにはここの番人をしている老人と彼の姪アルビーヌAlbineが住ん

でいる。アルビーヌはキリスト教的感化など一切受けず、純真無垢な自然児として成長し

た16歳の美しい娘で、作品の中ではパラドゥの主、まさにエデンの園のイヴのように描か

れている。セルジュはここで静養するうちに彼女に惹かれ、現世から隔離されたパラドゥ

の自然の中で、まるでアダムとイヴそのままの愛の生活に陶酔していく。しかし、ある日

パラドゥを取り囲む障壁の裂け日から外界を見たセルジュに、突然すべての過去の記憶が

蘇る。僧としての自己を取り戻した彼は、罪を意識してパラドゥを去る。第二部では、パ

ラドゥから教会へ戻り、犯した罪の意識から以前にも増して厳格な神の僕となつたセルジ

ュの心の葛藤を中心に物語が進展していく。セルジュは罪の意識に苛まれながらも、また

アルビーヌヘの愛との狭間で苦悩し続ける。アルビーヌはセルジュを信じ、彼をひたすら

待ち続けるが、ついにセルジュが自分の元へは戻らないことを悟ると絶望し、花の中に身

を沈めて窒息自殺をしてしまう。以上が『ムーレ神父の罪』の概略である。

『ムーレ神父の罪』には最終巻『パスカル博士』の主人公であるパスカル・ルゴンが登

場していることに注目したい。パスカルが主に登場する叢書の作品は、第1巻『ルゴン家

の運命』、第5巻『ムーレ神父の罪』、第20巻『パスカル博士』である。ゾラは最終巻『パ

スカル博士』で一族における遺伝の総まとめを行い、パスカルを叢書20巻を総括する重要

な人物として位置づけている。従つて、作品から作品へと継続されるパスカルの道程とそ

れに伴う経験を検証することは、叢書の構成や作品間の関連性の問題を明らかにする上で

大きな手がかりとなるのではないだろうか。そして同時に、パスカルが最終巻で行う姪ク

ロチルドClotildeと の愛の選択という彼の人生の決断をよりいつそう具体的に理解するこ

とができ、さらにゾラが一家族の破滅と一時代の崩壊の歴史をいかに創造したのかの考察

を深めることに繋がるように思われる。

1.叢書におけるパスカルの心情の推移

それではまず、『ムーレ神父の罪』の中でパスカルがどのように描かれているかを眺め

てみよう。次の描写はアルビーヌの自殺後の場面のものである。知らせを受けて医師とし

て駆けつけるパスカルは、途中セルジュの教会へ立ち寄り、彼にアルビーヌの死を告げる。

しかし、セルジュがパラドクのアルビーヌの元へ駆けつけることはない。次の引用に示さ



れているように、セルジュとアルビーヌの愛を見守つてきたパスカルは、アルビーヌの死

について自分自身を責めながら彼女の元へと走るのである。

[.¨ ]1l se reprochait cette mOrt comme m cnme danslequelil awaittremp6.Toutle long de

la rout il n'aVait ces“ de s'accabler d'1● llres,s'essuyant les yelDlpour voir clair a conduire

son cheval,poussant le cabriolet sllr les tas de pierres,avec la sourde cnvie de culbuter et de se

casser quelque mmbre.4)

これに続く場面では、ゾラは花に囲まれて横たわるアルビーヌの死をパスカルに見届けさ

せている。特に次の引用下線部は、死んだアルビーヌの姿をパスカルの目を通して描いた

ものである。

[.¨]Albine.餞 s blanche.les mans str son co噸ぃdormat avec un solrlre.au milieu de sa

couche de iacmthes et de td泊口田es.Et elle 6talt biell hewtte.elle 6tallt bicll morte.Debout

devant le lit,le docteur la regarda longuement avec cette■xi“ des savants qui tentent des

“

sllrectlons.Puisil ne voulutpas nttme“ rangerses mainsjomte%illa baisa au■ ont,acette

place que sa mater..1“ avait dtta tachse d'■ me ombre L蕪 .5)

アルビーヌとセルジュの純粋な愛を見つめ続けてきたパスカルは、神への罪の意識から

人間としての自然な感情を抹殺する甥の神父と、その罪の意識が純粋な愛に生きた美しい

娘を死へと追いやる結果となつた悲劇を、アルビーヌのあまりにも美しい姿と共にこの時

強烈に心に焼き付けられることになつたのである。『パスカル博士』の中でパスカルが記

すセルジュに関する記述は、神父をしながら妹のデジレと共に暮しているということのみ

である。しかし、アルビーヌについての記述を見ると、パスカルの心中に彼女が深く刻み

込まれていることが解る。次の『パスカル博士』からの引用は、まるでセルジュとアルビ

ーヌとの関係を意識的に重ね合わせるように描写されたパスカルと彼の愛する姪クロチル

ドとの散策の場面である。そして引用下線部からは、パスカル自身が彼の内面に潜んでい

たアルビーヌヘの思いを自覚するとともに、長年にわたる彼の経験とそこから生み出され

る内面世界を省察して、さらにクロチル ドヘの愛へと昇華する過程を読み取ることができ

る。



Cwendant PaSCal et Clotilde 61argissaient encore leur domaine,allongeaient chaquejolr

lellrs promenades,les poussaient a ptsent en dehors de la宙lle,dans la campagne vaste.Et,

uneゼpts‐midi qu'1ls se rendaient a la s6guirame,ils 6FЮ uvほnt lme 6motlon,en longeant

lestmes“■ichtts et momes,ぬ s'働mdaient autrefois lesjardins enぬ 狙

“

s du Paradou.塑

alnollrellse.6)

このように叢書の作品間における関連に留意して読んでいくと、『ムーレ神父の罪』が

パスカルの重要な経験的伏線として機能していることが理解できるものである。

それではここでさらに、パスカルが登場する第1巻『ルゴン家の運命』に遡つてパスカ

ルの経験の推移を見てみよう。この作品は、プロヴァンスの一都市プラッサンで、ナポレ

オン三世のクーデターに対し共和派の反体制暴動がおこり、ピエール・ルゴンPierre Rougon

がこの争乱を利用して陰謀をめぐらし、プラッサンの権力と富を手に入れることを描いた

ものである。この作品で注目すべき点は、ビエールの義理の甥シルヴェールSilv(発と恋人

ミエットMietteと の愛と死の悲劇が挿入されて物語が進展している点である。ゾラが最終

巻への流れを意識してパスカルにこの二人との関わりをもたせ、彼に集積されていく経験

の第一段階として彼らの悲劇的な死に直面させたと考えられるからである。『 ムーレ神父

の罪』の中でセルジュとアルビーヌを見つめる傍観者としてのパスカルの立場と『ルゴン

家の運命』でシルヴェールとミエットを見つめるパスカルの立場にはある種の同一性を見

出すことができる。次の引用に示されているように、この作品の中でもパスカルがミエッ

トの死の場面に居合わせ、彼女の死をシルヴェールに告げている。

Pascal,qui s'aait pench6,se releva en disant a demi_vo破 :

《Ene est morte.》

Morte!ce mot flt chanceler Silvヒe.1l s'`tait reIIlis a genollx;il tO血 ba assis,coIIlme renvers6

parle petit stte de Mictte.
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《Morte!morte l“

"ぬ

キil,ce n'cst pas vFai,elle me regarde.¨ Vous voyez bien qu'ello lne

regarde.》

Etil saisit le maiecinpar son"tement,le conJurant de ne pas s'cEl aliCr21ui arrmant qu'1l se

trompalt,qu'cue n'6鯰it pas morte,qu'11 la salⅣ eralt s'1l VOulait.Pascal lutta doucement,

disant de sa voix arectucuse:

《Je ne puis rien,d'autres m'attendent.¨ Laisse,Inonpauvre enfant l elle estbien alorte,va.》
7)

このようにパスカルは死によつて引き裂かれた二人の悲劇をそのすぐ傍らで見届けて

いるのである。『ルゴン家の運命』の中でのパスカルのこのような経験は、『ムーレ神父

の罪』へと関連する主題の暗示的意味合いを強く感じさせる。パスカルが経験したシルヴ

ェールとミエットの悲劇にさらにセルジュとアルビーヌの悲劇が強烈な陰影をパスカルの

心に落とすことをゾラは考慮して、『ルゴン家の運命』から『ムーレ神父の罪』
へと意図

的に引き継ぎ描いているように思われる。そしてさらに『ムーレ神父の罪』と『パスカル

博士』を相互的に関連づけて読めば、ゾラが計画的に設定したパスカルの段階的経験の過

程を辿ることとなり、パスカルが最終的に行う一族の歴史の省察とその中にあつて結論づ

けていく彼の人生の選択をより深く理解することに繋がるのではないだろうか。

ミエットと同様にクーデターの動乱の中、憲兵に撃たれて生涯を閉じたシルヴェールに

ついても、『パスカル博士』の中で次のように示されている。

[.¨ ]ct Pascal se la rappela■ .la scale atroce.car il y avait assist6:un pauvre enfant que la

grand‐mёre avalt pris chez elle,son petit‐ flls Si11腱

“
,宙c'lme des haines et des luttes

san01antes de la famillo.et dont un gendame encore avalt cass6 1a te“ d'lul coup de pistolet,

pendant la repression du IIlouvement lHlsllrrectionnel de 1851.Du san3 touJolllrs,

1'ёclaboussait.3)

この記述からも、シルヴェールの死が一族における特別な死として示され、パスカルの

中に憤りと悲しみをもつて深く刻みこまれていることが読みとれる。医師であるパスカル

が人の死に立ち合うことは稀なことではもちろんないが、ミエットの死、シルヴェールの

死、アルビーヌの死という徐々に強まる「死」の衝撃は、彼の中に「生」への渇望を生み

■
■



だし、新しく芽生える生命の中にその永続性を見出すようになる過程を強く印象づけるも

のといえる。

『ムーレ神父の罪』では、アルビーヌはセルジュの子を宿しながらその子を産むことな

くこの世を去る。ゾラはアルビーヌの死後、パスカルを通してセルジュヘ彼女の妊娠を告

げさせている。このことはパスカルの中でアルビーヌの悲劇性を強め、後の『パスカル博

士』においてクロチルドの妊娠というモチーフヘと引き継がれているものと考えられる。

そして、悲劇の記憶をとどめる心からより大きな喜びや期待へと変貌するパスカルの心情

の推移を、両作品の相互的関連による読みによつて読者は鮮烈に印象づけられるのである。

ゾラは1888年ごろから家政婦のジャンヌ・ロズロJearme Rozerotを愛し、1889年に長女

ドゥエーズD涵seを、そして1891年には長男ジャックJacquesを授かつている。ゾラはジヤ

ンヌとの関係を『パスカル博士』の中で、パスカルと姪クロチルドとの関係に置き換えて

描いている。9我々は、作品間を関連付けて読むことによつてパスカルの変遷と彼の心情

の推移をより深く理解することができ、さらに叢書を通して強く示したかつたゾラ自身の

人生観や愛についての想念を推し量ることができるものである。

『ムーレ神父の罪』が叢書において、特に最終巻と深く関わる作品として重要な位置づ

けがあつたという考察をパスカルの心情の推移をたどることで行つてきた。第二帝政下に

おける様々な社会を描くという叢書がもつ記録小説としての側面からみれば、当時の聖職

者を描き、一聖職者が抱えていた内面の苦悩と葛藤を主題にした作品である『ムーレ神父

の罪』は、叢書の枠組におさまった作品であるといえる。しかし、アダムとイヴの物語の

現代版と言われ、「ルゴン=マ ッカール」叢書におけるいわゆる社会風俗史的性格が強い他

の作品と比べると、抒情的・哲学的傾向の強いこの作品の特徴から、確かに叢書中異色の

作品としての感は否めない。そこで、ゾラがこの作品を書いたその他の必然的要因と、第

5巻という叢書中の位置についてさらに考察をすすめてみよう。

2.暗示的・予言的作品

ゾラは1868年の「ルゴン=マ ッカール」叢書のリスト作成時点で、聖職者についての作品

を書くことをすでに挙げており、1869年の二度目の作品リストではその内容について、よ

り具体的な解説を加え、さらにこの作品が第 5巻に位置することを述べている。
1°)こ のこ
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とは、叢書がまだ全20巻という構想に至っていない初期の段階から、『 ムーレ神父の罪』

が叢書全体においてある種の役割を担わされて組み込まれたことを示すものである。ゾラ

は、この作品をその後の作品を指向しての布石ないし、暗示的・予言的な意味を込めて書

いたことは確かだろう。

例えば『ムーレ神父の罪』の第一部では、信仰心のないアル トーの村人や村の状景がセ

ルジュの目を通して描写されている。次の引用はその一例である。

Le「臨 ,les yelxめlouis,abdssa bs regards surle village,[.¨ ]1l songedt a ce宙 1lage des

Amud,pOuss6 1a,dans les pierres,ainsi qu'llne des"g〔 ねtions noueuses de la vall“ .[.¨ ]

1ls se mariaient entre ew、 dans llne promlscui“ ぬm“Q on ne citalt pas un exemple d'llln

Amud ayant amene llne fenIIne d'Im village voisin;les f1lles seules s'en allaient parfois.1ls

IIlalssalent ils mOural試,amch6s a ce coin de terre,pullulant sllr lellr ittmiば ,lentemalt avec

une siinplicit6 d'arbres qui repoussalent de leur semence,sans avoir une id6e nette du vaste

monde,au‐deladecesrochesjallnesmtrelesqudlesJsv6典 ient.Etpomntd可とpam鳴

se trouvalent despauvres et desriches.Des poules ayant disparu,les poula11lers,lanuit e餞 」ent

fem6s par de gros cadenas;un Amudava■ tu611n Amud.lln sOr derritt b moulino C'墨 ■.

aufond de cettOcemme d6s016 de collines.un DeuDle apart.une race n6e du sol.une humanil過

de trois cents“ tes quirecommencaitles temps.H)

この引用から想起されるものは、第15巻『大地』の世界である。特に引用下線部で指摘

したように、『大地』の主題である土地に執着した人間の業を『ムーレ神父の罪』の中で

先に暗示的に挿入していると理解できる。宗教的空間が支配する『ムーレ神父の罪』の中

に、ゾラが後の叢書作品を念頭において、それに関連するよう暗示的要素を聖書で繰り返

される予言のように潜ませとていると考えるならば、次の引用は、まさに第二帝政の終焉

をテーマに第19巻『壊滅』を書くことを念頭において、そこに至るために『ムーレ神父の

罪』の中に先に布石として挿入したと思われる箇所である。

[.…]ces加颯 c'est comme ces ronces qul mangentles rocs,ici.Ila surl dつ une sOuchepollr

quelepays nt empOisonn6![… ]1l faudra le feuduciel.coIIIIne a Gomorrhe.oournettover ca.

12)
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この引用下線部と同様に、『壊滅』では、第二帝政の崩壊をより劇的に示すために旧約

聖書世界の神話的モチーフを象徴的に用いながら炎上するパリを描写している。パリを包

む炎はまさしく旧約神話における神の浄化、浄罪の炎として表されている。このように『ム

ーレ神父の罪』の中にその後の作品との照応関係を考察してみると、プラがこの作品の中

にその後の作品に関連する暗示的 0予言的要素を前段階的に挿入することによつて、独立

した各作品を結びつけ、各作品の局部的側面と叢書の全体的側面の両方を意識して「ルゴ

ン=マ ッカール」叢書を創造しようとしたと理解できるのである。

ゾラは『ムーレ神父の罪』を書くにあたり、聖書関連の書物を大量に読み、教会に通つ

ては聖職者の生活や行動を観察している。この作品が聖職渚の世界を題材とした小説であ

るだけに、彼はよリキリスト教について深く理解する必要性があつたのだ。そして彼の中

に生成し増大した旧約神話のイマージュを存分に活用して、『大地』や『壊滅』で顕著な

ように崩壊に至る第二帝政社会を描いたと言つてよいだろう。

ところで、『ムーレ神父の罪』の主人公セルジュの存在についてであるが、次のセルジ

ュに対するパスカルの言葉に注目したい。

≪ Entt tout le monde se porte bien,ta tante■ lici“ ,ton oncle Rougon,ct les autres.… 1≧

n'empeche pas cue nous avorls bon besors de tes pneres Tu es le samt de la famille.IIlon

Ⅸ鎌c、 L coIIlpte Sllr toi oour faire le salut de toute la bande.》 [.… ]

entendrais de belles confessions.s'ils vcFlalent atour de role.¨ Moi,jen'aipas besom qu'1ls se

…
Sent,je les suls de loin,j'ai lelrs dossiers chez mOi,avec mes herbiers et llles notes de

praticien.Unjollr,je pollrrai 6tablir lm tableau d'un fameux h輸金.¨ On verra,on v師J≫

[.¨]3)

引用下線部に示されているように、パスカルは『ルゴン家の運命』において、親族が犯

した罪を直視してきたことから、一族の腐敗と滅亡を少なからず感じ取っており、セルジ

ュに彼らが犯す罪の救済を期待しているのである。セルジュはルゴン家とマッカール家の

両家系の血を引く存在であり、ゾラはこの作品の主人公には両家の混合である人物を置く

ことを1869年の草案の中で既に述べている。
M)両
家の血を引く者が、彼らの犯す罪を贖
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う存在として置かれているということは、叢書が第二帝政という一時代の崩壊の書である

と同時に一族の崩壊の書でもあることをこの時点で暗示的に示すものと考えられる。そし

て、『ルゴン家の運命』でも既にパスカル自身の役割についてはふれられていたが、ここ

で彼がさらに科学者として客観的に一族の推移を観察し続ける意思をもつていることがも

う一度示されている。このように見てくると、やはりこの作品には、一族の運命を暗示的

に示す予言の書としての役割が与えられていると考えられるのである。

以上のことから、叢書中、社会的記録小説というよりは個人的内面世界を描いた異色の

作品としての感が強い『ムーレ神父の罪』が、叢書全体の構成上、重要な意味を持つ作品

であることが理解できるものである。

3.『夢』との関連で

ゾラが第16巻『夢』の出版に関して、友人ヴァン・サンテン
0コルフに宛てた1888年 H

月16日付けの手紙から、『ムーレ神父の罪』が叢書中、孤立した存在として捉えられない

よう、叢書の中でしつかりと位置づけられるためにそれと対をなす作品『夢』をゾラが用

意したことが分かる。

《Depuis des amttes.1'avaisle oroiet de domer un Dendant a″ 乃露″ル′りbbごルわ
"rar.

,our cue ce livrene se touvatDaSiS016 dansla sede.une case ttitre釧 凱wee pOurllne(拍 口山e de

l'au‐dela.Tout cela marche de■ ont,dans matae,ctil m'est dirlcile depr6ciser les фαlueS.

Les i“es restant vagues,jusqu'ala mmute del'釧 血ution.Mais soyez cemm que rien n'est

mpr6vu.ιθ Raκ estamv6 a son heure,comlne les autres(ゎ isodeS.》
15)

この手紙の内容をこれまでの考察と考え合わせると、『ムーレ神父の罪』が叢書におい

て決して「休息や気晴らしの作品」ではない、他の作品を結びつけ関連づける意味で鍵と

なる重要な作品であることが理解できるのではないだろうか。

『夢』において主人公アンジェリックの夢想の実現と奇跡そして悲劇へと推移する主題

は、他の作品に現れる愛の悲劇のエピソードと結び付き、さらに叢書におけるゾラの生の

観念を結論づけるものだと考えられる。結局夢は夢として終わり、彼女の死をもつて他の
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作品における悲劇的な愛との重なりを想起させ、夢から現実への覚醒を読み手に強く感じ

させるものだといえる。

『ムーレ神父の罪』において、セルジュは肉体的欲望を抹殺し敬謙に神に仕える者とし

て生きていくことを望んでいるが、彼の中に存在する欲望は純潔なマリア崇拝へと無意識

のうちにすりかえられており、彼は聖堂における聖母マリアとの崇高なる愛の対峙の中で

至福の喜びを見出していく。しかし、熱で全ての記憶を失つたセルジュは、パラドゥの中

で日にしたアルビーヌに聖母マリアの幻影を無意識のうちに重ね、彼女へと惹かれていく。

そして、聖母マリアヘの夢想がアルビーヌという女性の上に具現化された結果、夢は醒め、

現実への覚醒は罪を生み出してしまつたのである。『夢』が叢書の第16巻日に位置し、そ

れまでの他の作品と「愛と死」というテーマで結びつけられ、さらに『ムーレ神父の罪』

の宗教的・哲学的性格との関連から叢書の中で対を成すように意識して描くことによつて、

ゾラは読み手にこの二作品間に同系列性を強く感じさせ、『ムーレ神父の罪』を叢書の中

にしつかりと定着させたと理解できる。そしてこのことは、『ムーレ神父の罪』の叢書に

おける重要性、そして最終巻『パスカル博士』との相互関係による叢書全体
への読解につ

ながる重要性を示すものだと思われる。

以上、叢書における『ムーレ神父の罪』の役割と必然性を考察してきた。叢書としての

全体像を理解する上で、また一時代の崩壊の叙事詩といえる「ルゴン=マ ッカールJ叢書

をゾラがいかに創造したかを構造的に分析する上で、当作品は注目すべき重要な作品であ

ることを明らかにできたのではないだろうか。次の第2章では『生きるよろこび』を検討

し、第 3章では『夢』のテクストを中心に『ムーレ神父の罪』との関連性、及び『愛の一

ページ』や『生きるよろこび』との関連性を考察していくことにする。
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(言目L)

1)本章においては以下のテクストを使用し、註においては作品名とページ数のみを略記す

る。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Emile Zola Zω Rο‖岬 aCq″″(la P16iade)Ganimard:

一Zα Ftttc浅ガ♭bbごルわ″κちtOme I,1960.

一肋 Fa″″π Jιs Ra″g",tome l,1960.

Tιθ Dοε
`θ

″Pascaみ tOmeV,1967.

2)例えばPicFre OuVrard,Zara crル 〃夕脇 Beauchesne,1986で は、叢書作品における聖職者と

政治の描かれ方について論じられている。また、『ムーレ神父の罪』と第%巻『夢』との

関連についてふれている。ここでは、ゾラがアンジェリックの死とアルビーヌの死の比較、

またアンジェリックの信仰とセルジュの信仰の比較を『ムーレ神父の罪』と『夢』を関連

づけることによつて描いていることを指摘している。pp.82‐ 84.

3)Pierre Martinoは 二
`“
″ra爆″ι/raz“ぉ,couect10n Amand Colt 1951の 中でゾラが、大作

と大作の間に「休息と気晴らしの作品」を挿入したのだと論じている。

4)レ Fa確 ル ′勧 bιルわ
"4 pp.1517‐

1518.

5)fb″ ,p.1519.

6)二ι DaCrg″″Pascat p.1081.

7)Zα′■,′ザ″″ι&S島 憶rn,pp.218‐219.

8)Zθ DaCre"″ Pas“:,pp.974‐ 975.

9)ゾラが1893年6月 20日 にジャンヌに与えた『パスカル博士』の本の献辞には次のように

記されている。《A ma bien‐ aim“ Jeame_一 a ma clotilde.qui m'a&Шこle royd fettin de sa

jeunesse et q■um'a rendu llles trente ans,en me faisantle cadeau de ma Denise et de IIIon Jacques,

les deux chers enfants polr quij'」 (轟t ce livre,afm qu'ils sachent,en le lisantunjour,combien

j'd ttb0 1eur mtt et de quelle respectueuse tendresse ils devrOnt hi payer plus tard le bonheur

dont eⅡ e m'a conso16,dans mes grands cha脚 ぃ .》 下線は引用者による。

ゾラとジャンヌとの関係については、Henri Mitterandが ,力膝 s″″ルs― ■夕
“

″4

ιω Ro7go直o“
“
″ (la P16iade)tome v,Gallimard,1967,pp.1573‐ 1575で詳しく触れている。

10)Hmi Mitterant E″ルSS"「 Zω Ra″rル吻 ‖α言っι″Rο¨ ag"α″ (la P16iade)tOme

I,GanimaRl 1960,p.1675.

11)I″ 乃
“
″ a診 ′bbbι ルわ

"′`4 pp.1231…
1232.
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12)fb′滅,p.1237.

13)/b″ ,pp■ 247‐ 1248.

14)ゾラは1869年の三度目の作品リストで『ムーレ神父の罪』について次のように要約し

ている。《Un roIIlall qul aura pour cadre les ttvres religieuses du moment et pour h昴 ∝

Lucien[=Serge Molret],■ lS d'Octave Camoins l― Fm9ois Mouretl,■ ere de sil哺re,ct d'lme

dmoiseⅡe Go血こSophic.C'est anns ce Lucien cueles deuxbranches de la famille se mamt]堕

produit e■ lm p詢に.J'6はherai dans Lucien la gmde lutte de la nane d de lareliJon.[.¨ ]》

Henri Mitterand,E″ d“ s"″ ルs Ra"ν動 昭解魂ルSル″″祠幽

“

″″(la P16iade)tome l,

pp.1675‐1676.下線及び[ ]内は引用者による。

15)Emile Zol■ lete du 16novembre 1888 aJacquesvalll SantenKoE Ca“ 響 励 ″
“
4

6diFe sous la directioll de B,H.BJよ ∝,Editions du CNRS,Les Presses de l'Universit6 de

Mm麟札 1978‐1995,p.350.下線は引用者による。
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第2章.『生きるよろこび』 一叢書ヒ刻ヒニ生上2畳金二

「ルゴン=マッカール」叢書第12巻『生きるよろこび』(1884)1)は、第3巻『パリの胃袋』

の中で登場したリザ・マッカール Lisa Macquartの 娘、ポーリーヌ 0クニュLttine Quenuを

主人公にしている。この作品は、執筆当時流行していたショーペンハウエルの厭世思想を

反映させると共に、それに対するゾラなりの批判を込めた内容の物語であり、前章で取り

上げた『ムーレ神父の罪』と同系列に入るもので、叢書における異色の作品となつている。

ところで、1880年はゾラの生涯において大きな衝撃を受ける年であつた。1880年 5月 8日

に心からの尊敬と友情を寄せていたフローベール ntave Flaubert(1821‐ 1880)が亡くなり、

また同年10月 17日 には最愛の母親もこの世を去った。第9巻『ナナ』の執筆後、プラは1881

年に叢書10作日の小説『生きるよろこび』を書き始めたがどうしても筆が進まず、この作

品を書くことを先送りすることに決め、第10巻日として『ごつた煮』を書き、さらに第H

巻日として『オ・ボヌール・デ・ダーム百貨店』を書いている。ゾラ自身、後にこのこと

に対する弁解を1883年 12月 15日付けのゴンクールに宛てた手紙で次のように書いている。

「私は『オ・ボヌール・デ・ダーム百貨店』を先に書いて、『生きるよろこび』の計画を

中断したままにしています。というのは、私はその作品で、私自身の多くと私の周辺の人々

について表したいと思つていたのですが、母の死の衝撃でそれを書く気力を持てなかつた

のです。」
2)ゾ
ラは彼の愛する二人の人物を失つたことで当時完全な憂鬱病にかかり、

精神的ダメージから仕事も滞りぎみで周囲を心配させていた。たとえば、エドモン 0ゴン

クールは、特に死の観念がゾラを強くとらえていたことを伝えている。ゾラには絶えず死

が自分を見舞いはしないかという恐怖があり、寝室には常に蝋燭を灯し、死の恐怖に脅え

ていることをゾラ自身が語っていたと記している。
3)

1883年『オ
0ボヌ‐ル・デ・ダーム百貨店』を書き上げると、ゾラはようやく小説『生

きるよろこび』の執筆にとりかかつた。作品の舞台は1881年夏に、避暑地として過ごした

ノルマンディー海岸であり、当時のゾラ自身の憂鬱症、死の恐怖、不決断などが、ポーリ

ーヌの従兄であり、愛情を注ぐ対象であるラザールLazareを通して全編にわたつて語られ

ている。

この作品の内容は、『生きるよろこび』という題名に反して主人公ポーリーヌの苦悩の

生活を物語つたものである。自己犠牲の上に生の喜びを見出し、生きる意味を探求して行
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くポーリーヌと、絶えず襲われる死の恐怖に生きることへの倦怠を感じるラザールとの生

活を軸に物語は進展している。

作品のあらすじは次のとおりである。

ポーリーヌ・クニュは10歳で孤児となり、ノルマンディー海岸の村に住む父親の従兄、

シャントーー家に引き取られる。シャントーChanteauは持病の痛風に苦しむ毎日を送つて

おり、一人息子のラザールは神経質で厭世的な気質をもつていた。シャントー夫人は病気

の夫に失望し、息子のラザールに希望を託している。この一家の中でポーリーヌだけが明

るく愛情深い心を養いながら成長していく。シャントー夫人はポーリーヌの遺産を共有す

るためにラザールとポーリーヌを許婚の間柄にする。ポーリーヌは献身的にシャントーの

世話をし、また兄妹のようにして育ったラザールを心から愛する。そして、ラザールの気

まぐれな事業熱が起こるたびに遺産から資金を貸してやる。だが、ラザールの事業は失敗

ばかりを繰り返し、ポーリーヌの財産は失われていく。シヤントー夫人はポーリーヌの遺

産が底をつきはじめると、それまで誠心誠意尽くしてきたポーリーヌの献身的な愛情にも

かかわらず彼女を軽んじはじめる。やがて、シャントー夫人はカーンの資産家の娘ルイー

ズLouiseと ラザールとを接近させ、ラザールもルイーズを求めるようになる。ポーリーヌ

は夫人とラザールの裏切りに苦悩する。そんな状況にあつても夫人が急な病で床に伏せる

やポーリーヌは献身的に彼女を介護する。やがてシャントー夫人は死に、ラザールはます

ます死の恐怖に囚われ虚無感をつのらせていく。ポーリーヌはラザールの幸福を思い、ラ

ザールとルイーズを自ら結びつける。あえて自己の欲望を切り捨てて二人を結婚させたの

だが、ラザールとルイーズの愛と幸せは長続きしない。しかし、ルイーズはラザールの子

供を宿し、ポーリーヌはルイーズの難産に立ち合う羽日になり、彼女を助け、またその子

ポール Paulを死の淵から救う。シャントーの看病をし、ラザールとひ弱なルイーズを支え、

そしてポールを育てるためにポーリーヌはシャントー家に留まる覚悟を決める。

ポーリーヌとラザールの内面の葛藤を通して、「生と死」の哲学的主題が提示されてお

り、作品を書き進める中でゾラ自身が自己の困惑する心情を見つめ、生きるとはなにかと

いう問いに対して結論を導き出そうとしたものだといえる。
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1901年 12月 、勤θ3οttα″というアメリカ雑誌に掲載した記事においても、ゾラは死に

対する恐怖に取り憑かれ生きるとはいかなることかと困惑する自己の心情を、『生きるよ

ろこび』のラザール 0シャントーの苦悩する姿を通して示したと記している。

[… .]j'aimisbeaucoup de IIlajellnesse dansmeslivres一 danslesquclsrdtrac6,jepeIIse,aussi

largement qu'lm romancier l'ait jamais fait,mes expttcrlces persomelles et m枷 "mes
sentmcnts.J'ai a6jusqu'a attibuer nles propres“ fauts a quelques・ lnS de mes perso― ges.

Vous trouverez quelques‐ unes de lnes incui6tudes.attibu6es a Lazare Chantea■ dans ιαJa′θ

ル 鹸 e.4)

従つて、この作品はゾラの「生の探求」の書といえる。ラザールだけではなく相反する

ポーリーヌの姿にもゾラ自身の心情を割り当てることで彼の内面の葛藤をより深く表そう

としたと推し量られる。しかしながら、この作品が持つ主題はゾラの個人的な心の問題だ

けに留まるものではなく、混乱した激動の社会にあって生きるとは何かという普遍的な主

題に結びつくものではないだろうか。第二帝政社会という一時代を描くために必要な、そ

の社会で生きる人間の根本のあり方をこの作品で叢書の中に刻みこもうとしたように思わ

れる。ナナの生き方と対峙する生のあり方を叢書内に成立させるとともに、ゾラは自ら直

面した苦悩を分析しながら作品世界を創造したと考えられるのである。ゾラは「生と死の

葛藤」を彼の自然主義理論の枠の中でいかに具現化し、叢書内に「生」の観念を刻み込も

うとしたのか、当作品の構造を分析しながら明らかにしていきたい。

1.ポー リーヌと海

この作品で刻まれる時間は、第二帝政下の歴史的事実の移ろいとはそれほど深く関係づ

けられてはいない。ラザールは大都会パリとノルマンディーのアロマンシュArromanches

から10キ ロほどのところにあるボンヌヴィルBorlnevillo(架空の名称)を度々行き来するが、

彼がパリから持ち帰る息吹にそれほど時代の動向は強調されていない。ただ、都会に溢れ

る情報と野心に惑わされ、彼はその病の一端を持ち帰るのみである。
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物語は季節の移ろいや潮の満ち引き、ポーリーヌの血の循環、出産をも含む自然現象の

描写とともに時を刻んでいる。そして季節がめぐるように期待と倦怠のテーマが登場人物

の心の中で再起的に繰り返され表されている。

先述のようにゾラは、1881年に困惑する心情をかかえながらノルマンディーの海岸

(GandCamp)で過ごし、時には荒々しく時には穏やかさをみせる壮大な海を見つめる中で、

自然の大いなる繰り返しに生の営みを重ね合わせ、自己の内面を見つめ直したことから、

この作品の舞台をノルマンディーの小さな漁村にしたと考えられる。そして草案の中でも

「大いなるエピソー ドのためにこの海の光景を小説の中に滑り込ませる」と述べている。

5)従つて、この作品の創作には「海」という自然の大きな力の作用が深く関係づけられて

おり、主人公ポーリーヌの慈悲深い心の成長過程が、自然が刻む時間の中で押し進められ

ている。特にポーリーヌの心情を「海」の描写と絡ませながらが描いている点に注目した

い。

ポーリーヌは大都会パリからノルマンディーの田舎へとやつてくる。パリを出るやポー

リーヌの関心が未知なる存在である海へと向けられていることを作品冒頭部分で既にゾラ

は示している。

[… ]Depuis son d6part de Paris,la mer 6tait sa pr6occupatlon contmuellc Elle en r(狩 at.elle

ne cessait de qucstionner sa tante dans le wagon,voulant savoir,a chaque coteau,si la IIler

n'(先ait pas dettriけ e ces lnontagnes 6)

そして、次の引用下線部のようにポーリーヌと海との引き離し難い関係が晴示的に示さ

れている。

[… .]elle avait a chaque mmute allongё la tete hors du cabriolet,malg6 1e vent,pollr voir la lner

q滅 les slllvait Et,mamtenallt,la mer ёtait encore la.elle serait touiollrs la、 comme llne chose

a elle 7)

さらに、嵐の中、シャントー家に到着した彼女は荒れる海を見て驚く。
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卜 ]On Sentait que la mer avait gJop6jusqu'ぬ la route,qu'ello 6tait la manten知 t goJ“ e,

hurlante;[… lC'6tait,pOllr l'enfant,llne surprlse doulollreuse Cette eau qul li avait paru si

bene et qui sejetalt surle monde!8)

しかし、衝撃的な海の姿を見た後も、自室に案内されたポーリーヌがまず見たがつたも

のは、部屋の窓から眼下にひろがる海なのである。

[.… ]Mais dttal'enfant 6tait devant la fe山 ,Impatiente de savoir sila vue domalt str la rlller.

[¨ .]Ⅱ hSamtres not euQhtpOmntheureuse d'cntendre la mer batte a ses DiedS.9)

シャントー家に来るまでのポーリーヌの生活の場は、大都会パリの中にある一軒の精肉

店という限られた空間であつた (第 3巻『パリの胃袋』を参照されたい)。 彼女はまるで閉ざされ

た世界から急に自然のただ中に空間移動したかのようである。ポーリーヌに与えられたこ

の設定は、彼女であるからこそ海というものが衝撃的に受け止められ、この土地で生まれ

ながらに暮らす人間には享受できない感覚を自然から感じ取ることができることを意味す

る。これは都会で精神を病み、避暑地の広大な海のもとで癒されたゾラの経験から出た着

眼点だといえよう。海はポーリーヌの生活の背景で常にその大いなる繰り返しを響かせて

いる。

[… .I Pauline randissait dans le s,cctacle de l'illllnensc horizon.Elle ne jo面 t plus,n'ayant

pont de c,mЯ rade.[… .]sOn lmiouc ttcrё atlol1 6tait de renarder la mer,touJollrs宙 vante,1市 ide

par les temps■o缶sdedにcembre,d'un vert d`licat de moire changeante auxprelllliers soleils de

mai l° )

この引用からも理解できるように、自然の大きな生命力と壮大な力が彼女を教育し、慰

め、彼女を育んでいくのである。まさしく海という自然が彼女の親友や母親の役割として

機能していることが分かる。シャントー夫人は事実上ポーリーヌを教育するが、彼女は性

に関する知識をシャントー夫人からは教えられず、自ら医学書の書物を読みあさり全てを

知るというエピソー ドが挿入されている。このことは、ポーリーヌが誰かの影響のもとに
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自己を形成していつたのではなく、彼女の強靱な精神と慈悲の心を自然からの感化と享受

によってのみ築き上げられたのだということを強く示すものではないだろうか。

ラザールは転々と職業を変えては失敗を繰り返す。最初は音楽家を夢み、続いて医学を

志し、さらに海藻から薬品を造る事業に熱中する。それが失敗に終わると今度は海の防波

堤を造る事業に取り組む。そして最後には小説家になると言いだすが、結局は何もこれと

いつて成し遂げることはできない。彼は常に死の恐怖に囚われており失敗を繰り返すたび

に虚無感をつのらせていく。そのラザールをポーリーヌは母親のような愛情と憐れみをも

つて見守り続ける。ラザールが職を変え失敗を繰り返す度にポーリーヌは財産を失つてい

くがそれにもかかわらず、彼女のラザールヘの母性的ともいえる愛は、寛大さを湛えてさ

らに大きく膨らんで行くのである。シャントー夫人の病や死、ラザールとルイーズの関係

と裏切りがポーリーヌを苦しめ、報われない自分の献身的な真心を彼女が嘆き苦しむ時も

彼女は海にその癒しを求めるのである。

[...]il lui semblait qu'elle sonirait moins,si elle revenait domir dans sa chambre,au

bercement,lm6 de la grande mer.11)

このように作品の随所でポーリーヌが精神的苦悩と立ち向かうとき、必ず彼女の意識は海

へと向けられるのであるが、ラザールにはポーリーヌのような海に注ぐ視線は全く与えら

れていない。彼にとつて海は、生活を度々脅かすやつかいな存在でしかなかったのである。

ラザールが襲われる倦怠感から逃れるために海へ赴いても、彼が日にする海はポーリーヌ

が享受するものとは全く異なつている。

[… .]il S'emuya■ dehors,d'lln emul qul dlttjも qu'au lllalaise.Cette mer.avec sor1 6temel

balancement son flot obsthё  dont la houle bamit h c(知 ,deux fois par i、 1ヽ'hitJtcomme

llne force stuDlde.ettηntt a sa dOulelllr_usant la les lnemes pierres depuis des siё cles,sans

avoir jalnals pleШ O str lme mort humaine.Ct“ほttrOp rand trop』Юidぃ etil se M協■de

du ciel.[¨ .]鯰
)
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さらに、ラザールに示されている虚無感は常にその閉鎖性をもつて表わされている。ラ

ザールにとつて彼の部屋は避難所であり、また死の観念と生きる倦怠に囚われ苦悩する場

所でもある。次の引用に示されているように、ラザールの部屋に入つたポーリーヌは、ラ

ザールのもつ虚無と死の観念を投げかけられたかのように、その部屋から衝撃的な感覚を

受け取る。

[… ]elle avaltme sensation de d6sastre et d'an6antissement,llne peur sourde,ahsi que dansla

chambre d'lm mort.13)

作品においてゾラは、対照的な「生」に対する観念をポーリーヌと広大な海、ラザールと

閉ざされた彼の部屋という空間の違いで際立たせ、開放的に外へと向けられた拡張する視

線と閉鎖的に内へと降下する視線を用いて描いている。このことは、ラザールとは対照的

に、「生」を肯定的に受け止めようとするポーリーヌの生き方が海と深く関係づけられて

いることをさらに示すものとなつている。

次の引用のように、ポーリーヌは重なる苦境にあっても、規則正しく繰り返す日常のリ

ズムのなかに生きることへの肯定的な姿勢を常に求めようとする。

Un besoin d'ordre persistait dans cette α
'bれ

le de sa宙e.14)

この規則性は、即ち彼女が海から享受した営みでもあるのだ。この作品の中では、頻繁

に海の描写が挿入されているが、繰り返されるその営みはめぐる季節を感じさせ、作品の

中で坦々と時を刻んでゆく。海岸に寄せては引く波の不断の繰り返しが、苦境における生

の時の刻み方を彼女に知らしめ、この自然が指し示した救い、即ち秩序にしたがつて生き

ることのみが、崩壊した生活の中で自己を見失わずに「生」を肯定し続ける道であること

を、ポーリーヌに認識させていくことになるのである。

ルイーズと結婚したラザールであつたが、死への恐怖は止むことはなくまたも沸き上が

り、ルイーズとの関係も悪化していく。彼はこれから生まれる子供にもその生を心から喜

べずにいる。ラザールはポーリーヌの母性的な愛を渇望するかのようにボンヌヴィルヘと

一人戻つてくる。彼にとつてポーリーヌは、失敗と絶望の繰り返す過程において徐々に癒

しの場となつていく。ポーリーヌが自らの苦悩の癒しを海に求めるように、ラザールはポ
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―リーヌによつてのみ癒されるのである。即ち彼女自身がラザールにとつての癒しの海と

化して行くのである。

ルイーズが身重の体でボンヌヴイルを訪れ急に陣痛が始まる。そして難産の末に子供を

産むが取り上げた子供は仮死状態で、ポーリーヌがその子を受け取り賢明に彼女の手によ

つて子供に命を吹き込もうと努める。ラザールの子供はポーリーヌの慈愛に満ちた愛のお

陰で命を宿し、シャントー夫人が亡くなつたベッドの上で生を得る。ここに生から死への

転じと死から生への再生が象徴的に示されている。そしてこの様子を見たラザールはポー

リーヌヘ懺悔の言葉を述べ次のように語る。

一Etait‐ ce im“ cile,ces壼地at10ns,ces fanfaromades,tout ce nor queJe broyalspar crainte

etpar vmi"!C'est moi qul al fait nOtre vie mauvalse,ctla deme,etla mimne,ct celle de la

famille.… Oui,toi sede 6tais sage.L'existence devient si facile.lorsoue la mttson ett en belle

humelr et ou'mv宙 t les llas oour les autres!.¨ Sile monde meve de mittЮ J選■菫壁堕型

moins。 ,lenlent en se orenant hn‐ Intt en,iti6 1 15)

ラザールとポーリーヌの融合と合―がポールの死から生の獲得を通して描かれている。

ゾラはルイーズの生々しい出産の場面を描き、当時これに対して非難を浴びたりしている

が、出産という壮絶な生への闘争の中で、新しい生命の生きることへの無心の執着を鮮明

に描き出している。

[… ]leS Ondes doulourellses contmualent a descendre,accompa算6es chacune du c五 de son

obstmatio吼 lumnt cOntre l'impossible.Hors de la vulve.la main de l'enfant pendant.c'6鯰 it

llne peti"IElain noire.dont hs doints s'ouvraient et se femaient Dar IIloment■ omme si elle

se fm crnm。。nn“ a la vie.16)

hcapable de regarder davantage,le lnan[=Lazardl allatOmberstrme chaise,al'autre bout

de h piin.Mais il avait beau ne plus regarder,il apercevait touJOurs h pauvre IIlan du petit

搬 ,cette mnin qui voulait宙 vre.cd semblait chercher a tttons un secollrs dans ce mondQ ou

elle arivaitla preml機 .17)
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この場面に、宿命的といえる生の闘争と人間の本能的な生への渇望をラザールの苦悶ヘ

の回答としてゾラは表したのではないだろうか。ゾラ自身の心情の推移をポーリーヌとラ

ザールに割り当てた姿を通して集約し、そしてここに彼が苦悶の中から導き出した生への

理解が示されているのである。

物語の最後ではひ弱ながらもポーリーヌの献身的な愛によつて18ヶ 月まで育ったポー

ルがラザールとシャントーの間をおぼつかない足取りで一歩一歩、行き来する姿が描かれ

ている。ここに人間の継続的な生の輝かしさといかに生きるかという根本的な理念を示し、

生の闘争に向かつて歩みを進めなければならないことをゾラは暗示的に示したのではない

だろう力、

ポーリーヌと海の関係を考察することから、自然の大きな営みが彼女を育み、慰め、成

長させたことが作品の中で表されており、そのような成長を遂げたポーリーヌだからこそ

「愛」の象徴としての存在性と「生」に対しての肯定的な姿勢をゾラは作品の中に表すこ

とができたといえる。遡れば全てのものは海から発生し、海は生命の源といえる。ポーリ

ーヌと海の一体化が作品の中で象徴的に描かれることによつて、彼女によるポールの再生

は可能となり、ゾラは完全なる献身的な愛からさらに母性をもつた愛の領域までポーリー

ヌを昇華させているといえる。

2.シャントーとヴェロニッタ

この作品には、ポーリーヌとラザール物語の傍らに二つの視線が用意されている。ラザ

ールの父親で痛風持ちのシャントーとシャントー家の女中ヴェロニック VerOniqueの視線

である。体が不自由でいつも決められた場所から家族の気配を探るが決して深く家族を洞

察することもないシャントーの空虚な視線と、館の隅々まで動き回りこの一家の動向を注

意深く観察する女中ヴェロニックの視線である。このような、ポーリーヌとラザールの傍

らから注がれる視線とそこから語られる言葉は、主観的ともいえる一個人の内面描写から

表されるものに客観性を与えていると考えられる。

ヴェロニックの視線は常にシャントーー家の観察者として機能している。はじめポーリ

ーヌがシャントー家にやつて来たとき、ヴェロニックの視線は女中の立場から幼い主人ヘ

の羨望と嫉妬が混濁したものであった。しかし、ポーリーヌの献身的な生活とシャントー
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一家のポーリーヌに対する理不尽な態度を観察するにつれ、正義感の強い彼女の感情はし

だいに変化を見せる。しかし、永年仕えてきたシャントー夫人が死んでしまうと、彼女の

描写にもすこし不安定さが漂うようになる。ヴェロニックの描写は常に作品の背景の域か

ら出るものではなく、直接的に彼女の内面の苦悩や葛藤といった奥深い心理は表されてい

ない。そして作品の最後で、非常に唐突に彼女の自殺のみが挿入されているのである。

ヴェロニックにとつてシャントー家は彼女の世界の全てである。そこより拡大された空

間を彼女はもたない。従つて、シャントー家は彼女にとつて大きな社会と同じ意味を持ち、

まさしく生きる世界、生きる社会そのものなのである。このように考えると、プラは、い

わば欲望や猜疑心、愛や献身、倦怠や堕落という大きな社会がもつものと同質のものを館

の内部にミクロコスモス化し、この館に住む作中人物たちの織りなす世界を一つの社会の

縮図として表していると考えられる。従つて、この館にあつて、ヴェロニックは生々しい

人間の生の闘争を眺め続け、また人間のあつけない死を体験したことになる。即ち、彼女

は、ポーリーヌが自己の全てを犠牲にした献身的な生き方をする姿を常に見ながら、その

苦悩と不幸を直接的に感じ取り、また報われない生に対して大きな虚無感をつのらせるこ

とになつたのだと想像できるのである。

叢書の中でこの作品は、最も作品中に病に関する記述が多いという特徴を持つている。

シャントーの痛風は重く、作品のはじめから終わりまで彼の叫び声が絶えず響き渡つてい

る。それに対してポーリーヌは献身的な愛情を持つてシャントーと接する。生と死の観念

が支配するこのシャントー家という限られた世界における悲劇は、そのまま大きな社会の

持つ病をも象徴的に表している。シャントーで描き出されている苦痛の叫びは、常に異常

な状態を告げる警鐘であることを示しているのである。

このように考察するならば、この作品の最後に挿入されたヴェロニックの自殺の意味は

「生」に対する絶望、「生」に対する虚無からの「死」であるが、これにさらにシャント

ーの存在を重ねあわせると、ゾラがまた違った意味を彼女の死によつて物語の結末に示そ

うとしたことが理解できる。

この作品を締めくくる最後の言葉は、ヴェロニックの自殺を知ったシャントーが語る

「自殺するとは、ばかな奴だ」《Faut‐1l e"腱
"pour se tuer!》

18)と ぃぅ言葉で終わつてい

る。作品の最初から最後まで、シャントーは痛風の激しい痛みによつて死人同様の暮らし

をしてきた人間である。痛風の悪化を鎮めるために食べることも制限され、痛みで自由に

歩くこともできない。彼の叫び声は常に頻繁に繰り返され作品の背後で重く響き続ける。
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家族のものは彼の叫び声を避けるかのように生活する。また館の内部で様々な出来事が繰

り広げられても、シャントーは家族のもめ事に一切介入してこないし、また家族も彼に何

も期待していない。彼の描写は、常に苦悩の叫び声をあげ、痛みを緩和するために家族の

気配を探り、苦痛と苦痛の合間のほんのつかの間の時間にただチェスで気を紛らわす描写

が挿入されているのみである。この作品では常に波の寄せる音が響いている。そして海の

描写と混じり合うようにシャントーの叫び声が作品を通して常に響き渡つている。しかし、

ポーリーヌやラザールが海から享受するような描写はシャントーには与えられていない。

次の引用に示されているように、ただ自然の生き生きとした生命力に対時する身動きのと

れない生きる屍としての存在が強調されるのみである。

Les velx str le vaste horizoFL il COntmua de gttnir sans en avollr cons3ience.Son cn de

mistt aJta口ёsentcolnme son haleine mhe.Vetu d'lln gros molleton ble鴫 dontl'ampleur

noyalt ses membres pare」 s a desracine、 1l aballdomait str ses genollx seS IIlaIIIs contrefaites,

lamentables au grand sole」 .Etla merl'int6ressdt cet infmi bleu“ oassdcnt des voiles

―

rOute sans bomes.ouverte devantlui cui n'6鮨itolus capable de mettre m pied

devantl'autre.19)

ゾラは、生きる大半を苦痛とともに過ごすシャントーを用いて、どんな状況にあつても

人は生きなければならず、どんな生であろうとわずかでも喜びを見出して、決してそれを

放棄してはならないことを作品の結末で示そうとしたのではないだろうか。ゾラはポーリ

ーヌとラザールの物語で「生の闘争」を、ゾラ自身の心情を彼らに割り当てながら示した。

そしてさらに、そこから導き表した生のあり方を強烈に刻むために、あえてシャントーと

いう存在を物語の最初から最後までポーリーヌとラザールの傍らに置き、物事を深く理解

するには不十分な女中ヴェロニックの短絡的な死と絡ませることでこの作品に強く生の問

題を刻もうとしたのではないだろうか。このシャントーの存在が物語に深く関わることも

なく、かといつてとぎれるわけでもなく、継続的にその底辺で繰り返し与えられている。

そして、作品の最後の言葉にゾラが「生」の観念を集約し、「存在の喜び」というものを

そこに記すことで読者に強く印象づけようとしたのだと理解できるのである。
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この作品にはシャントー家で飼われている犬と猫に関する描写が、作品全編にわたつて

意図的に繰り返し挿入されている。犬は主人達の顔色を見、忠誠心をもつた極めて従順な

存在として表されている。シャントー夫人が亡くなるとこの大もまるで後を追うかのよう

に死ぬ。この物語ではこの二つの死が大きくラザールに影響している。彼は、家の内部や

調度品を見ては母の姿を浮かべて苦悩し、また家族同様であり特に母親に従順だつた犬の

断末魔の死を思い出しては生きることの無意味さを痛感するのである。しかし、猫の方は

極めてその自由奔放さのみが強調されて描かれている。物語の最初から最後までこの猫の

奔放な暮らしの果てに繰り返される出産が描かれ、また猫が産み続ける子猫は残酷に海に

捨てられる。ゾラは自然界における生の循環を、多産とまた情け容赦のない死の残酷なエ

ピソードをもつてこの作品の底辺に存在させているのである。

この大と猫であらわされた対照的な特徴は、単なる飼い犬と飼い猫のエピソー ドに留ま

るものではない。ゾラがこのノルマンディーの海岸にある一軒の館を社会の縮図としてい

ることを述べたが、大と猫で表されている暗示的意味合いは、そのまま一つの社会に存在

する生のあり方を象徴していると考えられるのである。叢書全体のレベルで考えるならば、

第二帝政社会におけるポーリーヌとナナの対照性へとイマージュを拡大させることもでき

る。

1878年に『愛の一ページ』の序文に付けられたルゴン=マ ッカ~ル家の家系図によると、

『居酒屋』のジェルヴェーズ Gervaiseの娘ナナ Nanaと『パリの胃袋』のリザ・マッカー

ルの娘ポーリーヌは、従姉妹同士ということになる。そして、ゾラが1869年にラクロワ書

店に提出した最初の家系図では、ナナの生まれた年は1851年であつたが、1878年のもので

は二人とも同じ1852生まれという設定に変更されている。
m)ゾ
ラは『生きるよろこび』

を執筆するに際して記した創作プランの中で次のように述べている。

≪Maintenant,i'ai monl泊 o搬 .cuiest Paulme OuenlL n6e en 1852.Ellc a donc l'`逮 e de Nana

En 1869,olle est dans ses dlx‐ hdt alls.Cch me forcerait a ne pas ёtudier lllne宙e se

d6veloppant en de longues ann6es,mais un simple drame,llnわ sode,tenantlln an ou deux.菫

ie prends Pauline DOur flgure cenmle_elle,oum etre l'oooo"radical de Nana.car dans mn

distribution des“□p缶田nents● 1lc en est le pendant contraire.Donc,Si Nana s'est danec a
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tolls,elle se dollnera a un scul,et encorei si Nana a 6に lach6e dans la vle sans lien lnoral,sans

hinreligieux ou sociat e■ e se fera des devoir、 aura une police,la religiott les convellances,

etc.;mals smout elle a●●ortera la verm co― e Nana a ap● oFt6 1e Ⅵce.un oroduit.≫
21)

下線部ではつきりと明示されているように、ポーリーヌは叢書においてナナと対峙する

存在として位置づけられている。そして、対照的な二作品のコントラストを際立たせるた

めにゾラは『ナナ』のすぐ後に『生きるよろこび』を書く計画を立てたのである。これは、

『ナナ』を詳細に構想した時点で既に主人公ナナと同じ血統を持ちながらも田舎と都会と

いう環境の違いや、ジェルヴェーズとリザに対比できるような労働者階級とブルジョフと

の生活環境の違いを、実験と観察による手法で叢書に明示しようとしたためである。遺伝

的要素と環境の差異によつてポーリーヌとナナに表された特質の違いは、自己犠牲的な精

神と自由奔放なそれであり、そこから生みだされる象徴的イマージュを通して、ゾラは、

田舎と都会、美徳と悪徳、下層階級と上層階級など、第二帝政社会がもつ対立する側面を

コントラス トを際立たせて叢書に包括しようとしたのである。

しかし、先に述べたようにこのようなゾラの計画は、『ナナ』の出版後の1880年に相次

いで彼が体験した近親者の死によって『ナナ』の直後に位置づけられることは先送りにな

つたが、ゾラ自身が体験したフローベールや母親の死の衝撃は、この小説世界をより深く

押し広げるものとなったことは確かである。この作品の題を決めるに当たつてゾラが考え

た9つの候補を検証すると、助 耐 こθル ル″
“
「涙の谷間」、助タル ルツルκ「生きるよ

ろこびJ、 二筏″″力 ″"r「虚無
の望み」、 二ι viθ爾ッ商″ι「老犬」、 ル sο″b″ ″ο″

「暗き死」、ιθゎ″磁θ″ル′被おた″
“
「生の苦悩J、 肋 ″お夕″あ″ο″ル「人の世の悲惨」、

ル・TM″ 力″″″r「虚無の聖なる休息」、二a rris″ ″
“
ル「悲しき世界」と暗い厭世観

を象徴するものが多い。
22)し
かしながら、ゾラは1889年 3月 6日 のヴァン・サンテン・ コ

ルフに宛てた手紙で、死にまさる生に対する執着をよりいつそう強く示すために敢えてイ

ロニーを含んだ題名『生きるよろこび』を選択したと記し、《Lc Mal de Vivre》 といつた

直接的な題名よりも反語的意味合いを含んだものの方が適切だと思つたと述べている。
2)

このことは、人間の苦悩について、死について、善についてゾラ自身が困惑する心情を作

品の中で突き詰めて創作し、叢書により印象深く「生Jの観念を刻もうとしたことが窺え

るのである。
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前半の「海」と作中人物との関係についての考察から、ゾラが常に「生きる苦しみ」と

「存在の喜び」の間で心を引き裂かれ、しかしながらどんな苦しみの中にあつても人は生

きていかなければならないというゾラの心の到達過程を、この作品のポーリーヌとラザー

ルの連続する苦悩と葛藤へ織り込み表そうとしたことが明らかにできたのではないだろう

か。

そして、さらにゾラは草案の中で、小さな村が海に飲み込まれるという描写はすなわち

世界の崩壊のイマージュを意味すると記している。そしてさらに、それでも彼らは生きる

ことを望んでいるのだ 《1ls veulent宙 vre》 と述べている。
24)な
おこの作品でも『大地』

や『ムーレ神父の罪』に描かれている村人を想起させるような無教養、無信心な堕落した

村人達が登場し、彼らは常に「生」に対して貪欲な人々として描かれている。

『生きるよろこび』では荒れ狂う海を背景にここで暮らす住民の姿が描き出されている。

作品の冒頭でシャントーは、海からの被害を繰 り返し受けながら、なぜ他の土地へ移らな

いのかと村人に尋ねる。村人は「誰だつて、そこにいるのだから、そこにいるんです、、、。

人は、どこかで暮らさなきゃならないんだ。」《One飩 la,Monsiellr,on y reste.… 1l faut bien

ete quclque part》 と述べる。
25)こ の言葉が意味するものは、『大地』の中で描かれている

自然現象に立ち向かう「人間の生の闘争」と同じキーワー ドであり、それぞれの作品が局

所的な社会下で描かれながらも普遍的なテーマで結びつけられていることが理解できる。

自然現象と人間の闘争と一社会下における人間の生の闘争とが両面に渡つて叢書内に同テ

ーマによる関連づけを生み出しているのである。叢書全体の構成をゾラが常に意識してい

たことがここでも推し量れるものである。

また、ポーリーヌの次の言葉には『生きるよろこび』でゾラが示した生の喜びと存在の

喜びが明確に表されており、さらに他の作品を結びつけ関連づけるキーワードとして挿入

されているものと理解できる。

[¨ .]Elle voulait宙vre,ct宙 vre complёtement,瞳e dela宙 c,elle qui nimalt la宙 e!A quoibon

etre,si l'。n ne donne pas son etre?26)

この言葉は、前章で考察した『ムーレ神父の罪』の愛の主題に我々を立ち戻らせ、セルジ

ュとアルビーヌの愛と悲劇やアルビーヌの自殺のエピソードに対するゾラの一つの回答で

もあると考えられる。そして、ポーリーヌによつて示された「愛」こそが、常に新たな生
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命を生みだし、未来に継続する「生」を創 り出すのだということをポーリーヌとポールと

のエピソードにおいてもゾラはこの作品に刻もうとしたのではないだろうか。このことは

他の叢書作品の中に頻繁に刻まれる「母性的な愛」によつて叢書内に関連を生みだしてい

ると理解できる。この点に関しては、また別の章で後ほど詳しく検証したいと思う。

(註 )

1)本章においては以下のテクス トを使用し、註においては作品名とページ数のみを略記

する。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Em」e Zol■ ι″わ‖r"袖 Cquar(la P16iade),Gallimard i

一レ Ja″ ル 織 っtome Ⅲ,1964.

一Za乃
"″
″ ′♭らうι動わ雌 ,tome I,1960.

2)EmileZoL lettedu 15“cembre 1883 aGoncowt Carκ ψο滋 ″
“
ル:(d“e SOus la directlon

de B.H.Bakk",Editions du CNRS,Les Presses de l'Universlt6 de Montr6al, 1978-1995,

pp.442-443.

3)《 [… .]Z01a Se met a parltt selon son habitude,de la mort.Il d6clare qu'11 lui e飢 ⅢpoSSible,la

lum巖 6teinte,de s'auOnger entre les quatre colomes de soll lit sans penser qu'1l est H・ no llne

bb".》 (Ed.de Goncourt,」 o"″1 20 fttder 1883),Henn Mitteranこ E″ルSS"「 ιω

Ro″μ ■夕

“

腱■,二ω Ro■p‐Va“″ ″ KlaP16iade)tome Ⅲ ,G』hH■ 1964,p.1744.

4)Larevue ttcalne ttθ  3oοttα
",en“
cmbre 1901,fbだ ,p.1743.下線は引用者による。

5)H∝直Mi■amこ El■&ss"″ιes Ro7go「 2■″

“

″4 Zω Rο7go“‐ルhη
"α
″(la PLiade)tOme Ⅲ,

p.1746.

6)ια Joた ル ツハ″
`,p.816.

7)ル′d,p.816.

8)fb″ ,p.828.

9)fb′d,p.832.

10)fb″ ,p847.

11)ルだ ,p.1041.

12)fb彙晟,p.989.

13)乃だ ,p.1042.

33



14)ル″,p.1043.

15)fb″ ,p.H05.

16)fb″ ,p.1096.

17)乃″ ,p.1097.[ ]内 は引用者による。

18)fb″ ,p.H30.

19fb″,p.H08.

20)本論文巻末の資料 :「ルゴン=マ ッカール」叢書・家系図 ①と②を参照されたい。

21)Hett Mitterand,職ss″ LS』b″
"周
駒

“

昴α嬌ルSRa″g"拗
“

″″(hP16iade)tome Ⅲ,

p.1746.

22)rb′乙,pp.1776‐ 77.

23)Ettle Zola,lete du6mars1889a Jacquesvan Santen Koltt Cattψ ″″″
“
4pp.376¨ 377.

24)HenriMitranaタカ膝syrルJRθ

―
“
α4ιωR塑
"励 “
″α″(laP10iadeltome Ⅲ,

pp.1756‐57.

25)二α」oセ ル 雨 t、 p.829.

26)fbだ ,p.1044.
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第 3章 .『 夢 』 一叢書における帰結的役割一

第16巻『夢』は、1888年4月 1日 から10月 15日 まで「ルヴュ・イリュストレ」誌に連載さ

れ、そして同年の秋に単行本としてシャルパンティエ書店より出版された。
1)ゾ
ラはこの

作品を執筆する意図を草案の中で次のように述べている。

《J'v mettrais aussi le moment、 la r`action contre le natttalisme、 1'impatiencc de l'au‐ del週e

besoin d'id6al. la convulsion de la crovance. Tout cela avec des reves、 toute une_⊇ artle

fantaisiste、 idё aliste trёs pouss6e Et la vie tombant la dedans avec lajellne f11lc.Unc mes pure

flgure.Cette enfant bouleversant toutl'inconnt ёtantla revanche de la“ aliに ,de l'nmOllr.》
2)

『実験小説論』においてゾラが規定する自然主義作家とは、絶対や啓示された理想、非

合理的な理想を否定して、科学的方法を採用し、観察と実験によつて世界の探求を行おう

とする作家であり、常に理想主義や象徴主義とは対峙する立場を明記している。
3)

しかしながら、『ムーレ神父の罪』や『夢』といつた作品は、ゾラの批評作品で主張し

ている理想主義や夢を排除しようとする姿勢とは全く性質の異なる印象を与える。これら

の作品では、花々が神秘的に咲き乱れ、聖女達の衣擦れの音を聞くという幻想的象徴的な

表現で作品が埋め尽くされているからである。引用下線部で示したように、ゾラは、当時

の自然主義への反動、彼岸への焦燥、理想への欲求、信仰の痙攣といつたものを数々の夢

想とともにこの作品の中に込めると述べている。ゾラのこの言葉から、夢想とともに表さ

れたものは、現実離れした空想的理想への逃避ではなく、人間が理想を追い求める姿、そ

してその理想の実現を成し遂げるために苦悩する生の闘争をより劇的に表そうとしたもの

だと理解できるのではないだろうか。そのためにゾラは逆に対峙するものに歩み寄つた方

法で彼の自然主義理論を実践したように思われる。本章では象徴的幻想的な描写で構築さ

れた『夢』の中に叢書諸作品における一つの集約と波及的要素を考慮しながら検証を行つ

ていきたいと思う。

それではまず『夢』のあらすじについて簡単に記しておこう。

ある孤児の娘アンジェリックAngёliqueが、クリスマスの翌朝大雪に覆われた大聖堂の門

前で凍えていたところ、聖堂の傍らに住む法衣製造人ユベール夫妻 Hube■ に助けられ養女
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として育てられる。大聖堂の神聖な息吹を常に感じながらアンジェリックは清純に成長す

る。彼女は愛読書の『黄金伝説』に出てくる聖ジョルジュのような高貴な青年と巡り会
い

結婚する夢を抱くようになる。ある日、常日頃夢見ていた聖ジョルジュそつくりの青年フ

ェリシアン■liciellと 出会い、二人は愛し合うようになる:この青年はステンドグラス絵

師であつたが、実は司教の息子であり、双方の親は身分違いの結婚に反対するのだつた。

アンジェリックは絶望のあまり死に瀕してしまうが、フェリシアンの父である司教の終油

の秘蹟によつて奇跡的に蘇る。結婚は許され、盛大な祝宴のさなか、初めての日づけを交

わした直後に彼女は幸福の絶頂で昇天する。

このように『夢』は叢書において極めて異色の幻想的な作品だといえる。ゾラを中心と

する自然主義運動は、『実験小説論』やメダングループによる『メダンの夜話』、小説『ナ

ナ』などの相次ぐ出版によつて1880年代前半は一つの頂点を極めたのであつたが、90年代

の世紀末に近づくにつれショーペンハウエルの厭世主義の流行や、カトリシスムや精神主

義、神秘主義の傾向が強まり、観念的な心理小説やメロドラマ風の小説の流行から自然主

義に対する反動的な動きが現れはじめる。このような丈学状況にあつても、プラは『 ジェ

ルミナール』(1885)や『大地』(1887)を執筆し、自然主義文学を強力に押し進めていく。

第 1章で『夢』が『ムーレ神父の罪』と対になる作品として位置づけられていることは

既に述べたが、叢書における個人の内面世界を中心に描いた哲学的作品群との関連を考察

すると、ゾラが「生の永続性」の問題を普遍的なレベルで叢書に刻もうとしたことが理解

でき、『夢』が『夢』以前に書かれた同種の作品群を包括し結論づけるものであると考え

られるのである。そして、このように読み解くならば、『夢』によつて統合される哲学的

作品群の流れは、普遍的な愛と生の観念を成立させ、叢書における社会的側面を強調した

作品群を支えるものとなつていると考えられる。

従つて、『夢』の存在と役割は重要であり、より大衆に受け入れやすく理解しやすいレ

ベルで提示しようとしたのではないだろうか。卑猥で俗悪だと世間の非難を浴びた『大地』

以降の自然主義への反動に対して、時代の流れに敏感なジャーナリストとしての感覚を備

えていたゾラは、大衆にこの作品で示そうとする観念をいかに理解させるか、また叢書の

一巻としての印象を与えられるかということを充分に考慮したと推測される。ゾラは『夢』

を執筆するにあたり、次のように述べている。

36



《Je voudr〔五s fare un livre qu'on n'attcnde pas de mOi 1l faudra士 ,pour prelnitte condition,

qu'」 ptt aК mis entre toutesles mans,lllellle les lllams des ielIIles劃 [es.[… ]》
つ

彼はこの書物が少女でも手にできる本であることを述べている。そしてこのことは世論の

非難を浴びた『大地』の後に全く傾向のことなる神秘的なおとぎ話風の作品を世に出し、

逆に大衆の好奇心を利用して自己の文学に関心を向けさせる策略が意識的にあつたと考え

られる。誰にでも手にすることができる本というのは、すなわち大衆に理解しやすい書物

ということも意味する。ゾラはそれだけこの作品を「ルゴン=マ ッカール」叢書の一作品

であると深く大衆に浸透させ、叢書全体の構成レベルにおいて、不可欠な意味づけを与え

ようとしたのではないか。『夢』は第15巻『大地』と第17巻『獣人』の間に書かれ、『ム

ーレ神父の罪』と同様にゾラの休息や気体めの小説という見方がなされている。しかし『夢』

がそれ以前の作品で示された愛のエピソー ドを統合しながらの生のダイナミズムを叢書に

刻み、さらに第19巻『壊滅』、最終巻『パスカル博士』という完結篇へ向けての布石的役

割を担なうものであることを明らかにしたいと思う。

『ムーレ神父の罪』で示された「愛と罪」との関連で

『夢』の構造は、非常に閉ざされた空間をもち、かつ理想主義に彩られている。時代は

19世紀でありながらまるで中世の世界を想起させるような閉鎖性を備え、『ムーレ神父の

罪』の作品で表されている厳格な宗教的空気が作品を支配している。第 1章で指摘したよ

うに、叢書において『ムーレ神父の罪』と『夢』が対になることを意識して『夢』を描い

たとゾラ自身言つているが、それならばこの二作品から読みとれるものは何であるのかを

比較検討してみよう。

『ムーレ神父の罪』は、そのほとんどがセルジュの教会と障壁に囲まれた庭園パラドゥ

という限られた空間の中で描かれている。セルジュの描写は、聖母マリアとの交感を求め

る神秘的空気の漂う中で描かれているし、アルビーヌとの恋愛もパラドゥという夢幻的な

楽園で展開している。また、セルジュと恋に落ちるアルビーヌの存在は、庭園パラドゥの

主であり、非現実的な妖精のように描かれている。セルジュの生活の場はまさに俗世間を

自ら断ち切つた田舎の教会であり、彼は常に自己の精神世界の浄化につとめ、神との対話
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を渇望する日々を送つている。アルビーヌも障壁に囲まれた世間とは無縁の場所で暮らし、

彼女は色彩豊かな花々に囲まれ、植物の声を聞き、その香りを享受しながら何ものからも

束縛されず純真無垢に成長する。

他方『夢』の作品世界も同様に、主人公のアンジェリックは非常に限られた空間でしか

描かれていない。アンジェリックが暮らすのは、北フランス、ピカルディ地方の町ボーモ

ン Beaumont(架空の名称)である。この町は丘の上と丘の下で二つに分けられている。

丘の下は、下町ボーモンと呼ばれごくありふれた普通の暮らしが展開される場だが、丘の

上の城壁で取り囲まれた町は大聖堂を中心に中世以来変わらぬ生活を営んでいる。アンジ

ェリックの住むユベール夫妻の家は大聖堂の最も近くに位置し、そのためいつも神聖な息

吹を家自体が常に感じる場所であり、彼女はここで5年間の間まるで修道院の中にいるか

のような日々を過ごす。アンジェリックは、このような閉鎖的、キリスト教的雰囲気の漂

う中で極めて清純無垢な精神を育くむことになるのである。さらにアンジェリックはその

限られた空間の中でもより限られた場所でしか生活していない。彼女は、主に昼間仕事部

屋でキリスト教にまつわる様々な刺繍をし、夜は寝室で『黄金伝説』を読み耽り、毎夜こ

の寝室で夢想に浸り、大聖堂を眺めては聖なるものの飛翔を目にするのである。従つて、

まずこの二作品の大きな類似性は、隔離された夢想的空間の設定と宗教的影響に起因する

主人公の内面を中心に物語が進展している点だといえるだろう。そして双方とも時代は第

二帝政下でありながら、限定された時代をほとんど感じさせない点でも共通している。こ

の二作品を満たす空間は中世キリスト教のそれである。ゾラはこの二作品にあえて中世的

な宗教世界を与えることによって、作中人物の内面に繰り広げられる神への敬虔と畏れ、

罪と救いに対する意識を強調しようとしたのではないだろうか。そしてそのような作中人

物の心理から人間の根本的な「生」の問題と「愛」の問題とを浮かび上がらせようとした

と考えられる。

『夢』では、神秘的な宗教的空気と世間から隔離された閉鎖的環境が、アンジェリック

の夢想を増大させるものとして機能している。アンジェリックの仕事場と寝室での描写は

『 ムーレ神父の罪』の中のパラドゥとセルジュの寝室を想起させる。ユ
ベール夫妻の教育

の下、アンジェリックは立派な刺繍工として成長する。彼女は毎日仕事場で色とりどりの

糸を刺しながら神秘的な花々を布の上に生き生きと息づかせていく。彼女の信仰心は伝統

的な花の図案に生命を吹き込む。彼女が刺す絹糸や金糸は生動し、ほんの些細な装飾にも

神秘性が生まれ、彼女の手から花が咲き誇るかのような神聖なきらびやかさが生まれるの
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である。この神聖な花々の刺繍とアンジェリックの関係は、色彩豊かな植物とアルビーヌ

の姿を想い起こさせる。アルビーヌはパラドゥの庭園を支配し、生きた草花を彼女の存在

によつてよりいつそう輝かせている。従つて、この『夢』の中のアンジェリックの描写に

は、アルビーヌの姿がしばしば再現されているように感じられるのである。また、夜ごと

アンジェリックが自室の窓から大聖堂を眺め、そこから飛翔する聖なるもの達と心を交わ

す描写は、セルジュが自室で聖母マリアヘの祈りを捧げる描写へと遡らせる。このように

考えると、アンジェリックの描写の中にアルビーヌの姿が意図的に割り当てられ、セルジ

ュとアルビーヌのエピソードヘと遡及させることを意識して作品が創作されていることが

理解できる。

アンジェリックは偶然仕事場で見つけた『黄金伝説』の虜になる。この本に綴られる聖

人聖女の殉教と奇跡は、彼女の神秘主義的な夢想を日々増大させていくが、中でも総督の

息子の求愛を退けて殉教し、天上でイエスと結ばれた聖女アニェスの物語は、彼女の心を

最も引きつけたのであった。そして、この聖女アニェスはアンジェリックにとつて身近に

感じる存在となっていく。また大聖堂のステンドグラスもアンジェリックの夢想を高める

ものであった。彼女は槍を突き刺して竜を退治した聖ジョルジュのステンドグラスを眺め、

このような青年と必ずや結ばれるという夢想の中に自らの理想を膨らませていく。そして

その夢想の実現を確信していく。いつか理想の王子様と結ばれると信じて止まないアンジ

ェリックに対し、母親代わりとなって彼女を育ててきたユベール夫人は世の中の現実を語

り、理想はただの夢想に過ぎないということを述べて諭す。

《Ma■1le,tu verras plus tard,tu colmaFttas la vie_[… ]》 [:]

《[_.]Quel parads ttves― tu donc?commentt'mmes―tu le monde?》 [… ]

《 [… 1le mOnde,ca me produtt de lom l'cffet d'lln grand iardh,oui!d'lln parc immense.

tout,leh de flellrs et de soleil C'est si bon de vivre,la vie cst si douce,qu'elle ne peutpas etre

mauvaise.》
5)

この下線部のアンジェリックの言葉は、また『ムーレ神父の罪』のパラドゥを想起させ

る。そしてパラドゥの主であり、セルジュの厳格な宗教心の前に夢想を砕かれ、花の中に

身を沈めて死んだアルビーヌを思い起こさせる。アルビーヌは信仰心という彼女には理解

できない力に押し砕かれて死ぬ。アルビーヌにとつて世の中とは、花々と陽で満たされた
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パラドゥがすべてであり、愛するセルジュさえそこに共にいれば、彼女の理想とする幸福

な世界に到達できるものであつた。アルビーヌが抱いていた理想がここでもう一度アンジ

ェリックを通して語られることで、アルビーヌの死をもつて示したセルジュの侵した罪ヘ

ともう一度我々を立ち戻らせる。そしてこのことから、生きることにおいて最も大切なの

は、愛するということなのだというゾラの想念を強く印象づけられるのである。

また、フェリシアンとの愛に苦悩するアンジェリックの心理描写をみると、罪を犯すに

至ったセルジュの心理をそこに重ねて読みとることができる。

la面血  1'6preuve oui devait racheter la faute. Elle en soufhit d61icicusement ello

songealtaux mames dela ttgende,i lui seIElbhit qu'eue tttlelr s∝ば,a se LgellerninCt

et que sa gardienne Attes ia regardait avec des yellx tristes et doux.0

『ムーレ神父の罪』ではパラドゥを去った後のセルジュの心理についてはアンジェリック

のように詳しく述べられてはいない。ゾラは『 ムーレ神父の罪』ではセルジュという人物

の中に信仰心の厚い僧侶の類型としての立場を強調したといえる。従つて、同様に深い信

仰心をもち、さらに恋愛に苦悩するアンジェリックの姿を通して、セルジュの心理をもう

一度『夢』において再現したのではないだろうか。また次のフェリシアンに対するアンジ

ェリックの告自の引用にもセルジュの心理を重ねることができる。

《 J'al ё

“

Im,chante,c'est bien vrai.On est si sotte,quand on ne sait pas!On fait des

choses ou'on cro■ n“essalres.on a Deur d'a“ erl faute.醍 s cu'oll o“ ita Son ceur.[¨ .]Ona

donc le besoin de se rendre nlaheurelⅨ ?Tandis qucj'allrals voulu vous accueillir les mains

ouvertes,1l v avalt.au fond de IILOll eぽ ℃_une autre fenlIIle cui se rev01餞it.qui avalt crante et

轟 flance de vous.quise plalsait a voustomerd'inc面tude,dans l'id6e vague d'une qucrelle

avider,dont elle auralt oubli6 1a cause tes ancielllle Je ne suis DaS tOuiolrs bonne.il re,ousse

en moi des choses cuc i'innOre.¨ [… .]》
つ
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聖なるものから禁じられている思いに囚われていた自己について語るアンジェリックの告

白は、信仰というものが人間に規定する戒めの心や規律、愛する気持を堕落や罪ととらえ

てしまう心理的問題を表すものである。セルジュ同様、深い信仰心をもつたアンジェリッ

クに結婚という理想の追求をさせることによつて、『ムーレ神父の罪』でその題名に罪と

象徴的に示した主題をもう一度分析的に『夢』の中で結論づけたといえる。

またアンジェリックの中には、セルジュの妹デジレの混在を見出すこともできる。デジ

レは『ムーレ神父の罪』の中で、自然と動物を愛する純真無垢な少女として登場している。

アンジェリックの性格を表す描写からは、アルビーヌのもつ清純さの他に、デジレと共通

する自然を愛する心というものも感じられる。次の引用からもアンジェリックの中にアル

ビーヌだけではなくデジレとの混在を見いだせるのではないだろう力、

Le pnntemps,cette ann6o,■ ltd'une doucelrexqШ se.Elle avait seize ans,ctJuSqu'aceJ雨 ,

des feuilles tendres.la transDarenCe des sorees chaudes.toutle renouveau odorant de laに

slmpl(Inent l'aIIlllsalt.8)

アンジェリックは夢想に浸りながら幾時間も過ごすことを楽しみとしていた。また自室

から大聖堂を眺め、クロ 0マ リー菜園を眺める。そして彼女は季節の移り変わりによつて

変化する菜園の様子を感じ取り、その自然を享受するのである。この作品の中で自然の美

に目を向けているのはただ一人アンジェリックのみである。

従つて、『ムーレ神父の罪』で描かれたデジレの存在は、この『夢』との相互的読解に

よつて初めてその意味を理解できるものだと思われる。たとえば、『ムーレ神父の罪』で

パスカルはセルジュに向かつて次のように述べる場面がある。

《Toi,tu es c轟 ,nl―ura‐ t‐11;tu as bim fait On est tts heuren Cure.cat'a pris tout

entlet n'estece pas?de fa9on que te voila t側 回

“

au bien.¨ Va,tuneteseraisjnmnisc(mm“

alllellrs.Ttt parents,qui pamient comlne td,ont m bett faire“ s宙lenies i Js sont mcore a

se sausfaire.¨ Tout est logique la‐dedans,mon vtton.[… .]Notre sang devatt aboutir la.… Tant

mieux 00urtot tu as eu le pllls de chance. 》

Mds l serepnt,sounant 6廿 鴫 ment:
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《N例■c'estta selllr D6site qui a eu le plus de chance》
9)

引用下線部で示したように、パスカルは一族の中で最も幸せなのはデジレであると述べ

ている。このパスカルの言葉は叢書において非常に重要である。デジレは作品の中で白痴

として描かれているが、常に自然を愛し、生き物を愛し、また逆に自然から与えられる喜

びを誰よりも感じて生きている。彼女は一族の中にあつて、時代が生み出す様々な欲望に

翻弄されることもなく、宗教的抑圧を精神世界に感 じるわけでもない。彼女は何ものにも

影響を受けず、ただ自然愛のみで生きることを純粋に謳歌しているのである。『ムーレ神

父の罪』から『夢』にいたる叢書の作品群の中で、例えば『愛の一ページ』で社会的道徳

観の重圧にさいなまれた愛や、さらに社会的要因のもとに生み出された欲望や失墜、堕落

や絶望といつた不幸とはデジレは全く無縁なのである。デジレに対して示されたパスカル

の言葉は、数々の作品を経過して後に『夢』に至り、アンジェリックの純粋な理想の追求

と愛の闘争とに並置して読めば、人間の幸福とは社会的な地位や宗教的禁欲から得られる

ものではなく、ただ純粋に愛し、愛されるために生きることによつて得られことが強く示

されていると理解できるのである。そして、またパスカルがデジレに感じ取つていた幸福

のあり方と『夢』のアンジェリックで示された愛は、最終巻『パスカル博士』へと継続さ

れ、姪クロチル ドとの愛へと間接的に結びつきパスカルの幸福の追求において昇華される

のである。

2.司教の秘蹟

『夢』の中では、フェリシアンの家系であるオー トクール家についての伝説が挿入され

ている。昔、住民の大半がペストで死に至らしめられたとき、当時ボーモンの城塞を再建

したジャン5世が神から禍と闘う力を授かつたといつて病人の住む家々を尋ねた。彼が病

人に接吻したところ、病は去り病人は癒えてしまつたという伝説が今もこのボーモンでは

語り継がれている。フェリシアンの父親はこの家系の末裔で、聖職者になる前はジャン12

世という名であつた。彼は、ある日、自分よりも22歳年下の美しい娘と出会う。彼はこの

娘と結婚し、およそ9ヶ 月間二人だけの満ち足りた愛の日々を送った。しかし、妻は出産

と同時に亡くなり、彼は死ぬほどの苦しみを味わって、一週間後に聖職に身を置いたのだ
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つた。それから20年経ち今ではこの町の司教の地位についているのである。この20年の間、

彼は妻の命を犠牲にした息子に会 うことを避けていた。そして最近になつてやつと彼は息

子フェリシアンを自分のところに呼び寄せたのである。

司教は、愛するものを死なせてしまつたという思いをずつと自らの過ちとして抱き続け

ている。また息子を呼び寄せて以来、息子の容姿にまざまざと妻を思い出し苦悩する。

[_]Chaquesot a.・ enollx,la peau 6corchee d'llll cilice,il s'efforc五 t de chasserle fandhe de

la femme renrettё c、 11`voquait du cercucil la ooussiё К cu'clle devait etre mahtenant.ュ

c'6tait vivante qu'elle se let、 eヽn sa■alChellr dё licicuse de flellr,telle qu'111'avalt n17n6c

tOlltejellne,d'un amollr fou d'hollllnle dttamtt LatormrerecollllmenCait saintlantecolnIIleau

lendemain de sa mort:11 la pleuralt il la dё slrait avec la meme“ v01te contre DielL qul la lui

avttt prisQ il ne se cJmttt qu'aupetitjollr,ё puisё,dansic mфriS delul― meme ctie dёgott du

monde.Ah!la passiO■ la bac mauv誼 se、 ou'il auralt voulu 6craser.oollr retomber a la palx

an6antie de l'allnollr divm!10)

以上の引用から理解できるように、司教は毎夜、妻の幻影に苦悶する。妻への変わらぬ

情熱が彼を苦しめ、未だ悲しみから解放されずにいるのである。聖職に就いて 20年にな

るにもかかわらず、変わることのない苦悶が存在することに、彼は人を愛することを呪う。

もし人を情熱的に愛さなかつたならばこれほどの苦悩を味わうこともなかつたからである。

そして司教は愛する行為そのものを邪悪な罪として否定していくのである。そして、アン

ジェリックとの結婚を嘆願する息子の中に、熱烈で狂気のような恋愛を見、そしてそこに

自分自身の姿を再び見出す。司教は自分と同じ苦しみを息子にもたせないために息子の情

熱をもぬぐい去る決心をする。

アンジェリックは司教に会い、脆いて結婚の許しを請 う。そして何も自分は分からない

が愛し愛されることが最も大切なことではないかと嘆願する。

《[_]MOnseignellr Je suis me ignorante,je sais llniquementquej'aime∝ queje suis aimё e.¨

Cela ne surlt_ll pOnt?Allllller,alllner et le dre!》
11)

この時司教は、アンジェリックの姿に妻の姿を重ね合わせていく。
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[… .]il retFOuVait les petlts cheveux blonds,si follement bais6s autrefois.Celle dont le souvenir le

tOrmalt apres mgt ans de penltence,avait cette JellneSSe odorante,ce col d'Ш le fl釘

“

et d'une

gmce de lis.Elle r=sa felnmel renaissaiL c'6tait elle‐ meme Oui sandotait.cui le suppliait d'e誡

doux a la passion.12)

司教は、妻が二人の恋愛を許してやるよう嘆願 しているように感じる。

[¨ .]■ la[=蜘ぼhque]trOuValt iれ,redres幾 ,avec son grand ar chamant de princesse9 dans sa

simplici“ .Et c'attt bien l'autre_la melne dё licatesse de nelr.les memes larnles tendres=claires

comne des sollnres.13)

そしてアンジェリックの姿は、亡き妻の姿としてはつきりと彼の中で捉えられ、司教は、

清らかな愛に対する尊厳の心と情熱は罪を生み出すものだと考える両者の間で、困惑する

自分自身に直面する。聖堂に響くアンジェリックの声と彼女の姿に司教の心は揺さぶられ

るが、それでも彼はあくまでも許さず、アンジェリックは絶望から衰弱していく。

許されない愛に憔悴し、アンジェリックは瀕死の状態に陥る。フェリシアンはそのこと

を父の司教に告げ、許しを嘆願する。司教の方は、アンジェリックに妻の姿を重ねて以来、

彼の心には人を愛するという感情が避けようもなく蘇 り苦悩する。

[… .]Cette fenlme.cette morb ttolB ressu"i島 ,」 1'adorait ainsi qu'au premiersot und

il ava■ bais6 ses pieds blancs;et ce■ ls_111'adorat comme llne dф endance d'elle‐ meme,lln

peu de sa宙e qu'elle lui avalt laiss6;et cette ieune fllle.cette pedte ouvnere qu'1l repoussaitュ

1'adorait allssL de lセ doratlon que son fds avait pour ene.14)

司教は自分が,いに誓いを立てた約束を反古にする権利を持っているのは神だけであると信

じ、神の論しを求めて内省し続ける。そして彼は、アンジェリックの臨終が近づき彼女が

終油の儀式を待つていることを知ると、神のみが彼女を救うことができるのだと悟つてア

ンジェリックのもとへと行く。
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司教が死に逝くアンジェリックに終油の儀式を施すと、彼女は奇跡的に目覚め蘇る。こ

の奇跡のエピソー ドは非現実的な夢物語として簡単に片づけられるものではない。司教の

犯した罪は、人を愛することを罪と捉えたことであり、愛する情熱を邪悪なものとしたこ

とである。彼の心が、人を愛する気持を認めたことにより、彼の罪は許され、そして神は

彼に秘蹟の力を与えたのである。ここにゾラは、生きることは即ち愛することであるとい

う自らの想念を、神の力のもとに示そうとしたと理解してよいのではないだろうか。

また司教の苦悩のエピソードは、その頑な心においてセルジュのそれと同格のものであ

り、この司教の罪からの解放は『ムーレ神父の罪』のセルジュが犯した罪を明示するもの

であるといえるだろう。つまり司教が自己の過ちを反郷し、苦悩し、内省することを繰り

返しながら若い二人の恋愛を認める過程は、逆にセルジュが犯した罪をもう一度鮮烈に指

し示すことになるのである。

3.ア ンジェリックの死

ここで、奇跡的に蘇ったアンジェリックが、祝福を受け華々しい結婚の祝宴の絶頂で死

に至るという彼女の死について考察を行いたい。

アンジェリックはフェリシアンとの仲を許されず、眠れぬ夜を過ごす。そして、自分を

愛してくれる者を愛し、共に生きていくこと以外に幸福はあり得ないと思い詰める。徐々

に彼女の存在は静かに消失していくかのように描かれ、彼女は自室のベッドから離れられ

ないほどに衰弱する。アンジェリックに関する描写には、作品全般にわたつて特に「白J

が用いられている。次の引用のように、彼女の衰弱が激しくなり、死が近づくにつれてゾ

ラは「白」を連続的に使つている。

[…]TttS blanche.缶ёs calme,olle doIЩ dt sous la lampe,dans la chambre d'llne paix et d'une

blancheur de tombe.[¨ .]Des mmutes s'“oulむent elle domaltttts calme et“ёs blanche.15)

そしてアンジェリックは、理想の実現を夢見るだけではない、徐々に聖なる伝説の聖女

達と同型の存在として描かれていくのである。
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アンジェリックは瀕死の状態の中で、たとえ死んでも希望は残り、誰もが謙遜の心をも

つていれば恋愛は勝利を得るはずだという聖女達の声を聞く。そしてその言葉に服従しよ

うとする。そして、聖女達が飛翔するのを見、彼女たちのように恋に死ぬ聖女として純白

に照り輝き、夫から最初の日づけを受けて死んでいくことを願 うのである。彼女の理想は

今や聖女達のように汚れなく純潔に死ぬことに至る。

フェリシアンは、今や夢想の中にいるアンジェリックから幻を取り除こうとするが、ア

ンジェリックは次のように答えるのである。

《[¨ .]][■er"e]me Sauve,il m'empoFte Sans tache,au milieu des apparences.¨ 》
16)

ゾラは『夢』において、アンジェリックに、アルビーヌよりもさらに一歩精神的に前進

させた姿をもたせている。それは、強い精神力からの現実への挑戦であり、理想に反する

局面に対抗する強い反逆性でもある。そして、そのアンジェリックの姿は、理想を実現し

ようとする欲望を通して、現実的な生の闘争へと重ねられているといえるだろう。夢が彼

女を救い、世の中の汚れに染まらずに彼女を運び去るという思いは、幸福で純潔なまま昇

天するという「死による勝利」を意味し、彼女が最終的に到達した崇高なる望みとなつて

いるのだ。アンジェリックの死が近づくにつれて「白」を用いた描写が増していくことは、

王子様と結婚して幸福になるという理想から、幸福で純潔に昇天するという理想へと昇華

する彼女の心理過程をより象徴的に表そうとしたためだと理解できる。

ところで、セルジュとアルビーヌの恋はセルジュが障壁の裂け日から外界を見、現実の

世界へ彼の意識が引き込まれたことにより崩壊する。一方、アンジェリックは教会で結婚

式を挙げ彼女の夢を実現させるが、彼女は教会から出て現実の世界へ足を踏み入れたとた

ん、愛する夫からの初めての日づけを受けて死んでしまう。従つて、両作品で表された愛

はどちらも夢想の中でのみ成就し、現実の世界では夢想は夢想として終わる結末があたえ

られているのである。

『夢』は14章で構成されているが、ゾラは作品の前半部分である第4章で、アンジェリ

ックに聖なる青年との結婚という夢の実現を確信させながらも、彼女自身に彼女の夢想に

ついて次のように抱かせている。
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Tout venait d'clle pour reto― er a clle,1'holnme crealt Dicu pour sauverl'honlme、 il n'v avait

Ouc le ttve.Parfois,olle s'(賛 onnait,se touchait le宙 sage,plehe de trouble,doutant de sa

propre mat6Hal量 6.N'6tait― elle pas llne apparence qul dispttal廿 a■,ayёs avor cκё llne

illusion? 17)

この引用で示されている通り、結末でアンジェリックは夢想とともに昇天する。次の引用

は作品の結末部分のものである。

[.…]La vision,venue de l'm宙sible,retollmait a l'h宙 sible Ce n'ё taれ qu'llne apparence,qui

s'effa9a■ ,aptts avoi crё 6 11ne illusion.Tout n'est quc 16ve.Et,au solllulllet du bonh通、

Ang61iquc ava■ dspanL dansle petit soume d'lln bdser 18)

人間は人間を救うために神を創造したのであつて、夢にしか過ぎないという言葉は、作品

の結末に向けて暗示的な影を落としている。そして下線部の「すべては夢でしかない」と

いう言葉は、小説の最後で、アンジェリックの死とともに繰 り返されている。夢における

勝利は現実における死を意味するのである。

ところで、アンジェリックは、この地の封建君主であつたオー トクール家にまつわる過

去の伝説や聖書にまつわる話を刺繍の中に蘇らせる仕事をしている。従つて、彼女には過

去を再生させる意味合いが担わされていると考えられる。このように考えるならば、アン

ジェリックの生と死で象徴的に表された聖女としての存在は、叢書における過去の罪、社

会の罪をその清い存在の中に包括し、浄化する意味が込められているのではないだろうか。

アンジェリックに関する描写はまさに純潔を示す 「白」の連続であることからも、彼女は

叢書において浄化の象徴となっていると考えられるのである。アンジェリックがまさに死

に至る直前に司教から受ける終油の儀式は非常に詳しく描かれている。司教は親指に聖油

をつけて、悪が魂に入り込むとされる人間の 5つの窓を清める。まず目を清め、見ること

よつて犯した罪を清めた。即ち、淫らな罪やよこしまな好奇心、悪しき読書、罪のために

流した涙を贖 うのである。しかし、アンジェリックはこれらの罪を犯してはいない。彼女

の日は『黄金伝説』しか知らず、また美しい大聖堂を眺めただけだつたからである。次に

司教は両耳に聖油を施し、聞くことによって犯した罪を清めた。堕落させる音楽や冒涜す

る言葉、淫らな話など一切の忌まわしい聴覚的罪が贖われた。しかし、アンジェリックは、
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大聖堂から流れるオルガンの音や聖歌しか耳にしていないのである。また鼻孔が清められ、

嗅ぐことによつて犯した罪が贖われた。これは、あまりに甘い息吹をもつた草花の誘惑や

内心に及ぼす嗅覚による罪を清めるものだが、彼女は聖なる百合以外は香 りを受けつける

ことができなかつた。次に日が清められ、味わうことによつて犯した罪が贖われた。酒飲

みや菓子好きといつた卑しさの清めであり、喧嘩や口論といった舌がもたらす罪も清めら

れた。最後に両手の掌に塗油を行い司教は十字を切つた。そして、触れることによつて犯

した罪が清められた。さらにその他の部分にも清めが施され、次の引用下線部が示すよう

に彼女は全く清純無垢に「白く」清められたのである。

Etle corps entier ё函 t blanc.[¨ .].Et elle ne sava■ meme pas qu'ellc avtt eu des“ sirs,quc

sa char avait gёlni d'alno磁、que le grand frisson de ses nuits pouvatt Otre coupable,tellement

elle 6talt clllrassё e d'ignorance,1'`hne blanche,toute blanche 19)

第 1章でふれた『ムーレ神父の罪』のセルジュに対するパスカルの言葉で検証したよう

に、セルジュは一族の罪に対して神父として祈りを捧げる存在である。しかし、このよう

に読みとると、アンジェリックは一族のみならず叢書で創造される社会の悪や罪を、その

身をもつて代わりに美しく清める聖女としての意味を込めてゾラが描いているように思わ

れる。ミッシェル・セールは「洗濯女であるジェルヴェーズがルゴン家の人々の染みを消

し去ろうとしても、彼女には充分な仕事も、力も、時間もなかった。ジェルヴェーズにで

きなかった遺伝の染みを消す仕事は、『夢』の中で可能になる」と述べている。
20)ま
たア

ンジェリックの肉体的衰弱は現実における悪から脅かされたものであり、その罪をも背負

つて聖女アンジェリックは昇天したとも考えられる。この世に存在するあらゆる罪という

ものが彼女の肉体の上で清められている。しかし、彼女によって意識的に犯した罪は存在

しないのである。ゾラは現実に社会にはびこる罪と悪を認めた上で、アンジェリックの聖

なる理想を追求する姿勢とそれを阻む現実の悪に対抗しようとする強い復讐心を用いなが

ら、罪を清められた彼女の死からの復活と罪を浄化して聖女の仲間入りを果たす勝利の死

に、社会がもつ罪の浄化という夢想を示したと考えられる。夢想における夢の実現は、死

と共に現実の世界へと引き戻される。「全ては夢でしかない」《Tout n'ctt quc“ ve》この言

葉に集約されるように、まさしく現実の社会の変貌は困難であり、社会に蔓延る悪徳は清

められてはいないという現実が存在するのである。
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4.『ムーレ神父の罪』以外の作品との関連で

これまで『ムーレ神父の罪』との関連に注目しながら『夢』を考察してきたが、最後に

その他の作品との関連性を考えておこう。先ず『生きるよろこび』との関連を見てみよう。

『生きるよろこび』も『夢』も叢書の特徴である第二帝政社会特有の社会史や風俗史を

描く目的で書かれたものでもなければ、遺伝的要因に強く規定された人間を描いているわ

けでもない。何よりもゾラが『生きるよろこび』で示したかつたことは、第 2章で述べた

ように、叢書の中に生の観念を刻み込むことであつた。叢書が現実の人間世界の観察と記

録である以上、自我や欲望と密接な主題である生の問題は不可欠なテーマである。また、

叢書の各作品に盛り込まれた様々な主題の集約を『生きるよろこび』の中には見出すこと

ができる。即ち、人間の欲、野心、挫折、失望、苦悩、憐憫、嫉妬、理性、疑惑、義務、

背徳、倦怠、喜び、愛という全てのテーマの集約がこの作品には刻み込まれていた。ここ

で提示されたテーマは他の叢書作品へと波及している。そして、叢書後半の第16巻『夢』

においても、自己が確信する不可知なものを信じる心と勇気、理想の実現に対する希望と

理想への到達を支える強い精神力をもつて生きるあり方が示されていることから継続的な

読みが可能であると思われる。『夢』に『生きるよろこび』で示された主題を重ね合わせ

ると、幻想的なおとぎ話は、実は非常に現実的な問題を含んだ生のあり方と生の追求であ

ることがより明確になつてくる。

幼くして孤児院に入れられたアンジェリック (ルゴン家系の一人)の描写には、恵まれ

なかつた環境とその生来の邪悪な気質が描かれている。しかし、ユベール夫妻の愛と熱心

な教育、そして、彼女を取り巻く神聖な生活環境はアンジェリックを改善し信仰心の厚い

娘に成長させた。他方、『生きるよろこび』のポーリーヌも同様であり、彼女が先天的に

もつていた激しい嫉妬心は自然という環境に包まれて成長することで改善されている。こ

れは、環境と教育によって遺伝がどのように克服されるかという実験であるといえる。

また、ポーリーヌは貧しい子供達への施しを行う。他方、アンジェリックも同様に下町

へと降りては貧しい者に恵み与え、できるだけたくさんの慈善ができることを望んでいる。

これは、善の行いによって自らも救われたい、神の恩恵を受けたいという思いの裏返しで

もある。先ほど引用で示した中に「人間は人間を救うために神を創造した」とあるが、ま

さに生きる闘争において、人間は自らが創 り出した夢想に頼つて幸福を追求するのであり、
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『夢』の中で表されているアンジェリックの夢想は、その一つの現れとして表現されてい

るといえる。

ポーリーヌは、夢想の世界とは無縁の現実の世界における苦境と常に向き合つている。

ゾラはポーリーヌの姿を通して、愛する者の幸せを考え、そこに喜びを見出すことに幸福

があることを示した。そして幸福を見出しながら生きることが人間には必要な試練であり、

どんな劣悪な状況におかれても生を前向きにとらえようとすることが人間を健康にし、人

生を継続しうる要素になるのだということを結論づけた。アンリ・ギユマンは『生きるよ

ろこび』で描かれたテーマが、第16巻『夢』と第20巻『パスカル博士』の中でゾラは再び

明確にしていると述べている。
2)確
かにゾラは『生きるよろこび』で生の観念を示したが、

生きるとは欲望することでもあり、また生きること自体が満たされない欲望を充足しよう

と努める行為であることから、『夢』のアンジェリックに純粋に自己の理想を追求させて、

ゾラは両作品から彼の生の観念をしっかりと叢書に定着させようとしたと理解できる。

また、第8巻『愛の一ページ』と『夢』の関連性は、社会的道徳観との主人公の心理的

葛藤を浮き彫りにすると思われる。『愛の一ページ』の主人公エレーヌ Hёlれeはパリに住

むブルジョワ階級の未亡人で、純粋ではあるが不倫の愛に苦悩する。また娘ジャンヌ Jcanne

の嫉妬心により、女としての情念よりも母性愛を優先してしまう。これは当時の社会に重

く充満する常識的見解が、女性は貞淑であり、豊潤な母性をもつてしかるべきだとされて

いたためで、このような束縛のもと、人を愛する精神は抑圧されてしまつたといえる。ま

た、『夢』においても身分違いの恋に対する社会的常識が圧力的に作用し描かれている。

『夢』の主人公であるアンジェリックは1878年の『愛の一ページ』の序文に付された家

系図にその存在をみとめることはできない。ゾラは1888年 1月 22日 付けのヴァン・サンテ

ン・コルフに宛ての手紙で、新しい小説のためにアンジェリックを家系図に加えたと記し

ている。
22)ゾ
ラは、シドニー・ルゴンの娘として家系図の中に滑り込ませたのである。

完全な幸福、完全な良識、完全な誠実さというものは存在しない、それを理想とし、求

めて追求しながら人間は精一杯生きることが大切であることをゾラは第12巻『生きるよろ

こび』でまず示し、さらにこの『夢』においてアンジェリックで実践させた。しかし、現

実世界での生における闘争では、ラザールの感じる虚しさをぬぐい去れるものではないこ

ともゾラはまた示そうとしたのである。理想の実現を求めること自体が現実社会において

は常に夢の追求であり、アンジェリックの死をもつて「すべては夢でしかなかつた」とい

う言葉に集約したのではないだろうか。
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この作品は、叢書第16巻 目に位置することで、これまでの叢書作品における「生」のテ

ーマを統合し、さらに最終巻『パスカル博士』へ段階的に読者を導いていく布石的役割が

秘められている。 「生きるために愛する、愛されるために生きる」という『夢』で示され

たゾラの「生」に対する見解は、叢書内を通底しながらしつかりと『パスカル博士』まで

引き継がれるのである。

聖女アニェスの神話、様々な奇跡、そしてそれらとアンジェリックとの関係で表されて

いるように、象徴的な夢想の領域を通して、「愛と生と死」の問題が伝説や神話から現実

へと結びつけられていく点にゾラ文学の最も独創的な要素があるといえる。そしてゾラに

とつて象徴主義とは真実を浮き彫りにするための手段であり、理想のみをまどろんだ言葉

で高らかに歌うこととは異なる姿勢を持っていたのだということを本章の考察を通して明

らかにできたのではないだろうか。

第 1章で論じたように『ムーレ神父の罪』から『パスカル博士』へと流れる読みに、さ

らに両作品の関連性を理解することから、ゾラが理想と現実の狭間で人間が行う生の闘争

をより深く叢書に刻み、第16巻 目に『夢』をシリーズに滑り込ませることで他の作品と関

連づけることを意識して叢書を創作したと理解できるだろう。

(註 )

1)本章においては以下のテクス トを使用 し、註においては作品名 とページ数のみを略記す

る。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Emile Zola,Zθ s Rθ夕gοル抱麟θ9γα″(la Plё iade),Gallimard:

一ιι ROνι,tollne IV,1966

-Zα 伽 たル ′♭bbёMoγr`ち tome I,1960

2)Henrl Mltterant■udes s"′ Zの Rο
"″
″■ね

“

孵 4 ιω Rθ″gθ″■狗

“
"α
rr(la P16iade)tome Ⅳ ,

Gall血ard,1966,p1627下線は引用者による。

3)Emile Zola,Zι  Rθzα″ 3ηιr″ηι
“"み
CEγνκS Cο″7月2ras tOme X,ё d■ionだ池iblie sous la

diection de HerlrI Mitterand,Cercle du Llvre Prё cieじ、1966-1970,p1223

4)Hclrl Mitterant Etudess夕 ″Zの Rθ襲″″■力

“

犯魂 Z“ Rθ″gθ″■夕

“

″″(la P16iade)tOme Ⅳフ

pp 1625‐ 1626下線は引用者による。

5)Zι Rι″,pp 855-856
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6)Jιノ″,p899

7)fb′d,pp_908‐909

0筋 d。′p.861.

9)Zα乃
"た
dθ ′物らわιLわ

"κ
ちpp_1247… 1248

10)Zι  R′ソι,pp 940-941

11)fb′a,p.945

12)乃だ,p946.[ ]内 は引用者による。

13)乃ガ,p.947[ ]内 は引用者による。

14)乃ノ″,p.976

15)乃″ ,p963

16)乃ノ″,p971[ ]内 は引用者による。

17)Jι″d,pp 868-869.

18)乃ガ ,p_994_

19)」bra,pp 981-982.

20)Michel serres,ル 笏
`rs,多
α″ ル b″″θ笏 ル,Gassct 1975,pp.217-221

21)H∽ri M攘uand,3山 ss"″ιの Rο
""■
■危

“

孵 4 Zω Rθ″″刀■力

“
"α
″(laPlёiade)tOme Ⅳ ,

p1772

22)Emile Zola,lette du 22 jan宙 er 1888 a Jacqucs van Santen Kol二 Cbrκψο″″″θι 4 ёdit6e

sous la dlccuon de B.H.Bakker,Editions du CNRS,Les Presses de l'Umversi“ de Montrёal,

1978-1995,p245
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第 4章。ゾラの描写の特性について _=ボードレールとの照応一

論を進める関係から、本章でゾラの描写の特徴といえる詩人性についてボー ドレールと

の比較で考えてみたい。

前章で考察した叢書後半の小説第16巻『夢』にみとめられるように叢書における作品の

変遷を辿ると、ブラの小説がしだいに象徴的幻想的色彩を濃くしていることが理解できる。

ゾラにおけるロマン派的詩人性は、南仏エクス時代にセザンヌやバーユと共にユゴーや

ミュッセの詩に心酔し、南仏の自然の中で詩作に明け暮れていたことに起因する。ゾラは

1858年、18歳時にエクスからパリヘ移り住む。バカロレアに三度失敗して1860年からおよ

そ2年間の放浪生活を送つていた折にも彼は読書と詩作に耽つていた。1862年2月 にアシェ

ット書店へ就職したことから、ゾラはこの書店に出入りする文学者達と顔見知りになる。

ゾラが間接的に彼らから多くを学び得て、スタンダール、バルザック、フローベール、ゴ

ンクールらに関心を示し、様々な文献を読みレアリスムヘと傾倒していったことは周知の

事実である。そしてしだいに詩から散文へと彼を転向させていつたのだつた。しかしなが

ら、文学に進むきつかけとなった詩世界への関心はゾラの中で消えることはなく、マラル

メをはじめとする詩人との交友関係や時代の動向によって徐々に彼の文学世界に独自なも

のとして根を張り「ルゴン=マ ッカール」叢書構想時点から作品執筆を継続する過程にお

いて、その描写の変容を作品世界に留めることになつたと思える。

ゾラ文学には詩的叙情性と叙事性が存在する。1840年生まれのゾラにとって、その青年

期に既に活躍していたユゴーVictOr Hu80(1802-1885)は ゾラ文学の生成において確固たる

存在であったといえる。また、バルザックHono“ de Balzac(1799‐ 1850)は七月王政下の市

民社会すべてを包含する叙事詩を「人間喜劇」で実現し、フローベールGustave Flaubert

(1821‐ 1880)は『ボヴァリー夫人』(1857)で小説の芸術的改革を成し遂げた。そしてボー ド

レール Charles Baudel血 c(1821‐ 1867)は詩という形式の中で、内面的で自律的な言語を用

いて自己の苦悩を迫求しながら、パリという近代社会の象徴ともいえる世界の中にそのモ

チーフを求めた。ゾラの中にこれらの様々な芸術家が、その才能と不可分なものとして混

融していることは明らかである。ボードレールに関する研究論文には、ユゴー、フローベ

ールといつたゾラと非常に関係の深い人物達との接点や比較及び関連性を論じたものが多

い。ゾラが尊敬や憧れとも言うべき感情をもつていたこれらの作家達との関わりから、ボ
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―ドレールという存在をゾラも必ずや意識し、ボードレーノレからの要素を彼なりに把握し

て彼の文学世界に取り入れたのではないかと推測できる。つまり、ゾラが観察し描いた「ル

ゴン=マ ッカール」叢書の時代背景は第二帝政社会であり、その第二帝政社会にフローベ

ールの同世代人として生きて自らの芸術を追求した詩人ボードレールを、プラが評価して

いたことは事実といえる。

ゾラ文学に見られるユゴー的ロマン主義の要素はよく指摘されるところだが、ゾラとボ

ー ドレールの関連については、およそ20年間の生きた年代のずれや詩と小説というジャン

ルの相違点などからこれまではあまり論じられていない。ボー ドレールとゾラの両者に深

くかかわつたユゴー、フローベール、 ドラクロワ等についての両者の見解を検証するとい

う方法もあるが、本章では、詩と小説という一見比較しがたいジャンルの中に照応性を確

かめながら、『悪の華』ルs Fra"rsヵ滋 ′(第二版
01861)り を中心に、『小散文詩』P`″お

″ι
"eS a″
PraSι (1869)[『 パリの憂愁』二ι母ガιι″ル Parlis]やサロン批評などを参照し、ゾ

ラの叢書世界に通底する生と死の循環の観念を考察するとともに、叢書20巻を創造するに

あたり詩的イマージュを駆使した描写や象徴的描写の必然性があつたことを明確にできれ

ばと思う。

1.ボー ドレールとゾラの共通項

20年をかけて『悪の華』という一巻の詩集を創つたボー ドレールと、およそ20年で20冊

という「ルゴン=マ ッカール」叢書の大作を創造したゾラは、共に悪から美を引き出そう

とした点において共通性が窺える。ボードレールの憂鬱には、経済的貧窮、愛の苦悩、肉

体の衰え、老いや死への恐怖など現実に直面した悲嘆が存在する。そしてその一方では、

純潔と美への憧れという崇高なる理想がある。現実を変貌させ、現実から美を引き出し、

醜悪なるもの、悲惨なものの中とその結びつきにこそ美をみいださねばならないとするボ

ー ドレールの根本理論と、ゾラの現実を赤裸々に追求し、その中から真実を追求するとと

もに理想の姿を浮かび上がらせようとする態度には、たとえ詩と小説という表現形態が異

なろうともある種の類似性を指摘することができるだろう。

また、内面の葛藤、芸術家の目に映るパリ、愛、放蕩、死といつたボー ドレールの諸要

素は、そのまま「ルゴン=マ ッカール」叢書の主題と照合している。さらに双方には、善と
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悪、天国と地獄といつた二元論が存在し、特に「生と死」、「死と再生」という根元的な

主題を共通としていることは、ゾラの世界観を考える上で非常に重要な点であると思われ

る。

ところで、1861年2月 の『悪の華』第二版出版後であるが、同年12月 12日 か13日 にボー

ドレールは、アルフレッド・ ド0ヴィニー Alれd de Vigny(1797-1863)に、当詩集につい

て、ただの詩集ではなく首尾を備えたものであることを述べ、「私がこの本のために求め

る唯一の賛辞は、人々がこれは一冊のアルバムではなく始めも終わりもあるのだと認める

ことです」と書いている。
2)す
なわちこの詩集全体の構成に、ボードレールが一つの意味

を持たせることを試みたことが窺える。彼は全てのものを収める一冊の書物を創造しよう

としたのである。『悪の華』はその詩編をテーマ別に東ねるという構造を成している。つ

まり、 (憂愁と理想)(85)、 〈パリ情景〉(18)、 (酒 )(5)、 〈悪の華)(9)、 〈反逆)(3)、

〈死〉(6)と いう構造を持ち、 これらはチボーデAhtt Thibaudet(1874-1936)に よつて誕

生から死にいたる旅の6つの行程と評された。3)1857年の初版から1861年の再版で大きく

変わった点は、序詩「読者に」を含めた全101編から127編になつたことと 〈パリ情景)が

加えられたこと、結びの詩が「芸術家の死」から「旅」へと変更されたことである。これ

によつて『悪の華』全体が生から死、そして再生への願いの巨大な流れをもつ一冊の書物

であることをより論理的に説明するものとなった。

『悪の華』の中の (死)の詩群「愛し合う男女の死」、「芸術家の死」、「旅」の三編

の詩は、死に対して呼びかけることによつて再生への希望を語るものと理解することがで

きる。特に「旅」は、彼以降の現代詩への新しい旅立ちを宣言した形で幕を閉じており、

未来に開かれた可能性を暗示して終わつている。ボードレールは死によつて閉じるととも

にそれが単なる終結ではなく、むしろ新たな出発でもあることを暗示したのだ。

さて、ゾラの「ルゴン=マ ッカール」叢書は、第1巻『ルゴン家の運命』で始まり、第

20巻『パスカル博士』で終わつている。全20巻の作品の展開内容を考察すると
「生と死」

のテーマを繰り返す構造をもつていることに気づく。全てが崩壊した後にまた新たな希望

が芽生え、新しい時代に向けて希望を託す形で締めくくられているという作品が非常に多

い。全20巻は、個々の作品が独立した形態を成してはいるが、第二帝政時代のあらゆる断

面を描き尽くそうという試みである以上、これらの作品群は全20巻をもつてボー ドレール

の一巻と同じ意味形態を持つものと考えられる。
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例えば、パリという都市の捉え方においても両者には共通項が存在する。ボードレール

にとつて、パリの風物は崩壊の風景であり、幻滅と死のあらわな場所として捉えられてい

る。詩人はパリを冥府と捉え、その混沌とした悲惨の中に自らの憂鬱、苦悩に対応した形

象を探しもとめ、自己の様々な苦悩の照応をパリとパリに住む人々の中に見出そうとした。

ゾラにおいても第8巻『愛の一ページ』では主人公エレーヌがパッシーの高台にあるバ

ルコンからパリを眺め、堪え忍ぶ恋愛の苦悩をその風景に投影している。第14巻『制作』

では、主人公クロー ドの芸術家としての野心と苦悩する心情がパリとの対時によつて描写

されている。

またボー ドレールは、『悪の華』の苦悩は彼だけのものではなく、人類全てに共通のも

のであることを『悪の華』序詩
「読者に」で宣言している。

4)こ の一巻の書物が精神的な

意味での時代の鏡となり得ることを示しているのである。ゾラの叢書も現実の世界を映し

出し、第二帝政時代 (第二共和政の時代要素も含む)における大衆の苦悩の姿や現実の姿、

社会の問題を赤裸々に描くことにより、時代の鏡となり得ている点で、ボー ドレール的意

義と類似する。

ゾラの文体における詩的表現手法は、ボードレールの詩における手法と類似しているよ

うに思われる。ボー ドレールの有名な詩「万物照応」の要素をみると、ゾラの表現手法の

特徴ともいわれている視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚といつた五感に作用するように駆使

された描写表現方法との類似を見とめることができる。このように考えてみるならば、こ

れまでゾラの文体における詩的要素は、ユゴー的ロマン主義の影響とみる説が多かったが、

ボードレールとも深く関わりのあることがここに指摘できるのではないだろうか。

2.『悪の華』と「ルゴン=マッカール」叢書の類似性

ゾラは、1863年頃からジャーナリストとして数多くの新聞、雑誌に社会時評や文芸批評

を発表している。ボードレールについても『今日と明日の本』Z"FeS′♭″θ"だ
物
"′

αル

ル″α′″という新刊案内書の中で1869年に4度記事を書いている。これらは、『悪の華』『小

散文詩』『審美渉猟』『ロマン主義芸術』『人工楽園』の作品紹介記事である。その際、

ゾラはボードレールの個性は極めて捉えにくいと述べ、彼自身の世界との相違からボード

レールの詩的世界を理解しかねている。
5)しかし、1881年 の『文学資料』Dοε

"″
θ″お
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ι′罷認′FaSの中の「同時代の詩人達」 《Les PoOLs contemporams》 では、ゾラのボー ドレ

ールに対する見解が変容していることに気づく。ゾラは19世紀の詩の流れをそこに記して

おり、詩の流れを完全に把握するためには、時代の中間に位置する詩人達を理解しなけれ

ばならないとし、1880年代の詩人を説く前に、ゴーチェ、バンヴィル、ルコント・ ド・リ

ールとともにボードレールの名をあげている。

[¨ .]Mais,avant d'arriver alx podes de la g伍 ケauon actuelle,il me reste a cxalnher oueloues

flgures lntermediaires.les enfants directs des chefs de 1830,dont nos poё

“

sd'auJourd'hui ne

sont en realit6 que les peths‐ f1ls.1l faut com″廿e ces flatreso si l'on veut comprendre le

mouvement dalls son ensemble.Je citerai deux poetes n10rts、 Th6oohile Gautier et Charles

Baudelare、 ct dcux poё

“

s vivants_M.Th6odore de Banville ct M Leconte de Lisie.6)

そして、ボー ドレール以降においては、彼を経過せずにはいられないことを述べている。

[… .]Nos poetes,cn effet,ne procё dent pas d“ ctement de la p16iade romantique;ils ne voient

Huqo et Mussct qu'a travers Bauddaire et M Leconte de Lisle.7)

ゾラはボー ドレールのもつ偉大な力を認め、多くの芸術家が彼に関心を寄せてその世界の

模倣を試みていると述べている。これは即ち、ゾラ自身においてもいえることなのではな

いだろうか。

[¨ .]BaudelaR e試 ,hi aussi,lln matte tts dangerelx.Il a、 auiourd'M cncoК _llne fOule

d)面nitatellrs. Sa grande force a ёt6 ou'il apooJぼait ёQalement une attltude DerSOnnelle tes

accen鰤6e.1l faut vor en luile romantisme diabollquc.[… ]etil a cherchё  le beau dans le mal,

1l a,selon llFle eXpression de Victor Hugo,《 cr66 11n hsson llouveau》 .C'`tdt.au fona lm

espr■ classiquc.de travail ttes labOrbⅨ.rava“ par llne mOnomaniQ_…     [… ]Au

dcIIlellrant,1l s'est hit dans■ otre littaratre une,lace origmale ou'i12ardera.Ctthes deses
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以上のように、ゾラはおよそ1880年頃にはボー ドレールの詩の世界に一応の理解を示し、

19世紀の詩の歩みにおけるボー ドレールの地位と彼の作品の独創性を認めているといえ

る。そして、1869年から1881年の記事に見られる変貌は、そのまま「ルゴン=マ ッカール」

叢書の作品に現れていると考えられないだろうか。はじめに述べたように『ムーレ神父の

罪』から『制作』や『夢』への変遷を辿ると、詩的象徴的イマージュを駆使した描写の領

域が明らかにその広がりを見せている。1880年の第9巻『ナナ』出版以降になると叢書に

おける遺伝的要素は単に形式化し、それに反して詩的想像力を駆使した描写の特徴が、ゾ

ラ文学の特質を示すものとして肥大化していく。例えば、鉄道を舞台にした第17巻『獣人』

においても機関車がまるで生命をもつた一人の女性のように作品の中で描かれているので

ある。

このような作品の出現は、1869年から1881年のゾラの記事に見られる変化と考え合わせ

ることによつて、ゾラがしだいにボー ドレールの世界を理解し、彼の文学に共鳴するもの

を取り入れながらゾラ独自の世界を生み出していつたためではないかと考えるのである。

「ルゴン=マ ッカール」叢書における酒(アルコール)は、遺伝的要素を用いた構想を立証

させる目的に使用されているが、決してそのためだけに用いられているのではない。第二

帝政、第二共和政という複雑極まりない現実社会を描き切るには、ボードレールのいうア

ルコールによる束の間の解放と陶酔も社会のひずみを表す意味では必然的なものとなる。

このことは、アルコールによる遺伝的影響を強調した代表作『居酒屋』の中でもしつかり

と挿入されている。
9)

[… 11'Ouvrier n'aurait pas pu宙vre sansle vm,le papaNo`devam avorplttt6 1a宙 gne pollr les

zinguellrs,les taillellrs et les forgerons.Le tt dёcrassait etreposdt dutravail,me■ aitle feu au

ventre des fahё ttt[_]Avec,a quel'ouvrler,6chё ,sans le sou,mф五Sё par les bourgeois"

avalt tant de suJets de galdに ,et qu'on 6tai bien venu de luireprocher llne cocarde de temps a

autre,prise a la sOde fm de vor la vie en rosei10)

先ほども述べたように『悪の華』は、「生と死」の主題を中心とする構造をもつている。

ボードレールにおいて『悪の華』の中で全ての章に存在していた死が、結びの (死)の詩

群で再生、不死の道に転じているのと同様に、ゾラにおいても全20巻のほぼ全ての結末に

死が存在し、死からの再生を強く印象づけて終わつている。
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ところで、死と花の結び付きについてたとえば篠田浩一郎氏は次のように述べている。

「ミシュレの『魔女』によれば、いわゆるメーデーの源である古代ローマの五月の花祭

りは花々の中に埋葬された死者達と植物の甦りとを結びつけた死と再生の秘儀に基づ

いていた。それをボードレールは終わりと始まりを結びつけるのに用いたのである」
11)

『悪の華』という題にこのような象徴的意味合いが秘められていると理解するならば、第

13巻『ジェルミナール』(1885)は まさしくゾラの中でボードレール的影響が濃くなつて来

たことを示すようでもある。『ジェルミナール』は炭鉱を舞台とした小説である。ここで

も物語の結末は、全てが崩壊した後に大地に甦る新たな芽に希望を託して終わつており、

死からの再生を象徴的に謳っている。

[… ]Encore,encore,de plus en plus distnctement colnlne s'ils sc issent rapproch6s du sol,

les cAmarades tapaient.Allxrayons miaIILInё S de l'astre,parcettemttinё edejelllnesse,c'ё tait

de cette rLlmellr que la campagne etalt grosse Des holnIIles poussaient,une aIIIlee noire,

vengeresse,qui ge.1.lait lentement dans les sillons,3randissant pollr les ttco■ es du siecle雨,

ct dontla gel.興 hation allait tte bienta 6clater la terre 12)

Gemind(め ばえ)という暗示的で象徴的意味合いを含んだ題名からも受け取れるように、

同じ労働者階級を描いた小説でも第 7巻『居酒屋』(1877)か ら比べるとゾラの小説家とし

ての変貌を感じずにはいられない。叢書の後半、特に『ナナ』以後では、先ほど述
べたよ

うに遺伝的要素を強調するよりも、むしろ社会的叙事性を深く追求しながら主人公を中心

とする登場人物の内面の心情を象徴的な描写を用いてより深く描くようになつていく。ゾ

ラの中のこのような変化は、ゾラ文学におけるボー ドレール世界のより深められた理解と

なつて第14巻『制作』(1886)でその到達点を顕著にみとめることができるのではないだろ

うか。ゾラは幼年時代よリユゴーやミュッセといつた詩人にあこがれ、自らも詩人を志し

たことは先にも述べたが、そのようなゾラの詩人性が、ボー ドレールの中に同時代的な詩

的精神を共有できたと理解できる。このように考えると、『制作』以降におけるゾラ文学

独自の芸術性の完成は、ボー ドレールに少なからず起因するものであつたと推察できる。

(『制作』については後ほど具体的に検証を試みる。)

59



3.『悪の華』の「腐屍」と『ナナ』の照応

『悪の華』では、パリは天国と地獄という二つの側面でとらえられている。天国として

のパリは人工の美であり、逸楽と陶酔にあふれている。だが背中合わせに地獄としてのパ

リも存在している。このことはゾラにおいては『ナナ』の中で具体的に示されているとい

える。パリの象徴ともいえる一人の女ナナの中に天使と娼婦を混在させ、これが常に動的

に作用する。まさしくボードレール的な天国と地獄を盛り込んだものと理解できる。

『悪の華』中の「腐屍」
B)と いう詩は、醜悪なるものを崇高なものに転換させるという

ボードレールの狙いが秘められている。『ナナ』にはこの
「腐屍」の主題および表現手法

との類似が指摘できる。ゾラはボードレールの「腐屍」のモチーフを『ナナ』に取り入れ

ることによつて、ナナの死に第二帝政社会の崩壊という象徴的意味合いも重ねることを実

現したと考えられる。ゾラは、『居酒屋』のジェルヴェーズの娘ナナをきらびやかな高級

娼婦の世界に登場させるが、最期には天然痘による腐乱死を与えている。それでは、具体

的にテクストを照合しながら照応関係を検討してみよう。 (※ 「腐屍」の引用文に関しては、

原文と共に邦訳を用いる。)

Une CharOgne

Rappclez‐vous l'o可et quC Il10uS Vimes,mon ame,

Ce beau matt d'6“ si doux:

Audにtour d'un sentier une charognc辻 ぼamЮ

Sur un ht sgtt de cailloux,

Lcsjambesen F屯 ∞皿鯰une f_e lubrique,

L■lante et suant lcs poisOns,

Ouvrtt d'mc fa9on nonchalantc d彎 瓢que

Son ventre plcn d'cxhaldsons

「腐屍」
14)

想い起こそう、恋人よ、僕たちの見たものを、

晴々と美しい夏の朝に、

小径の角に、ぞつとするような腐つた屍体が、

散り敷く小石を臥床にして、  (第 1連 )

淫蕩な女のように、両脚は空ざまに、

毒の汗を滲ませて火と燃え上がり、

その形は厚かましくまたしどけなくて、

悪臭を放つ腹を曝していた。 (第2連 )

第1連に「思い起こそう」とあるように、この詩は追憶の詩である。ゾラの「ルゴン=マ

ッカール」叢書は第二帝政社会を描いたものであるが、彼が執筆している時代は第二共和

政時代であつたため、ゾラは当然人々の脳裏にまだ鮮明に焼き付いている近接過去の時代
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を描いていることになる。ゾラは、作品を通して主人公ナナを第二帝政社会の象徴である

かのように描いている。主人公ナナの姿の中に自らの体験した栄華と腐敗にみちた第二帝

政社会を投影し、 “過去に繰り返された歴史的事実を思い出せ" “そして今も (第三共和

政時代)変わらぬ現実を見よ"と 、ゾラは読者に警告したのではないだろうか。

ボードレールによつて、太陽、即ち自然の裁きが腐肉を一切の無に帰すかのように謳わ

れている。大いなる自然と腐肉のコントラストが、『ナナ』の中では巨大な時代の流れと

第二帝政の終焉に当てはめられる。次の『ナナ』の引用にあるように、ゾラは、ナナ (第

二帝政の象徴)の死骸の描写の中にこの詩と類似する表現を用いている。

[… .ISurce masqueb五 ble et grotesque du n6ant,les chevett les beallx chevellx,gardant lellr

flamb`e de soleil,coulaiellt ell un ruissellement d'or V6nus se d6composalt_1l semblait Oue le

vims pris par 011e dans les rlllsseaux.sur les charongnes tok舞

`es.ce felment dont elle avait

emooisonnё  lln oeuple.venalt de lui relnonter au visane etl'ava■ pollm.15)

腐敗したものが、自然の力によって無に帰して、新しき何かを生み出す土壌となるよう

に、腐敗しきった社会には天 (神)の裁きが下り、新たな局面に向かつて動き出すことを、

プラはナナの死の描写で表している。

Le soleil rayomait sur cette poumture,

Colllme aan dcla culre a pomt

Et de rendre au ntuple ala grande Nanc

Tout ce qu¬田mbL cuc avaitjdnt

Etle cid regtttla carcasse superbe

Comme ulle fleur s'6panoulr

La p―tw aait si fOrte,quc surl■ erbc

Vous crutes vous cvanOulr

太陽はこの腐れ肉の上に燦々と輝く、

程よくあぶつて焼こうとするのか、

「大自然」が嘗て一つに混ぜ合せたものを

百倍にして返してやるための親切心か。

(第3連 )

大空は見事な残骸を眺めやつた、

花の咲くのでも見るように。

厭な臭いがあまりにつんと鼻に来て、草の上に

あなたはすんでで気絶するところだつた。

(第4連 )
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ボー ドレールは、死骸が腐り果てた後に何かが芽生えることを確信しているのか、たじ

ろぐ事なくそれを見つめ続ける態度を示している。だが、死骸から開花する次なるものを

確信しながらも、現実の悲嘆に耐え切れずにいる。ゾラもまた、ナナの死骸のそばに登場

人物たちを近づけるが、彼らは皆距離を置きそれを直視することを避けている。そして、

「腐屍」の第4連 3、 4行 日に示されているように、ナナを見に来た人々は、彼女から放た

れる強烈な臭気によつて混乱と恐怖を感じ、彼女を置き去りにしたまま部屋を去る。

第5連は、まさにナナの死骸の様子そのものである。この詩の虹虫はナナの顔を腐らせ

た天然痘であり、黒く濃い液体は、ナナの体から流れ出す血と膿である。

[...]Nana restam seule,la face en l'air,dans la clart6 de la bougie C'aaitlm chamier.ln tas

d'httelr et de sang、 une pelletё e de char corrompuc.jetё e la,sllr lln coussin.Lcs pustules

avaient envahi la flgunD entiere,un bouton touchantl'autrel et,flё tries,affaiss6es,d'lln aspect

grisatte de boue,elles semblalent d可ら1lne mOisissllre de la terre,sllr ce■ e boui■ieinfome,ぬ

1'on ne retrouvait plus les tralts Un cil,celul de gauche,avait complё tement sombrё  dans le

boullonnement de lap― lence;1'autre,a dellni ouvert,s'enfon9a■ ,coIIIIIIle un trounoir et gat6

Le nez suppuralt encore.Toute lllne crotte rougeate parta■ d'llnejoue,envahissait la bouche,

qu'eme tセ ait dans un rlre abominable 16)

詩の第6連で虹虫の流れが波に転じられていくのと同様に、小説では、ナナが腐りその

体から流れ出す液体が群衆の波に転じられていく。

Les mouches bourdOmalent sur ce vmtre pu饉 色

Dふ sortaient dc llors ba面 」oIIs

De larves,qlu coulalent conlnle un ф譴S uq面de

L long de α澪■ivants h面鵬α■.

Tout cela descendait, montait comllle une vaguc,

Ous'61an9alt en petluant:

onぬt at quc le corps, o』 6 diun sodne vaguc,

蝿はぶんぶん唸つていた、腐れただれた腹の上、

岨虫の黒い部隊はそこに溢れ出て、

濃い液体のように流れて行つた、

生きていたばろぎれを伝わつて。 (第5連 )

すべてのものが、波と高まりまた沈んだ、

火花を散らして伸び上がった、

あたかもこの肉体は風をくらつて脹れ上がり、
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Viv江tcn se md“Lttt 繁殖しながら尚も生きているかと疑われた。

(第6連 )

[… .]On vOvait les coulёes de la foule rouler colllIIle lln torrent sllr les trottoirs et la chauss6e.au

milieu d'llne confuslon de vOil則 res、 dans de grandes ombres mouvantes ot luisaient les

6tincelles des lantemes et des becs de naz Mais la bande qui arnvalt en vociJbrant avait des

torche%llne luellr roune venait de la Madeleine,couptt la cohue d'me trah6e de feu,s'6talttt

au loin sllr les“ tes coIIIIIle une naDDe d'hCendie.17)

[…]Des torches passaicnt encore,secouant des inmmechesiau loh,les bandes moutonllaient.

allongё es dans les tenё hes,pareilles a des troupeaux lnenes de nuit a l'abattor;et ce vertlge,

ces masses conses,roulё es par le fl盛 exhalaient llne terrellr,llne grande piti6 de massacres

htrs IIs s'6tourdissaient,les cris se brisaient dans l'ivresse de lellr flёvre se ruant a l'hcomu9

1かbas,derrieЮ  le IIlur noir de l'horizon.

《A Benin!a Bcrlin!a Berlin!》 18)

物語の終末でプロシアとの開戦を叫びながらパリの通りを行進する群衆が波のように描

かれ、ナナの死としだいに溶け合って、第二帝政の終焉が象徴的に描写されていく。群衆

の行進が、第二帝政の腐敗した傷日から吹き出した血の流れのようにさえ感じられる。ゾ

ラの文体表現によく見られる、赤と自のイマージュはここでも効果的に用いられている。

「腐屍」の第6連2行 日の「火花を散らして」は、ゾラの表現において「松明」torchesと な

り、その炎が人々の流れの加速にともない激しく燃え広がっていく。ナナの腐肉から流れ

出す黒い液体が、炎を手にした群衆の流れと象徴的に重なり、赤い筋、血の河を連想させ

る。

群衆はまたゾラによつて白い流れで表現されている。ボー ドレールの詩の中で腐肉から

這い出す虹虫は、『ナナ』の中で街路を行進する群衆描写に置き換えられ、群衆の行進は

自くて丸い虹虫の群に転じられていく。そしてそこから羊の群すなわち自の流れへとゾラ

により比喩的に表現されたように読み取れる。ゾラは、群衆をこのように描くことによつ

て、聖書における生け贄の意味合いをそこに暗示したのかもしれない。聖書的な意味にお

いて「羊」は、おとなしく素直で従順である反面、愚かで弱く迷いやすい人間を表す形容
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詞としても用いられている。このように考えると、群衆は時代に翻弄される犠牲者として

見事に描写されていることになる。血のイマージュが漂う中 (赤の流れ)に、行進する群

衆を「羊の群」 (自の流れ)と することで、赤と自の交錯するイマージュが意図的に用意

されているように感じられる。そして、この血と羊のイマージュから、聖書における「過

越」の主題に通じるものが秘められているのではないかと想像される。「過越」とは、神

が自らの民のためになした偉大な救いを想起させるものであり、奴隷からの解放、約束の

地 (イ スラエル)での定住という民との契約にたいする神の忠実さの証しである。ゾラの

「ルゴン=マ ッカール」叢書を通じて感じられる血のイマージュは、キリスト教的立場と

何らかの関連があると考えるならば、ゾラは第二帝政がまさに終焉を迎えようとする『ナ

ナ』の結末において、混乱の時代に生きる人々の苦悩に対しいつか神の救いがなされると

いう未来に向けてのかすかな希望を暗示したのかもしれない。

ところで、ナナの死骸についてであるが、もはや死人のナナは、動き出すこともなく、

何ら作用するものではないはずである。だが、沈黙し横たわるナナの姿が小説の中で断続

的に挿入されることによつて、第6連4行日と同様に、単なる死骸ではない生きた死骸とし

ての意味を強めてくる。ナナの死骸の傍らの窓から風によつて立ちのぼつてくる群衆の漠

とした喧騒は、死骸の存在を再三知らしめる。

Le麟oid du cadavre les reprit,elles[=des Amies de Nanals'arraё rent toutes a la fOis,genees,

remises en face de la mort,avec la pelr sourde du mal Sllrle boulev金、le cn passait,enroue,

“

c鵬 :

《A Berlh!a Berlh!a Berlin!》 19)

「腐屍」の第7連は、不思議な音楽を遠くから呼び寄せている。

Et∝ mondc rcndait ugle“ ange nlusiquc,

Colwnc ltau courantc ctic vent,

Ou t grain rullvanncur d詭 mouvemcnt O山 mquc

Agite et toume dans son van.

そしてこの世界は異様な楽を奏でていた、

流れる水のように、風のように、

調子面白く人の揺すぶる箕によつて、

選り分けられる穀粒のように。 (第7連 )
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小説の中でも「ベルリンヘ !ベルリンヘ !ベルリンヘ !」 という律動的なリズムを刻み

ながら群衆が流れて行く。そして、この音楽が流れる中、匂い (臭い)と視覚と聴覚が、

大いなる息吹 (風)によって、結びつけられている。即ち、風が通りの喧騒を運び、窓を

開かせ、ナナの上を取り巻き、臭いを発散させる。そして人々はまたナナの腐肉に視線を

戻すのだ。ボードレールが視覚、聴覚、嗅覚に作用するように駆使したこの詩の芸術性は、

『ナナ』の中で、闇の音楽ともいえる狂気と絶叫のリフレインというゾラ的表現によつて

表されているといえないだろうか。

Les fomes siefFa9dent et ntttent plus甲 詭 奇 %

Une ёbauche lente a vealr,

Surla toile oubⅡ Oち et quc l'aFtiSte=餞

"
Sculcllncnt par ic souvenlr.

ナナの死骸の傍らでは、弔問客は在り

す。ナナの中に夢の世界を見たように、

消えたのである。

D"薇独31cs rochcrs unc dicDnc hq」 機

Nous regardait dh ceil量 濃 ,

Epiantle moment de rOrendre au squelet

Le lnorcau qutuc avaitl欲 力6.

一Et pomantvOus screz semblable a cette ordure,

A ccttc horrible infecti叫

E面おde nles ycu solcil dc ma naturc,

Vous,mon ange et ma passlom!

姿形は消え失せて、暫しの夢にすぎなかつた、

忘れられた画布の上に

漸くにして浮び出た粗描というにすぎなかつた、

記憶を頼りに画家の描いたものに。

(第8連 )

し日のナナの美しさを思い出しながら言葉をもら

第二帝政社会に人々が夢見た希望と理想はもはや

岩のうしろに不安げな牝犬一匹、

怒りの眼に僕たちを明んでいた、

屍骸からさらつた肉に味をしめ、

もう一度盗み取ろうと狙いさだめて。

(第9連 )

一ああけれどもいつか、あなたもこの汚物に、

この恐るべき腐敗物に似るだろう、

僕の眼の星よ、僕の内なる太陽よ、

僕の天使、僕の情熱、あなたも !

(第 10連 )

ゾラは彼が生きている時代を愛するがゆえに、また彼が実際に生きている腐敗した時代

と戦うために執筆した。彼は小説家としての使命感に燃え、社会的な告発を『ナナ』の中

でも行ったのだ。
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Oui!tene vous serez,6 1a reme dcs grau澪 ,

～ “

S leS dmiers sacrements,

Qttnd VOus壷 ,sous lЪ顔
"ct les ioraisons grasses,

Moislr parnu les osscIIItlents

AloFS,6 nla bcau“ !dites a la v赫

Qui VOus mangerade b江sers,

QuCjlaigam6 1afomc ctl・essence divlne

De mes anloursで臓 岬 磯 s!

まさにあなたもこうなるだろう、優美の女王よ !

終油の秘蹟も終つたのち、

花咲き乱れる夏草の下にあなたも逝き、

骨も古びて苔むす時に。 (第H連 )

その時に、美しい人よ、告げ給え、あなたに

くちづけを惜しまぬ虹虫に、

昔の愛は腐敗し果ててもその愛の形と

その神聖な精華とは僕がこれを保つたと !

(第 12連 )

ゾラにとつて第H連の優美の女王は、彼が青春時代にくぐり抜けた第二帝政時代であり、

現実に彼が生きている第二共和政時代でもある。このことをナナによつて具体化し、あま

りにも美しすぎたナナの姿を極端なまでに変貌させることで、第二帝政そのもの及びそこ

から派生するさまざまな本質を、彼は作品の中に保存したのである。

以上のように、ボードレールの「腐屍」と『ナナ』の照応を検証してみた。ゾラがこの

詩をもとに小説を展開させたと強く断定できないが、ボードレール的世界との共通項を明

らかにできたのではないだろうか。なお「腐屍」とゾラとの接点としては、ゾラの友人で

ある画家セザンヌがこの詩を誤りなく暗誦していたという事実から導き出したものである。

")また、ゾラは『今日と明日の本』のボー ドレール記事でその名の代わりに「腐屍」の

著者 1'autelr de La Charogneと 記している。
21)こ れは「腐屍」がゾラにとつて特に印象に

残るものであるか、もしくはゾラの中で価値ある評価が下されたものだと判断できる。

ボー ドレールとゾラにおける主題の類似性を検証し、テクスト間の照応を見出した。さ

らにいま一つ、両者の間に関連性があると指摘できる点を付け加えておこう。というのは、

ゾラ作品の描写の中には時折ボードレールの『小散文詩』 (『パリの憂愁』)を思い起こ
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させる描写が数多く見いだせるからである。一例として第14巻『制作』における照応を取

り上げてみよう。

『制作』の主人公クロードは、芸術家の野心に燃えてセーヌの河岸で、またモンマル ト

ルの丘から首都パリに向かつて聞いを挑む。そして、その結果芸術家の宿命ともいうべき

運命を辿ることになる。この作品の主題と『小散文詩』の「エピローグ」の中に集約され

ているものは同質であるように思える。 (※「ェピローグ」の引用文に関しては、原文と共に邦訳

を用いる。)

郎‖。gue 2勾
Lomlrconmtjesuisnlon“ starlo montar

Dぬlb pcutconmplerla vilic en sOn ampleur,

mpi口,lupanar9 purgatoire,山 ,bagnc,

m toutc c.n面

“

nwitcomme unc ncllr.

Tu sais bi颯 O SttL patron de ma d籠鶴se9

QuCjenulais paslapour“ pandre m vain pL肛 :

Mais cOllllne un宙a旺 pailard d'ule m ttn釉 已sse9

Je voulais mttvrer del℃nalne catin,

DontLchame infmal rle tteunitsanscessc

QuC tu dorlnes c― dansies draps du matュ

Lotrde,obsctR,価Ⅲ島 ,ou quc tu te pavane

Dans ies voiles du soir pasttmenes dL∝ ■.

Je Jaime,O capi● Jc inRbne!Cttsanes

Et bandits,tels souvent volls OmZ山誌plansirs

Que nC COmp―ent pas h湘師 噂 prOfan3

この詩は、1869年にミッシェル・レヴィ版全集で初めて発表されたものである。ボード

レールのプーレ・マラシ宛の手紙(1860年5月 )の一節から、彼が『悪の華』再版のために当

初この詩を用意していたことが分かる。この詩が『小散文詩』 (『パリの憂愁』)のため

「ェピローグ」
23)

心充ち足りて、私は登つた、山の上へ、

ここよりして、都は一望隈無く眺められる

病院も、娼家も、煉獄、地獄、懲役場も、

ここにすべて巨大なものは咲き誇る、花のよう。

おお悪魔、わが苦しみの守護者よ、汝は知る、

私がそこへ行つたのは、益もない涙を流すためではな
かつたことを。

いな、年老いた無頼の、年老いた情婦に溺れる如く、

その地獄の魅力、絶えず私を若返らせる

巨大な魔女に酔いしれることをこそ願つたのに。

都よ、重たく、暗く、風邪心地に、暁の褥に包まれて、

汝がまだ朝の眠りを眠ろうとも、 一成いは純金の

紐飾りした夕暮れの幕の中を孔雀のように歩もうと

も、

汝を愛す、おお汚辱にまみれた首府よ ! 娼婦と

強盗と、あたかもしばしば、君等はさまざまの快楽を魔す.

不信仰の俗人どもの夢にも知ることの出来ぬものを。
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のものか『悪の華』再版、または三版のためのものか明らかではないが、いずれにしても

ボードレールの芸術家としての赤裸々な内面告自の詩であることは間違いない。ゆえに、

この詩も「芸術家の死」同様に、ゾラの『制作』とその主題が照応するものと思われる。

ところで、ボー ドレールとゾラの接点には、やはリマネ Edollnrd Manet(1832‐ 83)の存在

を無視するわけにはいかないだろう。ボー ドレールとマネは1853年頃に知り合い、しばし

ば散歩や会話を共にし、マネは詩人から多大な影響を受けた。この二人の交友は詩人の晩

年まで続いた。ボー ドレールは彼の美術批評の中でマネについて次のように書いている。

「マネ氏とルグロ氏は、現実、即ち今日の現実 la rё alit6 moderneに対して徹底した関

心を寄せており、一これだけで既に好ましい現象なのだが一、加うるに、生き生きと

して豊かで、敏感で、大胆な想像力というものをもつている」
24)

ゾラとマネとが出会つたのは1866年であつた。ゾラはすぐにマネの絵の斬新さに興味を

もち「エヴェヌマン」誌(1866)でマネの弁護をしている。そして、1867年
「19世紀評論」

で『エ ドワール・マネ論』を発表し、それ以降マネをはじめとする印象派の画家達の擁護

を開始したのだつた。即ち、美術批評家として大々的に活動したのであるから、ゾラは彼

が書く以前の美術批評文、文芸批評文、特にボードレールのものには必ずや目を通したは

ずである。

ゾラは『エドワール 0マネ論』の中でマネの『 ローラ
。ド・ヴァランス』(1863)につい

て書いているが、その際、この作品に添えられて発表されたボー ドレールの四行詩も引用

している。ゾラは、この絵と同様に野次られ批判されたこの詩を擁護するつもりはないと

言いながらも、韻文の形をとった批評に偉大な価値を認めている。 (※ボードレールの「ロー

ラ・ド・ヴァランス」の詩は、ここではプラが引用したままイタリックで明記する。また原文の横に邦訳

を記載した。)

[…]unta zθ bル レした
“

θθ,cllc est cё lebre par le ouatran de Charles Baudelai礎,qui mt

slifl16 et nl[1廿 ait6 autant que le tableau lui― meme:

Dヮ″η″″″ bθα″″s`“
`′
α″ο
“
rO″′ι″リヴろ  いたるところに出遇うかくも多くの美女らの間に、

ル ω型閉"冶
♭′″,α″れ 9″θル″S″ らararcら   欲念が揺れ迷うことは、友らよ、僕も理解する。
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ル0お ο″
"ゴ
rsθルrrJrar dmsL"η ″ 乃た″

“
   さあれ、見たまえ、ローラ・ド・ヴァランスのうちにきらめく、

ル 働α″″ιレク物 滋 ″'"ら″
"rOsθ
 θ′″οれ 薔薇色と黒の宝石の、思いもかけぬ魅惑を。つ

Je ne ptttends pas“ fendre ces vers,mtts ils ont,ollr moi le 2rand mttte d…

iunement五m6de toute la persomali“ de l'artiste.Je ne sais si je force le texte.1l est

praitement vral cue Zοルル 比′た″
“
est lln b轟ou rOse et nor;[… _]2つ

ゾラはマネやその他の印象派画家達の擁護を通して、ボードレールの世界に対しより理

解を深めることになったといえるだろう。また、マラルメSt6phne Ma■田麒 (18柁‐1898)、

ヴェルレーヌ Paul Verlaine(1844-1896)と の交友関係、またジャン・モレアス Jcan M∞ぬs

の「象徴主義宣言」(188の に先立つ当時の象徴派なる動きが、常に世の動向に敏感であっ

たジャーナリスト・ゾラにとって大いなる関心の的となつたことは明らかであろう。そし

て、ゾラにとつてこれらの関心を探る時、彼はボードレールヘと歩み寄ることになったの

ではないだろうか。

以上、ゾラの「ルゴン=マ ッカール」叢書諸作品の変遷をたどりながら、ボー ドレールの

詩世界とゾラの小説世界の照応を考えてみた。このことで、小説家ゾラの生成にボー ドレ

ールが少なからず関与していることを明らかにできたと思う。ゾラはボー ドレールの詩世

界に理解を示しただけでなく、『悪の華』におけるいくつかの同質のモチーフを作品にお

いて具体化することで、両者の芸術がもつ普遍的な共通要素を強調することになつたと理

解できる。

はじめに述べたように、第 9巻『ナナ』以降の作品を見ていくと、後半の作品群では、

叢書構想時点における自然主義理論に基づいた遺伝と環境の強調は緩められ、それよりも

象徴的なイマージュを駆使した詩的、幻想的作品群としての色を濃くしている。具体的に

『ナナ』のテクス トとボードレールの詩を比較することにより、詩的想像力を駆使した象

徴的手法がゾラ特有の特徴として顕在化した過程について検証した。そして、ゾラが叢書

で創造しようとした一時代の歴史と自然界 0人間界に普遍的な人間のサイクルをより劇的

に表すために読み手の詩的想像力を刺激する象徴的手法や感覚に強く訴える描写を用いて

いることを検証した。以上の考察から、叢書全20巻が、「生と死」のダイナミズムを包括

した作品群であり、いわば『悪の華』ゾラ版といえるものであると思う。
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第 5章.『制作』 ―象徴的手法の活用と『夢』への継続一

前章で、詩的想像力を駆使した象徴的手法がゾラ特有の描写の特徴として顕在化した過

程について一考察を行つた。

ところで、ゾラの表現における象徴性の確立が最も顕著にみとめられのは第14巻『制作』

であると思われる。本章では、まず前章に引き続き『制作』1)と『悪の華』力の比較を行

い、ボードレールが提示した「生から死」の世界観を介しながら、ゾラが『制作』におい

て主題とする19世紀後半の芸術界と芸術家の苦悩をいかに作品世界において創造したか

を分析してみたい。

また、『制作』の構造の中に人間の理想と現実が相克する闘争のテーマを具体的に検証

し、あわせて『制作』と他の作品との関連性について考察を行いたい。

ここでいま一度、ゾラの経歴についてふり返つておくことにする。

1862年の22歳から4年間のアシェット書店勤務時代、彼は作家に限らず批評家、新聞・

雑誌の編集者、画家、彫刻家、写真家、詩人などと幅広い交友関係をもつていた。彼らと

の交流の中でゾラはしだいにその才能を認められ、ジャーナリストとして、とりわけ美術

批評家として活動するようになる。ゾラが美術批評家としてデビューした1863年は非常に

意味深い年で、マネの『草上の昼食』が発表され美術界に波紋が広がった年であつた。ゾ

ラはこの絵を見て強烈な印象を受け、美術界における新時代の幕開けを感じ取り、マネこ

そ新しい個性をもつた芸術家の登場であると誰よりも早くそのことを見抜き認めていたの

だつた。ゾラの芸術観、特に絵画に対する考えが養われた背景としてポール・セザンヌ Paul

Cとallne(1839‐ 1900の存在を無視することはできない。周知のようにブラとセザンヌはエ

クス時代からの親友であり、ゾラはセザンヌを通して絵に対する知識を深め、デッサンや

絵の理論に興味を持ち、独自の絵画観を養っていつた。ゾラはセザンヌを介してピサロ、

ドガ、モネ、ルノワール、ファンタン 0ラ・ トウール、バジーユ、シスレー、コンスタン

タン・ギースなど、多くの若い画家達と交流を持つようになり、画家達のたまり場のカフ

ェ。グルボワや画家のアトリエを訪れては彼らの会話や議論を傾聴した。こうして美術に

関する知識を吸収し『草上の昼食』の発表から3年後の1866年 にマネ擁護の「サロン評」

を書き、マネグループの擁護を大々的に開始したのだった。
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叢書作品は、普遍的な「愛」や「生と死」のテーマを中心に描かれたいわば哲学的作品

と、社会史及び風俗史としての記録的側面を中心主題として描いた作品群に大きく分けら

れることは先に述べた。ではこの『制作』はどうであろうか。『制作』には、19世紀後半

の芸術界を描くという社会風俗史的なテーマと芸術家の創造の苦悩をテーマに主人公の心

情を分析し示そうとする二つのテーマが存在している。要するに、叢書を大別できる二つ

の要素を備えもつ作品であり、両者を叢書内で関連づけ結びつける役割も与えられている

ように思われる。ゾラは、友人知己の様々な芸術家の世界を『制作』の中に示しながら、

さらに作家ゾラが、小説家として苦悩する自己と自己の周辺を観察することによつてこの

作品を創作したといえる。自己を含めての芸術家が主人公ということから、芸術闘争の主

題における心情告自小説としての性格が強く、ひいては生の闘争のテーマを作品世界に強

く示すものとなつているといえる。

それでは、以下で当『制作』をボードレールの『悪の華』との比較で考察してみたい。

1.『悪の華』の「芸術家の死」と『制作』の照応

「憂鬱と理想」でボードレールは自らの魂の葛藤を表した。つまり、到達不可能な崇高

なる理想に憧れる魂が、現実において深い憂鬱に捉えられるのは当然であり、ボードレー

ルはこの二つの組み合わせによって内面の葛藤を表現したといえる。そして、このような

ボードレールの内面から生みだされる魂の葛藤は、ゾラにも多大な影響を与え、医学や生

理学に立脚した自然主義を提唱する立場からは少し手法の異なる世界へ彼を近づけること

になつたのではないだろうか。このことはゾラの晩年の作品『制作』に如実に読みとるこ

とができる。『悪の華』では理想に逆らう現実の次元として虚無、倦怠、苦悩、時間を主

要なテーマとしている。ゾラの『制作』は、まさしくボー ドレール的観念のゾラ的表現と

もいうべきこれらの主題を軸に作品世界が構築されているといえるだろう。また『制作』

では自然主義文学特有の客観的小説という立場よりも、先述のように主人公の内面世界を

重要視した主観的小説の域に大きく足を踏み入れている。この点もゾラとボー ドレールと

の関連を考えるうえで注目すべき要素であろう。

さて、ボードレールは1859年のサロン評で、画家 ドラクロフについて次のように記して

いる。
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「彼の創造力が燃える礼拝堂のように激しく、熱烈で、あらゆる多彩な炎の色、多彩な

緋色に輝く。情念の中に潜むあらゆる苦悩が彼の心を熱狂させる。カ トリック教会の中に

見られるあらゆる輝きが彼を照らし出す:彼は霊感に導かれてキャンヴァスの上に、血と、

光と、闇とを次々に注ぎかける」
3)

つまり、ボー ドレールは、ドラクロフの中に天国と地獄、善と悪、霊と肉の二元的な深

淵を見いだし、この深淵が人間存在の中に生み出す苦悩に注目したのである。そしてこの

苦悩を具体的に「女」というもので表現したといえる。

さて、ゾラの『制作』に戻ると、生命のみなぎる作品創造に苦闘する主人公の画家クロ

ードClaude Lantierは、パリの象徴ともいえる神秘的な裸婦の絵を自死に至るまで描き続

けた。そしてその裸婦と自己の芸術の完成を目指して苦闘し続ける。ゾラはクロードの絵

にパリを含めた象徴的意味合いを含有させ、その絵を完成させようと苦闘する主人公に、

自分自身の内面の苦悩をも投影したのではないだろうか。考えてみれば、『悪の華』の一

巻自体が永遠に繰り返す芸術家の報われざる一生の描写である。『制作』とボー ドレール

の『悪の華』中の「芸術家の死」を比較すれば、主題の構成において非常に類似している

と指摘できる。ゾラは『制作』の結末で、最終的に絵を完成できず芸術闘争に敗れて自死

に至る主人公の姿に、何もかもが無になつてしまう死の現実性を示していると考えられる。

これについて、詩句をたどりながら検証してみよう。 (※ 「芸術家の死」の引用文に関しては、

原文と共に邦訳を示す。)

La MoFt deS Artistes 4)

Combien faut‐ I de fois secouer rles grelots

Et balscr tOn■ont bas,mome caricame?

Pour piqucr dans lc but,de mystique nature,

Combi鳴 O mon carquds,perdre“ ,dots?

「芸術家の死」'
何べん、おれは鈴を振 り鳴らせば済むのだろう、

そして冴えないカリカチュールよ、下品なそのおでこに、

何べん接吻したら済むのやら。

神秘な謎の標的に、当たり、と行くまでに、

おお、おれの籠よ、投げ槍を何本、むだにすることか。

(第 1連)

クロー ドは何度も何度も繰 り返し絵の中の女を描き、自らの芸術の全てを絵の女に結集

することを試みる。 しかしその度に挫折を繰 り返し続ける。描いても描いても画家の日に
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はその絵はただのさえない作品にしか映らず、愛情も魂も作品に注ぎ込みながらクロード

は絵の女の完成に挑み続ける。しかし、完成が近づくとまたも愚作にしか感じられず、自

らキャンヴァスを塗りつぶしてしまうのである。

で満たしているのに。 (第 2連 )

「芸術家の死」の芸術家は画家ではなく彫刻家であるため、第2連では彫刻家に関する専

門用語が用いられている。『制作』の主人公も同じ苦悩をもつ芸術家として描写されてお

り、クロー ドはあくまでも「正銘の作品」=絵の中の女 (理想)を求め続け、激しい欲望

をかき立てられる。そして苦悶し続ける。

Nous uscrons notre anc cll de subtils complots,

Et nous“ molirons malate lotrde ama餞 ,

Avant de contempler la grande C“ane

DontilinfmJ“sl nous rmput de sang10ts!

n en est qulJanlals rmt connu leur ldole,

Etces sculptcn dmmSs a marques dullagbnt

い VOnt SC martclant la pd饉
“
∝Ie tont

俺たちは、あれこれ芸のこまかい策を練っているうちに、

精魂尽きてしまうだろう。

そして、ずしんと重い台組を幾つばらすことだろう。

大いなる「正銘の作品Jに こがれる地獄の欲望が、

お目当てと見参も叶わぬうちに、おれたちをすすり泣き

ついに「偶像」と懇ろに寝ずじまいにおわる連中もいる。

そして絶望のあまり、胸とおでこをみずから槌でなぐり

になぐる

呪われた、烙印をひたいに押された彫刻家たちには、

(第3連)

ボー ドレールの語彙において偶像 Idoleは 、『現代生活の画家』中の「女」で述べられ

ているように、官能的な女との性的関係を暗示するものであり、特に芸術家にとつては一

つの神聖さを所有するものとして捉えられている。

この者のために、この者によつて、栄達は成し遂げられ、また崩れ去る。この者の

ために、いや、わけてもこの者によつて、芸術家や詩人は彼らの最も精妙な宝石を作

り上げる。精力を消耗させること最も甚だしい快楽と、このうえもなく産みの力を増

す苦痛との、出てくる源、一言でいえば女は、一般の芸術家にとつて、特にG氏にと

つて、人間の雌というだけのものではない。それは、むしろ、男性の頭脳のあらゆる

受胎作用を支配する一個の神聖であり、天体である。自然のありとあらゆる魅力がた

だ一つの存在の中に凝縮されて、きらめく姿だ。人生の画面を見つめる者の期待し得

る、最も激しい嘆賞と好奇心との対象だ。これは一種の偶像、愚かであるかもしれな
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いが、まばゆいばかりで、魅力的で、もろもろの運命と意志とをつなぎとめておく視

線をもつた偶塗である.0

『制作』でクロードが描く絵も非常に官能的な女の像としてゾラは描写している。

[_.]1l S'ё Veillait enfnde son ttve,ct la FeIIIIle,vue ahsi d'en bas,avec quclques pas de recul,

1'emplissa■ de stupellr.Qui dOnc venait de peindre ce■ e idole d'llne reli」 on incOmue?qui

l'avait■通te de tttam de lnarbres et de geIIIIIleS,ё panouissant la rose lnysuque de son sexe,

entre les colomes precicuses des cuisses,sollS la Wり 0に sagにe du ventre?Etait‐ ce lui qul,sans

le savoむ ,aait l'。uvner de ce symbole du“ sir insatiable,de cette hage extra― h1lm油
“
de la

Chat devenue del'or et du dialnant entre ses doigts,dans son vain efFort d'cn falre de la宙 e?

Et,b6ant,1l avait peur de son(Duvre,tremblant de ce brusquc saut dans l'au― dela,colnprenant

bien que la“alitё ellc‐meme ne lui 6tait plus possible,au bout de sa longue lutte pour la

valncre et la rep6trir plus ltelle,de ses lnains d'hoIIInle.7)

以上のように、絵の女は一糸まとわぬ裸婦で、太陽のようにきらびやかに輝いており、

腿を聖堂の円柱のように金色に塗られ、腹も星のごとく鮮やかな黄色と赤に輝き、陰部に

神秘の性のバラの花を咲かせているというものである。クロー ドにとつてこの絵の中の女

は彼にとつて唯一のものとなってゆき、彼の頭の中はこの絵の女を描ききるという欲望で

埋め尽くされていく。クロードと絵の女の関係は、まさしくボードレールのいう芸術家と

偶像そのものといえる。

またゾラは、『制作』の中で主人公の画家以外にも様々な芸術家を登場させている。第

二帝政下の芸術界を描くためには様々な芸術家の存在は必要不可欠であるが、『制作』で

数多く描かれた芸術家の中でも作品中の脇役として登場する彫刻家のマウドーMahoudeau

の描写は特に細密に描かれている。

ボー ドレールがこの詩の中に彫刻家を用いたことには意図的な配慮があると思われる。

彫刻家の造る作品はブロンズ製の女性像であり、芸術家の苦悩の根本的対象である作品が

プロンズ製のそれも立体的な女であれば、あくまでも冷たい、死人のような冷たさをもつ

た女と芸術家は戦い続けていることになる。すなわち、勝ち日のないものに挑むような悲

痛さが伝わつてくる。ゾラは、ボードレールのこのモチーフを『制作』の中で、画家クロ
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―ドと彫刻家マウドーの両者を用いて表現したのではないだろうか。ゾラは、芸術家が生

み出す虚構の女を平面と立体の両面で描写することで、芸術家の苦闘をより明瞭に表現し

ようとしたように思う。

パリの偶像ともいえる象徴的な絵の女を完成することが自己の芸術の勝利であると信じ

たクロー ドは、ボー ドレールの詩の第1連に「下品なそのおでこに何べん接吻したら済む

のやら」とあるように、絵の中の女に全てを注ぎ込み苦闘する。だがしかし、詩の第3連

の「呪われた、烙印をひたいに押された彫刻家たち」のように、クロードが絵の中の女の

声を聞き、狂気の世界ヘー歩一歩足を踏み入れるという展開をみせ、最後にはクロー ドの

ほうが絵の中の女に呪縛されてしまうことになる。

[… .]il tres開丘11■,1l crut avoir entendu lme vo破 haute l'appeler du fond de l'atelier.[… .]

BrusqucIIlent,la volxhaute.au fond del'atelier.1'appela une seconde fois.imp6heuse Etilse

dёcida C'aait hi,il sou■ait trop,il ne pouvalt plus vlvre,製 sque tout mentait et qu'il n'y

avait rien de bon.[.¨]Un trOisieme appel le flt sc httten il,assa dans la piё ce voislne,en

disant i《 Od_olu_1'v vais!》  8)

このように見ていくと、『制作』における芸術家と狂気の主題は、「芸術家の死」の中

で象徴的に表されているものと同質であると考えられる。詩の第一行日にある鈴 gre10tsの

音は、「狂気の兆し」として詩全編の中で暗示的に響き続けている。「狂気の兆し」とし

ての鈴の音とクロー ドが絵の中の女に三度、三度と呼ばれて狂気の世界に徐々に足を踏み

入れて行くことは微妙に照応しているように思われる。

N'ont qub espor,`trangedsombre CⅢ tOle!

C:est quc la Mort,planant comlle un soleii nouveau,

Fera s“ anOtt les acurs de leur cerveau!

たつたひとつの望みが生まれる、「死」が新しい太陽
のように

空にかかつて、連中の脳味噌の花々を咲かせる日が、

やがておとずれるという望み。奇妙な、陰惨な、凱旋

日というもの力、

先に述べたように、この詩と小説には芸術家の死という共通の主題がある。そして、こ

の主題には二つの意味が存在している。まず、『制作』でクロードの死が意味するもので

ある。クロードは挫折を繰り返して精神的にも肉体的にも限界の極限状態に達し、芸術家

として、また画家としてもはや進むべき方向を失つた時、それまでは絶望的な意味しかも
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たなかつた「死」が、ただ一つ残された道となり、悪夢のような現実から逃れることがで

きる唯一の救いの道となつたのである。

《[… .]Je[ョ 31aude]molllrais de ne pllls peindre,jepr6発 re peindre et en IInourlr.… Et puis,m

volontё n'y est polr五 en.C'cst alnsi,Hen■ 'existe en dehors,qucle monde crtte!》
9)

ボー ドレールが「芸術家の死」の中に込めた芸術家と死の主題は、ゾラの『制作』にお

いても共通する主題が表されているといえる。そして、ゾラがクロー ドに与えた死は、決

して悲劇的な描写ではなく、ボー ドレールの詩と同様にまるで一切が無に帰るかのような

静寂さがある。

クロー ドの埋葬に伴つた彼の親友である小説家のサンドーズは、一人の芸術家の死を目

の前にして次のように語つている。

《[… .]一〇ui,il faut vraiment manquer de f∝

“

,se rё signer a l'a peu prё s et tricher avec la

宙e… Moi qul pousse mes bouq11lns jusqu'au bout,je me mepnse de les sentir hcomplets et

mensongers,malgr6 111on effort.》

La face pale,1ls s'en allaient lentement,cOte a cae,au bord des blanchestombes d'cnfants,

le rolnancier alors dans toute la force de son labellr et de sa renolllllI160,le pemtre d6clinant et

couvert de gloie.1° )

『制作』の結末のシーンは、クロー ドを埋葬する墓地で彼の親友サンドーズと彼らが尊

敬する画家ボングランとの対話の場面で終わっている。サンドーズSandozは『制作』の中

ではクロー ド同様にゾラZolaの分身だと考えられる。ボングランBongrandは、従来フロ

ーベールと見なされているが、フローベールをよく理解していたボー ドレール Baudelaire

であつたとも考えられないだろうか。憶測するしかないが、その名に示されているとおり

「BOn grand=偉 大な芸術家」としてゾラがボー ドレールを評し、ひそかに作品の中で亡き

ボードレールとの対話を実現したのかもしれない。

ボー ドレールはこの詩の中で彫刻家の姿に自己の内面の苦悩と運命を詠い、ゾラもまた

ボードレーに共感する自己の内面告白を『制作』で登場人物達の中に再構築したと思えて

ならない。
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以上の考察から、ゾラが詩で表された世界と通じる象徴性をもつて『制作』を創造した

ことを明らかにできたのではないだろうか。

2.ク ロー ドと妻クリスティーヌと「絵の中の女」

『制作』は、ゾラの心情告白小説としての意味と第二帝政社会における芸術界を描くと

いう二面性をもつ作品といえる。従つて、次にゾラがこの作品で芸術家の理想の追求をい

かに表現しているか、それをテクス トの構成を中心に考察したいと思う。

先にふれたように、ゾラは、クロー ドにシテ島を背景にした裸婦の絵を描かせた。作品

の中で裸婦の姿は、パリを象徴するものとして存在している。ゾラはこの裸婦にどういつ

た意味づけを与えたのだろうか。またなぜ女性の裸婦像でなければならなかつたのか。こ

の問題を中心に、クロードと妻のクリスティーヌ OMstineと 「絵の中の女」とのいわば三

角関係に焦点をしばって考察を進めたいと思う。

クリスティーヌの立場から見た「絵の中の女」は、彼女がクロー ドと出会つた当初から

彼女自身にも理解できぬ感情を抱かせるものであつた。

[.… ]Cette pemme,elle ne la comprenait pas,cllo lajugeait ex6crable,olle se sentait contre

elle une halne,la haine inslnctlve d'une enncIIlle. ・ )

恋愛が進むにつれて、クリスティーヌはクロー ドの描く絵に慣れ、少 しずつ彼の芸術を

理解するようになつていく。だが、逆にクロー ドに対する彼女の愛情が深まるにつれて、

彼を独占し、彼の心を自分だけで埋め尽くしたいと思うようになる。クリスティーヌは自

分の姿をモデルに生み出された「絵の中の女」に対して、徐々に不吉な疑惑を抱きはじめ

る。

[… .]A mestlre que le pemtre s'acham腱 ちjalnais content,revenant cent fois sllr le meme

morceat cette ressemblance s'6vanouissait lln peu chaque fois.[… .]elle ё

「

ouvaitlm chagnn

croissant a voir que五 en d'olle ne demellralt plus.Lellr nmitiё  lui paraissait en pttt elle se

sentait moms pttS de l面 ,a chaque tralt qui s'effa9」 t.Nel'aim五 t‐il pas,qu'il la laissait ainsi
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sortr de son euvre?et quelle aait cctte fenlIIIle nollvellc.cette face inconnue et vague qui

perctt solls h iellme?り

恋人の情熱が、全て自分だけのものであつて欲 しいと思う女の潜在的欲求である。ゾラ

は、「見知らぬ、漠とした顔、新 しき女」とクリスティーヌに呟かせる。これは、クリス

ティーヌの恋に生きる壮絶な運命を暗示するものとして注目に値する。クロー ドがパ リに

創作力を刺激され制作にのめり込んで行けば行くほど、クリスティーヌは嫉妬心を増加さ

せていくのだ。クロー ドの心を占める絵画への思いは、クリスティーヌにとつてはまさし

くライバル以外の何ものでもない。芸術への情熱によつて、パリと闘うクロー ドの傍らに

あつて、彼女は恋の情熱においてパ リと闘わざるを得なかつたのだ。そして、自らの裸体

を提供し、彼の作品のモデルとなる中で、クロー ドの心を捉えるパリと対等になろうとす

る。

若き肉体をもつてクロー ドに迫つたクリスティーヌは、彼から一時芸術を忘れさせ、彼

を独占することに成功する。だが、それもほんの四年間で、またもやパリヘと心を奪われ

ていくクロー ドに、今度は女としての全てを賭けてパリと彼の絵に対する情熱と対決する

覚悟を決めたのであつた。

この作品の中で、クリスティーヌは母としての姿はほとんど描かれていない。母性をも

つた女というよりも、ただ恋に生きる女としてのみその姿が強調されているといえる。

[… ]elle se sentait llne colёre sourde conte le pauvre etre,pollr qul sa matemi“ ne s'ёtait

jalnds討 elllёe,et qu'cllc hdss誼 t maintenant,a cette id6e qu'I avait pu,en elle,mmre

l'amante.13)

ゾラは、クリスティーヌから母性をはぎ取ることによつて、恋の情念に燃えて生きる「女」

そのものを浮き彫りにしようとしたといえる。

クロードの絵に対するクリスティーヌの憎悪は、物語の進展に伴い徐々にエスカレート

して「絵の中の女」へと向けられていく。激しい嫉妬に燃えたクリスティーヌは、「絵の

中の女」に恋人クロー ドを奪われるという意識しかもてなくなつていく。つまり、クロー

ドが芸術以外の何も考えられなくなっていくのを、この「絵の中の女」が誘惑したのだと

感じるのである。
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Ah i coIIIIne elle aurait vodu le reprendre a cette pe..mre quile lui avait pris!C'(■ Jt pour

cela qu'clle se faisait sa servante,heureuse de se rabaisser a des travaux dc IIlancuvre.[… .]

peut― etre allait‐ elle le reconquttir,mantuntqu'elle 6tait la,elle aussi,avec sa passion.Ah!

cette pemme,dc quellc hainejJOuse cne l'cx6cralt!И )

彼女にとつて、「絵の中の女」は虚構の女ではなく、まさしく現実に存在する生身の女

と同格にとらえられている。

クリスティーヌには、この「絵の中の女」との闘争において決定的といえる悲劇がある。

それは、この「絵の中の女」が彼女をモデルとして生まれた、いわば彼女の化身であり、

彼女は夫を奪い返すために自分自身の幻影と闘わなければならないという悲劇を背負つて

いたのである。

Chistine,debout prёs de lui,regardait,●o面 t par des paroles breves.cete ttsllrrection

d'elle‐ Ineme,apres des almёes,telle qu'cllo 6餞 二tad破_huit ans,1'avai d'abord flaute et

surprise  15)

[… ]Quelle ёttt donc cette nOuvelle inventioL de l'accabler avec sajellnesse,de so面 er sur

sajalousie,en lui domantle regret empoisorln6 de sa beau“ disparue?Voila qu'elle devenalt

sa propre rivale,qu'olle ne pOuvait plus regarder son anciellne image,sans etre mordue au

ccellr d'une envie mauvaise! 16)

クリスティーヌは、若い肉体も輝きもしだいに失つていくが、「絵の中の女」は衰えを

見せるどころかますます光り輝いていく。彼女は、かつての生き生きとした自分自身を敵

にして、生身の女の全てを賭けてこの虚構の女と闘わなければならなかつたのだ。だが、

クリスティーヌの過酷なまでの努力は、報われるどころかますます彼を遠ざけることにな

る。クリスティーヌが現実の女として彼の前に存在すればするほど、画家のクロー ドは彼

女を通して、その奥に見える不可知なものを追求し、キャンヴァスに表現することのみに

囚われていくのである。このようにクロー ドの愛の対象としてのクリスティーヌの立場は

彼女の努力に反比例して弱められていくのである。
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次に、クロー ドの立場からクリスティーヌと「絵の中の女」について考察してみよう。

作品の冒頭部分では、クロー ドにとつてクリスティーメは、彼の中に埋没していた芸術家

としての才能に覚醒を与えた存在だといえる。クリスティーヌの美しさが彼の心を捕らえ、

彼に新たな力を呼び起こさせたのである。だが、これと同時に彼女に対する彼の視線は、

すぐに芸術家のそれに変貌する。そのことは、二人の行く末を暗示しているといえる。

[.… ]TOut sOn trouble, sa cllriosi“ charnellc, son dё sr comba竹 L aboutissaient a cet

価 erveillement d'artiste, a cet enthousiaslne pour  les beaux tons et les muscles bien

…
chёs.D6i江 1l ava■ oubli6 1a ielme flne、 [.]17)

クロードは、画家としての存在でしか自分の生きる価値を見出せなくなつていく。そし

て、彼は、誠心誠意尽くしてくれるクリスティーヌを愛することができず苦悩し続ける。

彼女のことを顧みてやりたいという人間的な感情も、絵筆を持つや否や心の中からかき消

されてしまうのである。そして、彼は「絵の中の女」のことだけしか考えられなくなって

いく。クロー ドは、自分の傍らで愛情を注いでくれる生きた「現実の女」と、彼を夢中に

させ彼の心をいつの間にか独占してしまつている絵の中の「虚構の女」との狭間で苦悶し

続ける。クロー ドは、クリスティーヌヘの償いの気持からか、彼女を正式な妻とし結婚す

る。だが、この結婚が彼らの恋愛関係に決定的な終止符を打つことをゾラはこのエピソー

ドの挿入によつて暗示的に示しているように思われる。というのは、式を挙げた夜、クリ

スティーヌが抱く感情にそれを読みとることができるからである。

[… .]Une sOngerie mvincible,des souvents,des regrets,passdent en ello,au fond de ses yellx

vagucl et peu a peu,ce ilt une istesse croissante,une 3rande doulellr muette qui pamt

l'envahir tout entiど 牙c,au nlilicu de cette indi£ Rrence,de cette solitude sans bome,ou elle

tombait,si prё s de ld ll ёtait bien tottollrs avec e■ e,de l'autre c6縫 de la table;mais conllne

eⅡe le sentalt loれ […■
1め

クリスティーヌが、正式な妻ではなかつた時、クロー ドにとつて絵が正妻であった。彼

女は、若い肉体と魅力によつて正妻を押し除けることができたのだ。しかし、彼女が正妻
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になつた時には、クロードにとつて絵画こそが愛しい愛人となり、彼の心の中をあやしく

支配する存在となつてしまつたのである。

次に、クロー ドの絵については既に述べたが、画家としての彼は最初マネ風の自然主義

から印象派風の画風に移り、 「絵の中の女」に至ってはギュスターヴ・モロー Gustave

Moreau(1826… 1898)を想起させるような象徴主義的絵画へと変貌を見せている。ゾラは、

叢書の時代設定を第二帝政下としながらも多分に執筆時1880年代の第二共和政期の要素

を取り入れている。彼が、第二共和政時代の混乱と世紀末の不安な空気をこの作品の中に

投じたと見ることも可能だろう。時代を見つめ、ジャーナリス トとしての鋭い眼をもつて

いた彼は、執筆当時の芸術界おける象徴主義の動きに鈍感であったはずがない。このよう

な時代にあって、絵画における象徴派的存在であるモローに好奇な眼差しを向け、その影

響を受けたと考えるのはそれほど的はずれではないように思われる。
1カ ゾラが弟子である

ユイスマンス JOris‐ Karl Huysmans(1848‐ 1907)の『 さかしま』/R`bθγrs(1884)に表現され

たモローの世界をきつかけに、より関心を深めたともいえるだろう。モローの絵画の世界

とゾラが描くクロードの大作との関係をここで考えてみたい。

モローの作品には、その有名な代表作として「サロメ」の連作がある。モローの「サロ

メ」を描いた『出現』(1876)は 、不気味な光に包まれ、苦悩に塗り込められている聖堂の

妖しい空気を感じさせる色彩の世界であり、この世ならぬ狂的な深奥の響きがその画面に

満ちあふれている。そして、芸術は造形を通して内的感情を厳しく追求することにこそ、

その神髄があるという彼の芸術観が伝わってくる。日に見えない内面の世界を目に見える

「形」をかりて表現するという「象徴」ないしは「暗示」の手法を、ゾラがモローの絵画

から理解し、影響を受けたと考えられないだろうか。

モローが好んで描いた女たちは、「サロメ」 「ヘレン」 「デリラ」「ガラテア」などい

ずれもその官能的な妖しい魅力によって男達を破滅に導いた「宿命の女」たちである。モ

ローは世紀末が漂わせる雰囲気を女の本性と信じ、宿命の女達を描くことによつて世紀末

のもつ不穏性、混乱、破滅的イマージュを、つまり世紀末そのものを表現しようとしたと

考えられる。

架空の存在である描かれた「絵の中の女」が、一人の画家を呪縛し死に至らしめるとい

う主題は、このモローの「サロメ」に対応するものであり、「宿命の女」としての意味づ

けがなされているといえる。ゾラは、クロー ドの描く裸婦像にパリの象徴としての意味だ

けではなく、壊滅的な全ての崩壊と絶望という世紀末のもつ時代性をも担わせたといえる。
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モローによつて数多く描かれた「サロメ」は、そのほとんどが裸に近い。モロー以外の

画家が描いた「サロメ」もたくさんあるが、いずれも裸婦あるいは裸婦に近い形で表現さ

れている。これは、衣裳を身にまとうことによつて、そこから風俗や社会的な通念を生み

だし、衣裳がしばしばその本質を覆い隠すことになるからである。ゾラが、クロー ドに裸

婦を描かせたのは、この「絵の中の女」の女性を強調し、より本質的な女しての存在を強

め、女という立場において対峙する存在であるクリスティーヌとの対照を際立たせようと

したからだと考えられる。

クロードの「絵の中の女」に宿命の女としての要素を強く感じる一番の理由は、「絵の

中の女」が、しだいに現実性を増していき、クロードがこの女の声に操られて死へと足を

踏み入れていく点にある。本章の 1でもすでに考察したが、この「絵の中の女」はキャン

ヴァスの中にじつとしている女ではなく、一人の芸術家の運命を操り破滅へと導く女とし

てはつきりと描かれているからである。

このように見れば、クロードの描く絵にモローの影響の表れがあると強く断言できない

までも、芸術家を引き寄せ破滅に導くパリと携えもつ妖しい美によつて男を破滅させる「宿

命の女」のイマージュがゾラの中で重なり、作品に重要な意味を与えているといえるだろ

う。

以上、クロードと妻クリスティーヌと「絵の中の女」との作品における三角関係の構図

を分析してみた。これによつて、クリスティーヌは恋に生きる女性として、クロー ドは本

質的な画家 (芸術家)と して、それぞれの立場をゾラが強調していることが理解できたの

ではないだろうか。そして、ゾラが、未知なる宗教の偶像のような、妖しい魅力をもつた

官能的な裸婦を作品の中に設定することによつて、この女の中に、時代、パリ、芸術、虚

構の美、ひいては彼の女性観といった象徴的な意味をもたせようとしたことが理解できた

と思う。そして、現実と芸術創造の間で苦悶する芸術家の内面世界、真の芸術を求める男

の執念と愛に執着する女の執念の激しい闘争、芸術創造の怖ろしいまでのエネルギー、創

造に対する情熱など、これらの主題を織り込んでゾラが『制作』を創り上げたと理解でき

る。

3。 『制作』から『夢』
への継続

次に『制作』と第16巻『夢』との関連を考察してみたい。ゾラが象徴的描写を通して描

き出した『制作』における主人公の理想の追求は、後に『夢』を執筆することを念頭に置
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いて創作されたものだろうと推測することができるのである。そこで、第3章で扱った『夢』

の考察を踏まえて、さらにクロー ドで表された死とアンジェリックの死を比較し、この二

つの死の類似性を考えてみたい。

『夢』におけるアンジェリックは天才的な刺繍工である。彼女は、キリスト教にまつわ

る様々な象徴を聖なる布の上に刺して再現する。言い換えれば、彼女は象徴主義的な芸術

家であるといえる。『制作』のクロー ドもまた印象派の画家とも違う象徴主義的色彩の強

い絵を追求する。両者の間には、関連性を意識した設定があるように思える。

『夢』におけるアンジェリックの苦悩は、彼女の理想と現実社会のモラルとの狭間の葛

藤といえる。また、『制作』におけるクロー ドの苦悩は、絵画の世界における芸術倉1造の

それであり、虚構をいかに現実に近づけるかという理想の追求から生じる苦悩である。

クロードは、彼の理想、即ち自己の制作の完成という夢を追い求めたのだが、現実の状

況の前に挫折を繰り返す。そして結局、実現できない理想の前で絶望した彼は、完成しな

い絵の前で自殺するのだが、先ほども考察したように、クロー ドの死の場面は非常に幻想

的な描写で描かれている。彼は絵の女に呼ばれ、彼の最後の息吹を絵に吹き込むかのよう

に絵の中の女と向き合つて首吊り自殺をする。この場面の幻想的な描写は、現実の世界か

ら夢想の世界へと彼が足を踏み入れていくことを示している。クロー ドの死は自殺であり、

現実の世界においては、決定的な敗者を意味する。そして彼には、理想と格闘したにも関

わらず、全く何も残せない完全な死が与えられている。しかし、彼の理想は現実世界にお

いては達成されなかつたが、彼が最後に足を踏み入れた夢想の世界においては、絵の女と

対話するという幻想的描写において、虚構の作品に命を吹き込み彼は勝者に成り得たとい

えるのだ。

他方、『夢』のアンジェリックは天才的な刺繍工として描かれているが、彼女にはクロ

ードのような野心や制作に対する欲望はいつさい与えられていない。彼女はごく自然に彼

女の手から生き生きとした見事な傑作を生みだしていくのである。そして、アンジェリッ

クの場合、刺繍は芸術創造の対象ではなく、彼女の夢想の世界を高める糧として機能して

いる。キリスト教に関する象徴的な図柄や花々を刺繍し、それらに命を吹き込みながらア

ンジェリックは彼女の夢想の世界を膨らませていく。そしてその夢想の世界において、彼

女の理想は達成されたのである。しかし、彼女が、婚礼の祝福の中、大聖堂を出て現実の

世界に足を踏み入れると現実の死が彼女を支配する。彼女の理想の実現も夢想の世界での

み成就されるもので、現実の世界においては紛れもない死なのである。
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このように両者を比較すると、ゾラがクロードとアンジェリックに現実と夢想の境界線

を越えさせるという方法でそれぞれの死の場面を描いていることが分かる。両者の関係は

非常に意図的であり、ゾラは『夢』の構想を意識して『制作』の結末を描いたと思えてく

る。『制作』では、19世紀の芸術界の実態を描くと共に、生の闘争を主題として作品が構

成されている。この作品を『夢』との関連で考察するならば、ゾラが『制作』で示そうと

した、理想と現実との葛藤をクロードの死において集約し、さらに『夢』へ引き継ぎ、そ

の結末で主人公の死にクロードとの類似性をもたせることで、現実世界の厳しさと空しさ

を示そうとしたのではないだろうか。このことは、『夢』の最後で検証した
「全ては夢で

しかない」という言葉において、『制作』から『夢』での帰結的結論づけがなされている

ものと理解できる。従つて、『制作』と『夢』を相互的に読むことによつて、『夢』の作

品が単なる幻想的なおとぎ話ではない、現実の世界を逆説的に指し示したものであると理

解することができる。    |

以上、『制作』が第二帝政下における芸術界を表した社会小説としての立場と芸術家の

内面の苦悩を表す二面性を備えた作品であることを考察してきた。第3章、第4章、第5章

で行った分析を通して考えると、画家を主人公とした作品であることにも起因するが、こ

の作品においてゾラは現実を鮮烈に浮かび上がらせるために象徴的描写の手法を強力に活

用し駆使したといえる。このことは、『制作』以降の作品を見ても明らかである。また、

『制作』執筆時における象徴派の動向に対応したとも考えられる。

先ほど『夢』との関連を述べたが、『制作』は社会史的要素とゾラ自身の個人的要素が

混在する意味で叢書における二つの流れを暗示的に結びつける作品といえる。

『ムーレ神父の罪』と『夢』の関係は既に考察したとおりである。そしてこれに第12巻

『生きるよろこび』が生の主題で結びついていく。さらに第8巻『愛の一ページ』と『生

きるよろこび』が都会における報われない愛と田舎における献身的な愛という構成を成し

ている点から関連づけられていく。そして、このような構造の上にさらに『制作』と『愛

の一ページ』の関連性が叢書には組み込まれている。クロードとクリスティーヌと「絵の

中の女」の三角関係で表された愛と闘争の主題は、エレーヌと医師とジャンヌの三角関係
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で示されたものであり、また、それぞれの主人公の苦悩はパリに心情を投影するという類

似性をもつている。『制作』の舞台が芸術界を描くという設定であり、主人公が画家とい

うこともあつて、この第14巻ではより絵画的象徴的描写が小説全体を覆い、さらにボード

レールが提示したところのパリの群衆や町並みに内面の苦悩を投影し、また探し求めると

いう形態がとられている。そしてこのような手法は、『愛の一ページ』においてそのルー

ツをみとめることができる。第8巻から第14巻に至るゾラの描写の変化は、クロードの闘

争と同様にゾラ自身がいかに小説に真実らしさを与えるかという創造の苦闘の連続からの

変化であるといえる。また、『愛の一ページ』におけるエレーヌの忍従の愛と『制作』に

おけるクリスティーヌの闘争的な愛、あるいはエレーヌの母性とクリスティーヌの女の対

照性も際立ったコントラストを形成し、叢書における関連性の構図に加えられるものであ

る。

この『愛の一ページ』も、大作である『居酒屋』執筆後の休息と気晴らしの作品という

評価が一般的になされてきた。また叢書が全体的に重苦しくなることを避け、全体の調和

を考えての意味づけもあつたという見解もあるが、その内容は決して気晴らしとなるよう

なものではなく、作品全体が「愛の忍従」と「愛するものの死」という重いテーマで覆わ

れている。『愛の一ページ』は『ムーレ神父の罪』、『生きるよろこび』、『夢』の三作

と愛のテーマ性で結びつけられ、尚かつこれらの様々な愛を追求した小説を社会的ジャン

ルをも含む『制作』と関連づけることができることをここに付け加えておく。

ところで、主人公エレーヌが、彼女の住むトロカデロよリパリを眺めた視線は、『制作』

においても画家の目を通してとらえられたパリの象徴的描写となつて現れる。『制作』以

降の作品においては、この視覚描写が作品を読み解く上で重要な鍵となつているといえる。

従って、これまで考察したゾラの象徴的描写は、『制作』において、視覚というものを用

いてより感覚に作用する描写へと到達した点が指摘できるだろう。このことは、次の第6

章で分析する『大地』や、第8章で行う『壊滅』と『大地』の関連性においても考察して

みたい。社会史的側面を強調して著された作品においても、その社会史を叙事詩の域に高

めるために、視覚的描写に象徴的描写が機能的に作用し、作品が創造されているといえる。

そしてこの後、ゾラの登場人物における視線の問題が作品を読み解く大きな鍵となつてい

ることを、さらにテクストを通して検証していきたい。
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(言目L)

1)本章では、ゾラの『制作』のテクストとして以下のものを使用し、註においては作品名

とページ数のみを略記する。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Emue Zol.zω  Rο″″
"■
夕

“
"α
″ (la Plё iade),Gal‖

m,rd i

一Z■レw,tome Ⅳ ,1966.

2)本章では、ボードレールの『悪の華』のテクストとして以下のものを使用する。

Charles Baudelaれ,α″κs Cθ叩 I夕ras[I](la P16iade),GallL圃軋 1975.

3)『ボードレール全集Ⅳ』,阿部良雄訳者代表,人文書院,1964,p.194.

4)Charles Baudelaire,α ″κs Cθ″診′θs[1],p127.

5)『悪の花』註釈 (下),多田道太郎編,杉本秀太郎訳・註釈,京都大学人文科学研究所,1986,

p.1338.

o『ボードレール全集Ⅳ』,p.324.下線は引用者による。

7)ZてE″πι,p347.

8)fbra,pp 351-352.

9)乃だ ,p.345.[ ]内 は引用者 による。

10)fbだ ,p363

11)fbだ ,p93.

12)乃′d,p HO

13)乃だ ,p.255.

14)乃′d,p238.

15)rbd,p253

16)乃だ ,p254

17)Jb′ d,p.19.

18)fb′ d,p227

19)高階秀爾氏 (「宿命の女」としての裸婦一ゾラ『作品』〉[『想像力と幻想』,青土社,1986.]

と清水正和氏〈『制作』一創造の秘儀と内面のドラマ)[『ゾラと世紀末』,国書刊行会,1992]

でもクロードの大作とギュスタープ 0モローの関係を指摘しており、本論文において参考

とした。
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第 6章.『大地』 ―視覚的描写と「火」のイマ~ジュー

叢書第15巻の『大地』
1)では、兵士から農民になろうとしたジヤン・マッカール Jean

Macquartが主人公となつているが、強いて言えば、第19巻の『壊滅』の前段階的な意味で

『大地』にまず登場させたものと思える。つまり、『壊滅』との関連において彼の登場が

確かな意味をもつてくるものと考える。

言うまでもないが、この小説は第二帝政時代における農民の生活を描き、農村の実態を

表すことを目的としている。多くの作中人物の描写によって(土地をめぐる闘争と土地に

根ざした人間の心理など農村社会そのものを鮮明に描き出そうとしたといえる。

この作品は前章で考察した『制作』と第3章で論じた『夢』の間に執筆された作品であ

る。第4章、第5章とゾラの詩的想像力と象徴的手法について考察したが、この作品では壮

大な自然との闘争をテーマにしている点で、社会史的作品群の一つである『制作』で頂点

に達したともいえるゾラの象徴的描写がより強力に活用されているのを我々は見る。

「生」の闘争を描くという点では、この『大地』で示された表現は非常に現実的である

かもしれないが、『夢』の前に現実的な「生」の生々しい提示をし、『夢』において再び

「生」のテーマを幻想的に反勿するという意図がゾラの中にはあつたのではないだろうか。

この点についても明らかにできればと思う。

第15巻『大地』は、パリの南西に広がるボース平野を舞台に農村社会の実態を悲劇的に

描いた作品である。ゾラは、祖母及び母の生地であるボースの地を作品の舞台に定め、こ

の作品を執筆するにあたつて実地調査を行つている。ゾラは、帝政時代の農民の特色を「無

知」と「土地に対する執着」とした。当時農民の物的生活は向上していたが、知的には少

しも恵まれていなかった。また革命の結果はじめて農民が先祖代々からの望みである土地

私有がかなえられたことは、土地への執着心をさらに激しく駆り立てたといえる。従つて、

ゾラは農村社会小説の要素としてこの二点に焦点をしばって書くことにしたのである。

その結果この作品は、農地相続をめぐる凄惨なエピソードで構成され、欲望をむきだし

にした獣性の強い農民たちがひしめいている。そのため、農民を侮辱する作品として非難

と攻撃の的となつたことは、ゾラの弟子と称する者たちからの「五人宣言」Zω l々

“

物″dιS

Cttgな どでも広く知られている。 2)
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ゾラ文学は、遺伝と環境の科学的根拠に基づく実験小説、あるいは、赤裸々に現実を写

実する文学であるという見解が一般的な認識として根強く存在 している。しかし、ゾラの

作品に接すると、これまでも触れてきたように、彼の小説の特徴が作品自体をドラマチッ

クに演出する緻密な構成や、五感に直接作用する詩的想像力を駆使した表現法にあること

を強く感じる。この点に関しては、今 日多くの研究がなされている。
3)従つて、象徴性豊

かなイマージュ描写や作中人物の五感を通して表現される感覚的描写は、ゾラの文体の本

質的特性といつても過言ではない。そこで本章では、『大地』における感覚的描写、中で

も特に視覚的描写と「火」のイマージュとの関連性ついて検証を試み、ゾラ文学の描写の

特性の一側面を明らかにしたいと思う。

我々がゾラの小説を読む際、しばしば作中人物の視線や、日そのものに関する描写が多

いことに気づく。特に『大地』にはゾラの意図的な使用が感じられる。
4)すなわち、作中

人物の目を通して認知される視覚、人や風景、事物に注がれる視線、また作中人物それぞ

れの役割に応じた視線、色や形状などで表された日そのものについての描写などである。

物語は、七人の連続する死で構成されており、彼らの死と視覚的描写が深く関係している

と考えられる。また、読み手に強く抱かせる「火」のイマージュがこの作品全体を大きく

包みこんでいることも注目すべき点である。『大地』では壮大な自然空間を描写するため

に、いわゆる宇宙の四大元素、水、土、火、大気のイマージュが意識的に取り入れられて

いる。とりわけ「火」のイマージュは視覚的描写と密接な関係にあると考えられる。作中

人物たちは視覚を通して「自己の内に宿る火」、すなわち「欲望の炎」を膨張させ、そし

てその炎が様々な事件へと燃え移り、物語全体を業火へと包み込んでいくからである。そ

れでは、『大地』における視覚的描写と「火」のイマージュの関連性、視覚的描写から
「火」

のイマージュヘと連動する象徴的手法について分析を試み、これらがこの長編小説を読み

解く重要な一つの鍵となつていることを明らかにしていきたいと思う。

1.作中人物の目を通 して認知される視覚描写

作中人物の心情の変化や発作的・衝動的行動は、彼らの視覚を通してとらえ_られた感覚

から生じている。それではここで視覚というものを作中人物の目を通して認知された感覚
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と定義して、ジャン、フランソワーズ Fran9oise、 ビュトー Buteauの 二人の闘争の中に検

証してみよう。

ジャンは、はじめフランソワーズを女として意識することはなく、姉のリーズ Liseに結

婚を申し込む。だが後に、彼は自分の中に芽生えていたフランソワーズヘの愛情に気づき

愕然とする。しかし、ジャンの彼女への愛は、作品冒頭部の彼らの最初の出会いの時点で

既にジャンの心の中に宿つている。次の引用は、二人がはじめて出会い、一時を過ごし、

別れる場面のものである。

Jcan,le semOr■ ou6 sllr le ventre,s'6tait lnis a descendre la piё ce de labollr,avec le geste

contint renv。 16e du 8rallll et il levan les velx il regardait Francoise decr。 ■re panllli les

culttres,toute petite derrlё re sa vachc hdolente,qui balan,ait son grand corps Lorsqulil

remonttL il Cessa de la vori lllals.au retollr.11 la retrouva rap(■ iss6e encore,si lnimce,qulelle

ressembht allne■ ellr de plsscl11■ ,avec sa taille fme ct son bollnet blanc.

e■e dimlll1lЯ i puis.」 la chercha CⅡ e avalt di tollmer,devant rё glise 5)

下線部で示したように、ジャンは無意識のうちにフランソワーズの姿を求めている。そし

て、彼女の姿をジャンがその視覚にとらえるたびに、彼の心に徐々に変化が生じているこ

とが読み取れる。

ビュトーは従妹のリーズとの婚姻で彼女の所有する土地を手に入れ、妹フランンソワー

ズの取り分も横領しようと目論む。彼はいつも視界にフランソワーズの姿をとらえるうち

に、彼女を所有してしまえば娘も土地も手に入ると考えるようになる。次の引用は、激 し

い労働の合間の休憩時に、フランソワーズとビュトーが並んで休んでいる場面のものであ

る。

Lorsquc Fran,oise rouvrit les yeux,elle vit Buteau.tollmё  sur le■anc.qui la renardait dヽ n

re2ard iallne Elle refeHllla les paupittes,[_]et elle rattenda■ ,le dё srant sans le savo廿 ,

dё cidёe,ゞ 11 la touchait,a rё tran」er

Bnisquemenち colllme elle scIIralt les yeu、 Buteau rempOlgna 6)
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引用に見られるように、フランソワーズは、ビュトーが自分を見つめる目をとらえてい

る。そしてもし彼が自分に指一本でも触れたなら首を締めてやろうと心に決めながらも、

無意識のうちに彼に欲情を感じて、彼女は彼を待つている。

フランソワーズはビュトーの抱擁から逃れたが、彼の日はフランソワーズには激しい欲

望を宿した「黄色いまなざし」 《lln regardjaune》 と見えたのである。彼女の目がとら

えたビュトーのこの印象的な目は、ビュトーヘの思いを彼女に芽生えさえ、徐々に自党さ

せることになる。

ジャンは、ビュトーヘの妄想にふけるフランソワーズの傍らで、彼女を見つめながら衝

動的に彼女を抱き締める。フランソワーズは目を開けてはいるが日の前のジャンは見えて

いない。

[… ]ellC rOuvrit ses vellx vagues、 aux paupia℃ s1011rdes,elle le regarda,sans lln s(Ⅷ dre,sans

une honte,la face ncrvellsement a1longё e Et ce fut ce regard IIIluet.presoue doulourelx qlu le

rendit tout diun coup bruta1 7)

フランソワーズは瞼の重い、ぼんやりした目を再び開けて、微笑みもせず、恥ずかしがり

もせず、浮かない、いらだった顔でジャンを見つめ、そしてこの苦しげなもの言わぬまな

ざしを見たジャンは、突然欲情に駆られたのである。下線部で示した「ぼんやりした目」

「苦しげなもの言わぬまなざし」は、ジャンが認識したフランソワーズの日の描写であり、

ジャンの心に生じた重苦しい不安を象徴するものである。そして、ジヤンは彼の視覚的作

用から生み出された不安から衝動的 0発作的にフランソワーズを抱く。またフランソワー

ズは、彼女の心に焼き付いたビュトーの印象深い日に囚われながら、彼女の精神が混沌と

する内面を朦朧とさまよう混乱の中でジャンに身を任せてしまうのである。

二人の関係はしばらくそのまま停滞するが、ある日ビュトーとフランソワーズが庭の隅

で麦打ちをしているところへ、ジャンが結婚の申し込みにやつて来るという場面で大きな

展開をみせる。この場面でも彼らはその視覚から事実を認識していくが具体的に語ること

をしない。ビュトーは、フランソワーズを視覚にとらえる内に徐々に興奮して来る。また

ちょうどその時、ジャンがやって来て二人の様子を目撃する。以下の文章はその場面のも

のである。
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[… ]Un bOutOn de corsage s'arrachら Buteau vit la char blanchc.sous ia lignc hal`e du coL

llne montёe dc char que le tollr de bras,contmuellcment,faisai saill二 daslejcupuissantdcs

muscles dc l'6paule II semblait sicn exciter davantattc、 cOIIme du coup de relns dlune bonne

femelle,va11lan"a la besOgnt etles iё aux s'abamlcnt tOuJOllrs,le gram sautait,pleuvait en

頭 le,SOus le tOc… toc haletant du couple battellrs.[… ]

Elle ne laぬalt pas,tapttt plus、、dans remportement du travttl et du bruit.Et ce f口 t amsi

que Jean_gui arrlvait a son tollr、 avcc la ocrlnission de dmcr dchors、 les trouva ll en 6prouva

une ialollsie bnscuc、 11 lcs regarda comme stil les surenait erlsemble,accouples dans cette

besogne chaude,d'accordpollr cognerjuste,au bon endroit tousiCS deux cn suc、 、si ёchauntts,

si dё fats,qぜon les auralt dits en trainplu【 )t de planter un enfant que de battre dublё .Pcut-0ぼe

Francoise、 qui v allait diun tel cellr、 cut la ineme sensation_car ellcダanCta net.2en6e.Buteau、

siCttllt retollm6 alors.demellra un instant lIIllIIIOblle de suコ 剛減se ct de col改e8)

フランソワーズはジャンの姿を目にすることで、内に秘めた欲望の炎が無意識のうちに

外界へ向かつてほとばしつていたことに気づき我に返る。ビュトーもフランソワーズの心

が自分の領域に入つて来たと感じながらも、ジャンの姿を目でとらえることによつて現実

の状況に意識が戻る。そしてジャンも日の前の光景からフランソワーズの心の中にビュト

ーがいることをこのとき感じ取る。しかし、彼らはそれぞれの認識を外に発することをせ

ず、ただこの時、各々の心中の炎だけが大きく燃え上がったのだ。このあと結局、フラン

ソワーズはジャンの結婚の申し出を受け、ビュトー夫妻の家を出て自分の財産の取り分を

二人に要求する。財産分けがなされ、土地の半分と家がフランソワーズのものとなり、ビ

ュトー夫婦は家を出ることになる。空き家に入つたフランソワーズは、家の内部を眺め次

のように感じる。

[… ]Ellc scntait bicn quc Butcau ёtait tottollrS pr6scnt[… ]

Puis,conlIIle Fran9oise se retollma走 ,elle rcsta surprlse d¬percevo士 Jean Oue faisa■ ―il

donc chez cux、 cet ёttanger? 9)

フランソワーズは絶えずビュトーが日の前にいるような思いにとらわれながら、現実の視

覚でとらえられたジャンを見て愕然とする。そして引用下線部 (自 由間接文体)のように
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「この他所者はここへ来て何をしているんだろう」と感じるのである。フランソワーズは、

彼女の心が生み出した虚構の視覚と彼女の目がとらえた日の前のジャンすなわち現実の視

覚との狭間に自己の内に存在する真実を鋭く確信していくのである。ここでフランソワー

ズによつてジャンは「他所者」缶angerと いう異質性がはつきりと示されている。

このように、各々の内に秘めた欲望の炎はさらに激しい燃え上がりをみせていく。次の

引用からビュトーとフランソワーズのその後の関係がさらに深まつたことを彼らの視覚描

写から読みとることができる。

[… .]1l tOllmait la tete,deux,trois fois,pollr la regarder de son∝ il gis、 tach6 deiaune Un pet■

■isson la prenait,elle mtttle pas mal野

'son effot tandiS qu'il ralentlssait le sien;et elle

passait a son c6t6,lellrs vellx se fouillaient llne scconde.10)

ビュトーは、「黄色く濁つた灰色の目」でフランソワーズを見る。その視線が彼女の全身

に戦慄を走らせる。彼女は抑えても抑えても足が早くなり、それに反してビュトーは歩み

を緩め、フランソワーズがビュトーのそばを通り過ぎたとき、二人の日は一瞬お互いを探

り合うのだ。先程フランソワーズの心をとらえたビュトーの日の描写は、「黄色いまなざ

し」 《llnregardjallne》 だつたが、ここでは「黄色く濁った灰色の目」 《son cil gns,姉

de jaune》 となっている。フランソワーズが感じ取つたこの二つの描写の変化は、彼女自

身の心の大きな変化を示すものである。黄色という色が象徴的に持つ節操のない移り気な

欲望や嫉妬の現れとしての「黄色いまなざし」という描写から、灰色という色lの持つ冷淡

さ、寂しさ、苦悩、憂いという暗く重い印象と透明感のない複雑なよどみを感じさせる「黄

色く濁つた灰色の日」という描写への変化は、フランソワーズの中でビュトーに対する関

心と意識がはつきりと深まったことを示している。 H)

以上のような検証から、視覚描写がジャン、フランソワーズ、ビュトーの徐々に激しさ

を増す心の闘争の展開を表現する上で効果的に用いられていることが理解できる。

2.作中人物の個性と役割設定に機能する視線

日に関する描写が、作中人物の性質、属性を示す点で有効に機能することは明白である。

ゾラも作中人物に異なる視線を与えることによつて、様々な個性と立場を作品:中に設定し
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ている。例えば、準主役ともいえるビュトーは、情念の衝動性を感じさせる極めて自己中

心的な視線をもつ。彼の視線は、対象に直接働きかけ影響を及ぼすのである。また彼の目

を通して眺められる自然の描写は、この土地に根付いた農民のものであり、恐ろしいまで

に土地に執着する農民の典型としてゾラはビュトーを位置づけている。彼の鋭い日付きや

人を圧倒するような視線は、力動的に物語の展開に作用していく。これに対して、都会か

ら田園生活を求めてやって来た主人公ジャンが見る自然の描写は、明らかにビュトーとは

異なるものであり、ゾラはジャンを用いて農民の視点とは異なる他所者の視点、第二者の

観察者的な視点を設定している。ジャンの妻になるフランソワーズには、ビュトーのよう

に人や物を直接凝視する視線はあまりなく、むしろその瞳はしばしば閉じられ彼女の意識

は自らの内面へと向けられる。ビュトーの外へ向けられた視線に対して、内に向けられた

視線と見なすことができる。それでは、この二人に与えられたそれぞれの異なる視線に留

意しつつ、更に検証を進めてみよう。

ある日、フランソワーズとビュ トー、リーズは畑で喧嘩になり、とうとうフランソワー

ズはビュトーに犯されてしまう。しかしこの時、フランソワーズは、これまで秘めて来た

彼女の欲望の炎をはっきりとビュトーに知らしめてしまう。だが、彼女は内に秘めた真実

を外へと表してしまったことに後悔の念を覚える。リーズとビュトーは、フランソワーズ

に対して徐々に殺意を増大させていたが、この時ついにそれが現実のものとなってしまう。

そして、フランソワーズは死の床につき、臨終の際で、夫のジャンに対して目を閉じ続け

る。今や彼女の中でジャンは夫ではなく、はっきりと「他人」として存在していたのだっ

た。

[… ]La terre,la maison n'ё talent pas a cet hoIIme,qui venait de traverser son cxistence par

hasttt collllllnc llnpassant.Elle ne lui devalt rie■ 1'enfant pa協量avec elle A qucltltre le bien

seralt―il sorti de la famille?Son id`c puttilc ettChle dc lajusticc protesta量 :ceci est a moi,ceci

est a tOi,quittons―■Ous,adieu1 0ui,cll餞 lient ces choses,ct c'ctaient d'autres choses encore plus

vagucs,sa scllr Lisc recu16e,perdue dans lln lomtah,Buteau scul orё sent.a血 6 malttё  les

coups.d6sirё.pardonコ 0 12)

フランソワーズにはビュトーの姿だけがはつきりと目に浮かんでいた。そして幾度か残酷

な仕打ちをされたにもかかわらず、彼女はビュトーが恋しく、望ましく、また一切を許し
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ていたのだ。閉じた瞼の裏にフランソワーズはビュトーの面影を求め、死とともに全ての

事実を大地の片隅に封印することを強く望む。

フランソワーズの視線には、この作品において重要な役割がある。ジャン、フランソフ

ーズ、ビュトーの二人の闘争において、ジャンの他所者の視線とビュトーの土地に根ざし

た者の視線、この両者の間でジャンからビュトーヘ移行する視線の役割である。二人の視

線のもつ役割が、視覚からの作用によつて徐々に激しさを増すという心の闘争の図式に、

更に他所者と土地の者とその両者の間で揺れる者という構図を生みだしているのである。

これまで検証してきたように、フランソワーズの描写にジャンからビュトーヘの彼女の心

の変化を見ることができる。彼女は死の床で夫に対して何も語らず瞳を閉じ続ける。そし

て自分の土地を夫のジャンに相続させる遺言書へのサインを拒み続ける。つまり、フラン

ソワーズは自分と同じ土地の者をかばい、夫ではあるが彼女にとつてあくまでも他人でし

かないジャンヘ土地を譲ろうとはしない。このことは、物語の結末でフランソワーズ自身

も結局はジャンとは異なる存在であり、この土地の人間、土地に執着する人間であること

を強烈に示していると考えられる。このように視覚的描写を用いて示されたジャンからビ

ュ トーヘのフランソワーズの移行は、人間が取り巻く環境や社会によって影響を受け規定

されるという自然主義小説としての立場に基づく実験的表象であつたとも理解できるだろ

う。フランソワーズの視覚的描写に瞳を閉じるという特徴を与え、彼女に自己の内面に潜

む真実を自覚していくという経過をたどらせることによって、農民特有の本性、すなわち

大地に対する執着、農地相続に伴 う土地の者、肉親間の特殊な連帯意識といつたものをゾ

ラは暗示したといえる。

3.日 そのものの描写が意味するもの 一フアンの日の描写を中心に一

これまで示した引用にも色や形状で表された日そのものの描写があつたが、ここではさ

らに、ビュトーの父フアン Louis Fouan(dit le pё re Follan)を 中心に考察を深めたい。

フアンの不幸は子供達に財産分けをしたことから始まる。ビュトーは土地だけでは満足

せず、鋭いまなざしでもつて父の隠し金を突きとめていく。フアンは疲れきり、傷ついて、

悲惨なまでに落ちぶれていく。彼の目に関する描写は、徐々に「生彩のない哀れな目」《ses

pauvres yeⅨ pales》
13)、 「虚ろな目」 《ses yellx宙 des》

14)の
ように具体的に描写され、
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一人の年老いた農民の衰退と悲劇を象徴的に表している。そして、最後にはフランソワー

ズ殺害現場を目撃してしまつたことで、ビュトーとリーズに焼き殺されてしまう。ところ

で、この作品の冒頭部分でフアンの弟ムーシュMichel Fouan(山 MOuche)の突然死が描か

れているが、死んでいるにもかかわらず何かを呪み付けるようなムーシュの日の描写は、

フアンの死の場面を暗示するものであると思われる。次の引用はムーシュが死ぬ場面のも

ので、死んだムーシュの日の描写は三度にわたり意味ありげに描かれている。

[¨ ]r∝il gauche,refel.1.6 trois fois d'lln coup de pouce,ダ obsthah a se rouwir,et semblait

rcgarder le mollde,[_.]15)

[… ]Li∝ il gauche,obsthё ment ouvert,regardait les vicilles sol市 es du plafond.16)

[… ]MOuche,abandonnё ,regardaitle plafond de son c」 f■xc,[…■
17)

そして、ビュトーとリーズに焼き殺されるフアンの死の場面では次のような描写となる。

[.…]Dans rabom血ble souf■ ance des bilures,le ptte.ma1 6toul発 .venalt dlouvrr les v(狙 L ct

ce masquc atroce,■ o二 au grand nez cass6,a la barbe hcendiё e,les regardatt ll eut llne

a■euse expression de douleur et de hame_Puis,toute la face sc(五 sloqua」 Illlollrut_18)

焼け焦げるひどい苦しみの中で、まだ死に切つていなかつたフアンは、かつと目を開 く。

そして真っ黒なむごたらしい顔を向け、苦痛と憎悪の恐ろしい表情でじっとビュ トー とリ

ーズを見据えたのだ。この二人が死ぬ場所もフアン家代々の同じ家であり、ムーシュの死

の場面で繰り返された日の描写は、フアンの死を暗示するものといつて間違いないだろう。

この苦痛に満ちた憤りを、二人が最後の一瞥に込めようとする点で象徴的な重なりをみせ

ている。だがこのことは、従来からのゾラ研究でよく指摘されるゾラ特有の単なる反復的

表現と安易に片づけてはならない。ここにこのテクストに秘められた重要なポイントがあ

ると考えられる。ムーシュの死で暗示的に示され、さらにフアンが目を見開いて死んでい

くという描写は、死の前で日を閉じ続けるフランソワーズを想起させる。この両者には、

隠された対比する関係があるのではないだろうか。フアンは全身を赤く熱く燃えさかる炎
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に包まれて死んでいく。それに対してフランソワーズは鎌で傷つけられ、その多量な出血

によつて全身を赤い冷たい血で覆れて死んでいく。どちらも読み手の感覚を鋭く刺激する

際だつた「赤」のイマージュである。フアンがもがき苦しみ激 しい憎悪を込めた目をして

死ぬのに対し、フランソワーズはその瞳を閉じ冷静さを高めて心に潜む真実に到産し、彼

女の意志、欲望を成就させようとする。 「赤」、 「熱」、 「死」、「墓」というキーワー

ドで両者の関連性を分析すると、フランソワーズに与えられている赤い冷たい血は、冷静

さ (フ ランス語で冷静さはle sang¨ froidで表現される)を暗示 しているように思われる。彼

女は目を閉じることで外の世界では燃やし尽くせない彼女の内なる魂の炎を、死とともに

完全燃焼させるのである。彼女の日の描写に与えられた特徴は、彼女の死に際において彼

女自身を自己完結させるものであり、自己を完全燃焼させるものとして機能したといえる。

このように見ていくと、目を見開いて死んでいくムーシュ、フアンの死は、自己完結でき

ずに死んでいく悲劇の人の死であり、ビュトーとリーズヘ向けられた炎の中でのフアンの

眼は、「火」のイマージュが持つ激しさによつて、彼の憎しみと怒りに燃えた魂を象徴的

に物語るものだといえる。

作品中、農民は大地に挑み続け勝利 しようと試み続ける。だが闘争の果てにどのような

人間も平等にその体内に呑み込まれてしまう。このことはフアンとフランソワーズが死後

並んで埋葬されていることにも示されている。そして、広大で雄大な大地というものと直

接戦い続ける農民の悲劇、宿命をゾラが暗示的に示そうとしたことが理解できる。ムーシ

ュ、フアンで繰 り返された日の描写はフランソワーズとの関係において、ゾラによつて意

図的に用意された方法手段であったといえるだろう。

焼かれるフアンの炎は、彼の命を奪つて燃え尽きるだけではない。次にこの炎がどう燃

え広がっていくのかに留意しなければならないだろう。つまり、フアンの死に関係する描

写から、目そのものの描写が伝承という意味でこの作品中に機能していると理解すること

ができるからである。フアンが焼き殺されるというエピソー ドは、この地方の農家の夜な

べの集いで繰 り返し話される伝説の一つ、「火あぶり党」の話の再現といえる。")夜なベ

で語り継がれる言い伝えや昔話は、人々の意識の中に浸透し、実際の行動となつて現れる

のだ。リーズは不意に「焼いてしまつたら」と呟く。
2の
そしてフアンの死で、伝説が再び

現実のものとなつたのだ。さらにもう一つ注目すべき描写がある。フアンがまさに焼き殺

される恐ろしい光景を見つめるビュ トー夫妻の子供たち、ジュール Julesと ロール Laureの
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日である。
21)そ してゾラは彼らの日そのものについて、フアンを埋葬する墓場の場面でま

た繰り返し詳しく描いている。

[… .]D錮己e“ Lise,les petits,Lallre et Jules,ne bougeaient pas,載 s sages,les bras crois6s,塁

vellx noirs ettout arands.2)

リーズの後ろには、ロールとジュールが非常におとなしく、腕を組みながらじつとしてい

る。しかしその日は大きく見開かれた黒い日と表されている。

Les Buteau partrent,pOussant devant ellx les erants,qul savaicnt et qui avaient l'ar tes

raisonnable,avec lellrs Arands veux noirs、 mucts ct profonds 23)

ビュトー夫婦は子供たちを前に歩かせて立ち去っていったが、子供たちはいつさいを知つ

ていながら、無言の、奥深い、大きな黒い目をして、いかにも分別のある様子だつたと描

写されている。農民の歴史は、伝説が語り継がれるように先祖代々親から子^・ とその視覚

を通して受け継がれる伝承の歴史なのである。ミッシェル・セールが、フアンの死の描写

を子孫における繰 り返しを示唆するものと記しているように、
2oこ こでゾラが反復法を用

いながら、日そのものを詳しく描写することによつて、具体的に循環性・伝承性を暗示 し

たと考えられるだろう。ジュールとロールの日に焼き付いたフアンの体を焼く炎は彼 らの

無意識の感覚に火種を移し、やがては大きな炎となることを暗示している。そして彼らの

日の描写は、ビュトーとリーズの墓穴が、既にジュールとロールの日の中に、黒く、大き

く、深く開かれて用意されていることを示しているのである。

ゾラは、農村社会における世代の連鎖、生と死の循環性を、日そのものを擢i写すること

で暗示したといえるだろう。

以上のように、視覚から内なる欲望の火を膨張させ、闘争の果てに悲劇的な死が血とと

もに具体化され、それがフアンに至つては現実の火として現れた。さらにこの火は、フア
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ンから地主ウール ドカンHOurdequmの 悲劇へと続き、ボル ドリー屋敷の火災、愛人ジャッ

クリーヌ Jacquelineの 破滅へと進展していく。ウール ドカンの愛人ジャックリーヌは、亡

きウール ドカンの妻の部屋で過ごすことを切望していた。後妻になり、彼の財産を共有す

ることが彼女の望みだつたからだ。この部屋の内部には、赤い木綿のシーツが掛けられた

寝台がおかれている。ここは、ジャックリーヌの視覚を刺激する特別な意味での赤い寝室

なのである。
25)こ の部屋を彼女が手に入れ、そこで寝起きするようになると、彼女の欲

望の炎はさらに激しい燃え上がりを見せていく。そしてこの心の炎の加速が、彼女の愛人

トロンTronの嫉妬や恨みへと引火し、ウール ドカンは殺され、物語の冒頭部分で赤い寝室

と不気味に暗示されたように、この部屋から燃え上がった心の炎が実際の炎となつてボル

ドリー屋敷は炎上する。ボル ドリー屋敷が燃えるということは、この屋敷の影の女主人で

あつたジャックリーヌ自身も火だるまになり、全てを失つたことを意味する。彼女の事実

上の死である。そして、この火をフアンとフランソワーズの墓の傍らから見つめ、既に全

ての事実を理解 し見つめ続けてきたジャンの第二者的視線が最後に用意されている。ジャ

ンは眼前の炎を眺めながら様々な思いにとらわれる。あくまでも他所者でしかなかつた自

分自身について、また農民の持つ宿命的な悲劇と闘争の空しさをかみしめながら。ボル ド

リー屋敷の赤く燃え上がる炎は、ジャンの心の中に10年間のここでの生活の終わりを決定

的に感じさせる。そして、ジャンはこの燃える炎に、彼の心の奥に潜んでいた戦場の火が

重なつてていく。この地で生きる場を見いだせなかつた彼は、もう自分には大地に挑む気

持ちはないのだからせめて武器を取つてこのフランスの地を守ろうと、戦場へ彼の意識を

向かわせていく。物語の結末で燃え上がった炎は、ジャンの10年間の農村での生活をも焼

き尽くしたことを意味し、読み手に作品全体が 「火」のイマージュに包まれていることを

強く感 じさせるのである。

『大地』という農民社会小説を視覚的描写と「火」のイマージュを軸として分析してき

た。作中人物に視覚を通して自己の内面世界に存在するものを集約させ、欲望の炎を燃え

上がらせる。そして、そこから燃え広がった炎が、さらに作品全体を包む火のイマージュ

ヘと連動していくゾラの象徴的手法を『壊滅』との関連において我々は具体的に理解でき

るものであるが、このことは第8章において考察したいと思う。

とにかく『大地』において、自然主義作家ゾラが、日に映るもの、日そのものについて

の視覚的描写を意識的に使用することによつて、自然主義小説の枠をはみ出すことなく、

19世紀後半の農村社会をより象徴的にまた劇的に示したといえる。このようなゾラの描写
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の特性についての分析が、『大地』のみならず、彼の重層的なテクストを読み解く上で不

可欠な多元的読みの一つの鍵となるということを強調しておきたい。

また、『大地』はその猥褻で凄惨な内容から世間の非難を浴びた作品であるが、第3章

での『夢』の考察を踏まえると、人間と自然との闘争というテーマを『夢』の直前で現実

味をもつて描き、『夢』の中で生きる上での理想の追求という純粋な読みに変換すること

をゾラが意図的に行つたと考えられる。『大地』は、人間の自然に対する挑戦であり、実

現できない農民達の夢想の追求でもあるのだ。

(言目L)

1)本章においては以下のテクス トを使用 し、註においては作品名 とページ数のみを略記す

る。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Emile Zol■ Zω Rθ″1″″■盈rcgγα″(la Plё iadc),Gallmard:

――Zα 7レrra,tome IV,1966.

2)『大地』が「ジル・ブラス」紙に連載中、Paul Bollnetaln,J H Rosny,Lucien Descaves,Paul

Margueritte,Gustave Guichesら ゾラの弟子 と称する五人が、細部の露骨な描写に反発 して

1887年8月 18日 「フィガロ」紙に「五人宣言」を発表 した。

3)Roger R■ poll,Rια″″ι′町 thι cカク Zθル,Champio■ 1981およ0ミAuguste Dezalay,乙 6ンι″滅賀

R″ ″ 磁

“

彼α4ESSα ′ル 7カ 知 Jogrθ
“

″α″ω 9νθフKlhcksieck,1983等 に 詳 し い 。

4)Roger R■ poll,Fascノ″α′わηι′ノ%ムαル彪fた ragα角ダカ
“
s′ 'αγνκ dυ Zοル,Les Cahlers namalistes

n°32,1966 Roger RIPoll氏 は『大地』の中で描かれている殺人行為が、どれも作中人物によ

る日撃 (視覚)と いう形で連続的に描写されている点について問題提起している。

Colette Becktt Zω  ttηκttiSSαys tt Zθわ,PIIF,1993 op338-342)の 中で も勧´おθ Rη
"′

″

(1867)における視線描写の持つ重要性 について指摘 している。

5)Zα ]υ″″らp377

6)乃′グ,p569

7)乃Z,p572_

8)乃′′,p602

9)乃だ ,p.707_

10)ルd,pp 743‐ 744
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11)Hellri Mi“ erandは Zθ ttFガθ′た

“

りθ,PUF,1987(p.73)の 中で次のように記している。

《Les camets de choses vues“鵞lent que ce ne sont nullement des artiflces“ corttiお,mais que

l'image etle symbolc sont hdissociables du premier coup d'cilje“ par Zola sllr le r6ol,mplicites

souvent,perceptibles par le seuljeu des comotatlons l函 cales,mais pr6sents touJOllrs derriき e les

mots Le sttbole nam avec la sensation,parce qu'1l est dans les choses La coulellr n'est pas plllre,

mais coIIIIIle m「ё雰 6e de signiicatiOn L'血 駆 essiolllnlslne cё de la place a l'expressiollrusme.》

このように色彩に秘められる暗示的・象徴的意味は重要であるといえる。また色彩の象徴

的な意味合いについては以下のものを参照した。

Jcan Chevalict Alam Gheerbrmt Dた ″θ刀″α′″虎s Syabθ Jgs,Robert Laront/Jupttet1982

Georges Romey,D′ ″o面″ルルSyzbο″gttι,Albin Michel,1995.

Nadia Jlllien,Dた″θ″″α″
`グ
υs sン
"bθ
JgS,Marabout,1989

12)ια 2セFra,p_754.

13)乃ノd,p.721

14)fb″ ,p.733

15)J♭′d,p459

16)fb′ d,p462

17)fb′″,p462

18)乃″ ,p793

19)作品中で「火あぶり党」は、強盗、殺人、農場荒らしなどをする集団となっている。

彼らの伝説的な残虐事件はいくつかあつたが、この作品の地でよく話題になるのがミルー

アール農場の略奪事件とされている。この事件は、農場主フーセの髪や髭や足などに藁で

火をつけて金の在りかを吐かせたという残虐なものであつた。フアンが殺される場面の描

写との関連性が指摘できる。ιαルrrg,pp.422‐ 424

20)乃 〃 ,p_793_[《 Si On le[Fouanl Ы ttait》 ,IIIlllrIIlllra Lise][ ]内 は 引 用 者 に よ る 。

21)乃′d,p793《 Affo16 dtta,Butcau poussa lln rugissement de fけ ellr,lolsqu'1l entendi ёclater

des sanglots a la pOrte c'6taient les deux pet■ s,Laure ct Jules,en chelllise,艶 veil16s par le bru■ ,

attiё s par ce■e grosse clartё ,dans cete chambre ouverte ns avaient vu,ils hurlaient d'c丑 ol》

22)fb′′,p802_

23)んだ ,p809

24)Michel Serres,ル π ι′s,yα策 ル b″″らZθL4,Bernard easset,1975,p329
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25)Zα ルrra,p.439.《 [¨ .]elle[Jacquelhe]comprenaltbien qu'elle ne seralt pas la vrale mdtresse,

tant qu'e■ e ne coucherait pas dans L vlelx l■ deぬ伍e,drapё  de cotolllnade rouge.》

[ ]内は引用者による。

乃Z,p.453.《 [… ]Jacqueline coucha dans ia chambre de feu Mme Hollrdequm C'6ta■ la belle

chambre,avec son grand lit au fOnd de l'」 c缶e tendue de rougΩ _》
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舞57墨義. 『圏した』 一叢書の構造におけるミクロコスモスー

これまで見てきたように、第9巻の『ナナ』以降、『制作』、『大地』と、作品中での

象徴的描写が加速度的にその領域を増している。社会風俗史的小説においても象徴的描写

の割合は、『居酒屋』等と比べると歴然としている。ところで、本章では、『大地』と第

19巻『壊滅』の関連を考察する前に、第17巻『獣人』に着日して、ゾラの象徴的描写にカロ

えて、彼の緻密な作品構成について考えてみることにする。

ゾラが叢書中の一巻に鉄道を舞台とした小説を選んだ要因として、鉄道の発展期を直接

体験したことなどが上げられるが、本格的に鉄道小説の構想を練り始めたのは1878年にメ

ダンの別荘を購入した後である。この別荘はパリ=ル・アーヴル線から近く、列車の通過

をいつでも眺められる場所にあった。1889年 5月 5日 から翌年 1月 18日 までの執筆期間中も

ゾラはこの別荘で『獣人』を書き続けた。

別荘購入から『獣人』執筆までのおよそH年間、別荘の真近を通過する機関車はゾラに

多様なイメージを与えたであろうし、フネイルウ事件(1882)1)、 バレーム事件(1885ア
)と い

つた実際に起こつた鉄道殺人事件も『獣人』執筆の重要な要素となつていた事は明らかで

ある。

ところで、ゾラの劇的ともいえる作品の構成能力は周知のことであるが、19世紀にお

ける現代性の象徴といえる鉄道を舞台に、ゾラがこの作品をいかに考案して創作している

かその作品構造をここで明らかにしたいと思う。

『獣人』には他作品以上に複雑で、しかも非常に緻密に計算された物語構造が感じられ

る。これは物語の筋に鉄道及び機関車の描写を効果的に取り入れては、様々な主題を巧み

に織り込んで物語を重層的にしているためだと考えられる。

当時、鉄道は時代の注目を集めた存在であり、そして生活を大きく変えた一つの事件で

あつた。画家、作家、写真家たちの中に鉄道を題材に制作に取り組む芸術家が数多くいた

ことは周知である。

例えば、モネの『サン・ラザール駅』(1877)な どは人々のよく知るところである。だが

ゾラが『獣人』を執筆するに至ったのは時代の注目度だけではなく、鉄道という素材にゾ

ラが独自の表現手法を可能にさせる要素を認めたからではないだろうか。ゾラにとって非
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常に斬新で且つ身近かに感じられた鉄道及び機関車は、作品の中でどの様に具体的に用い

られているのか、『獣人』の作品構成と彼の表現手法を中心に分析して行きたいと思う。

1.作品構造の二重性

『獣人』は、12章で構成されており、章から章へは鉄道によつて物語の舞台が移り変わ

るように描かれている。パリ=ル・アーヴル間を繰り返し走る鉄道を軸に筋が展開してお

り、各章毎にパリ、クロワ・ ド・モーフラ、ルーアン、ル・アーヴルと場所が移動してい

く。鉄道 (機関車)での移動という設定は、章と章との切れ日を違和感のないものにし、

章の間に日に見えないつながりを感じさせる。また登場人物の時間的経過による心理変化

の描写にも効果的な作用を及ぼしているといえる。

各章は、ほとんど一つの場所を舞台に構成されている。ゾラは、パリ、クロワ・ ド0モ

ーフラ、ルーアン、ル・アーヴルに、それぞれの場所が持つイメージを伴わせ、その地に

ある種の意味をもたせている。パリは事件の原因となる事実を主人公達が知り確認する場

所であり、パリで真実を知った主人公達はまた列車に乗リル・アーヴルヘ向けて移動する。

ル 0アーヴルは新たな展開を暗示する場とされており、クロワ・ ド・モーフラは全ての惨

事の集中する死臭漂う"魔の通過′点"と いう印象を強烈に放つている。

以上の事に注目しながら「章」と「場所」と「物語の筋」の三点から『獣人』を分析す

ると、作品は章構成において二重構造を成している事が理解できる。つまり、この作品は

大きく二つの構造に分けることができ、1章から5章までを第一部、6章からH章までを第

二部とする見方である。第一部はル・アーヴル駅助役のルボーとその妻セヴリーヌの愛情

関係から始まったグランモランGrandmorln殺 人事件を中心に筋が展開し、グランモラン殺

人事件は第一部の中で一応の決着が出されている。第二部では、第一部の事件をきつかけ

として出会ったジャック Jacques Lantier(『居酒屋』の主人公ジェルヴェーズの次男)と

セヴリーヌ Sёverllleが恋愛関係に陥り、そこから新たな殺人事件が生み出されていくとい

う形態が採られている。つまり第一部と第二部は、似かよつた展開と主題の繰り返しを持

ち、照応関係のあることが解る。

第一部ではまず最初の殺人事件があり、徐々にその原因が突き止められて行くが、第二

部では様々な要因から新たな殺人事件へと発展している。つまり第一部から飛び散つた火
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が第二部でまた次の殺人事件を生みだし、第一部の裏返しのような形で燃え広がつていく

のである。そして最後の12章で第一部と第二部は共に燃え上がって一つになり、何もかも

滅ばしてしまう大きな炎となる物語構造となつているのだ。

この様に見ると、ゾラは鉄道を舞台にすることで物語の筋に二重構造を与え、作品に重

層的空間を創造したと理解できる。そしてさらにその二重構造の間に微妙な筋の一致と暗

示的な伏線的要素を散りばめることで物語をより巧妙に組み立てているといえる。

第一部ではパリで妻のセヴリーヌとグランモラン裁判長の過去の愛人関係を知つたルボ

ーが逆上して殺人を決意し、パリ発ル・アーヴル行き6時30分発の列車に乗る。そして途

中のクロワ・ ド・モーフラでグランモランを殺害する。第二部ではル・アーヴル発パリ行

きの 6時40分発の列車が、深い雪のためにクロワ・ ド。モーフラで埋もれてしまう。そし

てその列車の機関車ラ・ リゾン号は、クロワ・ ド・モーフラで停止してしまつたために次

の殺人事件の火種がこの地で点火 し、9章から11章においてル・アーヴル発パリ行きの列

車が、このクロワ・ ド・モーフラで脱線させられ大惨事となる。

それでは、事件のより具体的な経過をたどりながら作品構造を見てみよう。

第一部 1章、 「パリの部屋」においてセヴリーヌは夫のルボー Roubaudに グランモラン

について告白させられ、ルボーがその場所で殺人を決意する。第二部8章でも1章と同じ「パ

リの部屋」でセヴリーヌはジャックにグランモラン事件について告白してしまう。そして

ジャックも同様にその部屋でルボー殺害を決意している。ルボーが殺人の凶器として使 う

ことになる「ナイフ」はセヴリーヌからおみやげとして第一部1章で渡されたものであり、

第二部8章で、今度はジャックがルボー殺害のための凶器としてセヴリーヌから意識的に

この 「ナイフ」を手渡されている。第一部、第二部の二つの殺人事件はどちらもセヴリー

ヌをめぐる愛情から発生し、彼女を筋の展開における要としている。

第一部2章でジャックは偶然列車内の殺人現場を「日撃」してしまう。この 「日撃」は

第二部H章で何者かにセヴリーヌが殺害されるのを石切工のカビューシュCabucheが 「目

撃」するという形で現れる。この二つの「日撃」の真相を知つているのはジャックであり

真実の呈示はどちらも裁判において彼にゆだねられる。

第一部5章で政務官カミーラモットCnmy― Lalnotteは グランモラン事件の証拠となる「手

紙」をセヴリーヌの説得とグランモランの名誉のために公にすることをやめる。そしてこ

の「手紙」は第二部H章でも二つの事件を結びつけ事件の何もかも明白にする証拠として

現れる。

106



しかし、カミーラモットはここでも事実を公にせず、この証拠を蝋燭の炎で永遠に闇に

葬ってしまう。二つの事件を燃えつくそうとするこの「蝋燭の炎」は、ラス トシーンの暴

走する機関車の真つ赤に燃える「石炭の炎」と照応し、かくして第一部と第二_部が終章で

「炎」によつて一つに結びついていると読者に強く感じさせるのである。

以上の様に線路に沿つて (パ リ=ル・アーヴル間のビス トン運転)物語を展開させるこ

とにより、ゾラは物語の二重構造の中にさらにテーマの繰 り返しを織り込み、筋に作用す

る伏線的要素をさらに散りばめることで、章と章との微妙な関係を持たせるよう配慮 して

いることが解る。そしてこのことは、作品をより劇的に演出する効果をあげているといえ

るのである。

小説における章構造の二重性について述べたが、そのことに加えて物語の筋の展開と機

関車のイメージ描写との二重構造も注目すべき重要な点であるといえる。

鉄道及び機関車は 「馬」にたとえられたり「蛇」にたとえられたりして物語の進展に直

接的に作用している。鉄道は、殺人事件が起こり、物語が進むにつれて徐々に死と破壊の

シンボルとなっている。そしてパリ=ル・アーヴル間の鉄道そのものが大地に長々と横た

わる「大蛇」のように描写され、毒々しく鼓動するクロワ 。ド0モーフラという心臓を持

つ怪物となつて作品の中で表現されて行く。

この大蛇のイメージは、作品の冒頭部分でセヴリーヌの指にはめられている蛇の指輪と

して暗示的に描写されている。グランモランから贈られた真つ赤なルビーの頭を持つ蛇の

指輪が原因で、セヴリーヌはルボーに全てを知られてしまい、事件の発端となる。蛇の指

輪が物語の中で機関車にたとえられ、大地に横たわるクロワ・ ド・モーフラという心臓を

持つ大蛇となって破滅的イメージを色濃くしていくことと、ルボーのグランモラン殺害事

件をきっかけに物語が破滅へと向かい鉄道が壊滅的イメージとして描写されていくことが

象徴的に重なり合つて行く。

以上のことから『獣人』には章構造において二重性が存在し、筋においても二重構造が

創られている、またそういつた構造の中に ドラマを盛り上げる効果として多数の想像力を

刺激するイマージュを巧みに織 り込み、作品全体を一面的でない重層的空間にしていると

いえる。

107



2.筋の重層的展開構造

ここでは、ゾラの巧みな作品構造の上に、さらに巧妙にかつ劇的に展開する物語の筋を

検証していくことにする。

作品の筋は常に登場人物達の個人的な欲望や衝動から社会的事件へと発展している。ゾ

ラは愛情、憎しみ、後悔といった個人の内面の世界を作品の中で繰り返し描写してお り、

そういつたものが引き金となつて大惨事や大事件に直接発展する形態をとつている。

ゾラの作品には登場人物達の三角関係によつてドラマが展開するパターンがよく用い

られている。例えば『テレーズ・ラカン』、『居酒屋』、『ジェルミナール』等その他の

作品にも類似するパターンが見受けられる。しかし『獣人』においては作品の最初から最

後まで次々と登場人物達を組み合わせ、そこから事件が発生し大事件へとつながるように

構成されている。ここで注目すべきことは、当時鉄の黒い塊で女性的印象からほど遠い機

関車をゾラが「ラ・リゾン号」と名づけ、機関士の愛情の対象として登場させている点で

ある。

それでは、物語の筋を追いながら登場人物の間の様々な三角関係の図式とドラマの進展

を具体的に見ていくことにする。

ルボーがセヴリーヌとグランモランの関係を知ると、列車内で夫妻がグランモランを殺

害する事件が起こる。ジャックがセヴリーヌに心を奪われラ・リゾン号に対して愛情が薄

れると、ラ・リゾン号はクラフ・ ド・モーフラで雪に埋もれる。ジャックを慕つている踏

切番の娘フロール Floreは、嫉妬心からセヴリーヌとジャックの乗る列車を脱線させ、乗

客を巻き添えにした大惨事となる。そして二人の殺害に失敗したフロールは自ら命を断つ。

セヴリーヌとジャックとルボーの三角関係からは、必然的にルボーの殺人が計画されるが、

女の肌を見ると殺意の生じるジャックの性癖によつて逆にセヴリーヌが殺されてしまう。

カビューシュがセヴリーヌに思いを寄せ、セヴリーヌ、ジヤック、カビューシュという三

角関係が成り立つと、カビューシュはジャックに代わつてセヴリーヌ殺害の容疑で捕まり

終身刑となって死んだのも同様の身の上となる。火夫ペクーPecqucuxの愛人フィロメーヌ

Philommeがジャックに思いを寄せるようになるとジャックとペクーは彼女が原因で喧嘩

をはじめ暴走する列車から転がり落ちて二人とも死亡してしまう。そして機関車は幽霊列

車となつて暴走していく。
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このように、物語を通して事件は三角関係による登場人物達の心の葛藤から常に生じ、

次々と切れ目なく繰り返されていく。しかも機関車を擬人化し女性化して登場人物に加え

ることで、一貫した鉄道物語としての展開構造を可能にしているといえる。

さらに、終章のクライマックスでは、ゾラはこの鉄道物語における機関士、機関車、火

夫の崩壊から起こる事件を「ルゴン=マ ッカール」叢書全体のクライマックスである第二

帝政崩壊の歴史的事実と重ね、この事を暗示する物語にしたと考えられる。パリ=ル・ア

ーヴル間を従順に往復し走り続けるはずの列車が、最後にはその枠を越え柵を打ち破つて

理性を失つた獣のように死の戦場へと酔つぱらつた兵士を満載して暴走する。ゾラはここ

に「第二帝政そのものの死」を暗示したと考えて間違いないだろう。

以上のことから、ゾラが様々な三角関係を構成する登場人物達の個人的欲望、及び衝動

と事件とを密接に関連づけ、さらに機関車の特徴を描写に活かしながら鉄道世界の構造を

利用することによって、作品の中に重層的空間を創り出したと理解できる。

3.鉄道 (機関車)に関連する描写がもつ象徴性と二面性

これまで、『獣人』の構造についてその重層性を指摘してきたが、ここではゾラの特徴

ともいえるコントラス トを際立たせた描写と鉄道 (機関車)と の関連で考察し、ゾラがそ

れらを作品に織り込むことでさらに小説構造の重層性を高めている点を検証してみたいと

思う。

走る機関車の描写には、様々なゾラ特有の表現が用いられている。機関車の真つ赤に

燃える「火」と真つ白な「雪」、機関室の「暑さ」と「寒さ」、機関車が走る時の「激し

さ」と停車している時の「静けさ」、 トンネルを走るときの「暗さ」と外の「明るさ」、

線路際の死体の血の「赤」と雪の「白」、この様な機関車と共に描写された対照性の強い

表現は、登場人物達の心理に感覚的に直接作用し、衝動的な感情の激変を生み出す効果を

上げていると考えられる。

物語の中で列車がパリ=ル・アーヴル間を往復運転することによつて、列車の内部 (客

車内)の世界と列車の外部の世界に空間を分けることができる。しかし、この二つの空間

があるとはいえ、常に=方から他方を見つめるだけの一方通行のものでしかない。すなわ
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ち、客車内から外部を見る登場人物の視点がなく、常に外部からこの四角い客車の空間に

のみ登場人物の視点や意識が注がれているのである。

例えば、クロワ・ ド・モーフラで行き交う列車を死の床から見つめるフアジーPhasieお

ばさんの目や、列車内の殺人現場を目撃するジャックの視線、ジャックとセヴリーヌを目

を皿のようにして捜す踏切番の女性フロールの視線などである。それに比べて客車内の乗

客は外部に全く関心がなく、異次元の空間のように描写され、外部とははっきりと区別さ

れたものになつている。

ところで、この客車内の空間を、ゾラが第二帝政の象徴として描いたとは考えられない

だろうか。常にこの物語の中では、いろいろな人間の思惑や情念がこの客車内に交錯 し混

沌として充満していく。そして列車は例の最後の破局へとつながるのである。客車内の空

間を第二帝政のミクロコスモス化とすることで、政体自体が庶民と無関係なものであり、

一方的な異質な世界であることをゾラは示したのかもしれない。

また、流れていく時間と止まった時間という二つの時間の二面性がこの作品には存在し

ている。流れていく時間は、鉄道における時刻表の時間であり常に規則正しく過ぎていく。

止まつた時間は、後悔または恐怖という形態で心の中に記憶とともに留まる時間を示 して

いる。グランモランを殺害したルボーとセヴリーヌは、列車内での殺人行為とその瞬間を

心の中から消すことができず、列車に乗るたびにその時間を鮮烈に思い出す。そして、そ

のために最後にはその時間を抱いたまま一方は死に、また他方は終身刑となる。

このことは、グランモランの懐から奪った 「時計」と「鎖」に象徴的に示されている。

証拠となる「時計」を床下に隠した二人は日々その床下におびえる。 「時計」は殺人事件

の時刻を指したまま止まつており、「鎖」は彼らがその時間に縛られ逃れられない事を暗

示していないだろうか。

このように表現された二つの時間は何を意味するものだろうか。流れ去る時間は、人々

とは無関係な政治 。政体の流れであり、ある時刻をさしたまま止まつてしまつた時間は、

「第二帝政崩壊」という強烈な ドラマを目撃したゾラの心の中で消えない時間を示 してい

るのかもしれない。

列車内での殺人事件という設定によつて、ゾラは鉄道と司法界とを結びつけ、第二帝政

を象徴するこの二つの世界を作品の中に存在させている。ゾラは物語の最初から最後まで、

殺人事件の真相を読者に提示している。しかし、物語の中では何一つ真実が真実として明

らかになることはない。愛憎から始まった列車内殺人事件は殺されたのがグランモラン裁

110



判長だったことで一躍社会的犯罪小説としての色を濃くしていく。だが、グランモランの

名誉と社会的なことを考え合わせ、政務官カミーラモットは真実を闇に葬る。作品中のど

の事件においても事実が隠ぺいされ、虚偽のみが完全なまでに探求推理され立証されてい

く。この様子をゾラは常に読者に見せつけるのである。真実と虚偽を表裏一体で表現する

ことでゾラは正義と悪の紙一重の差を、正義が正義として通らない社会の矛盾を示し、権

力への人間の弱さや一つの真実がどのように歪められ社会の中に埋没していくのかをこの

作品で強烈に示したといえるだろう。

作品タイ トルの『獣人』肋膨た乃νπttι に象徴されるように、この物語はそれぞれの人

間の中に存在する人間性と野獣性という二面性を強烈に描写している。人間性を理性的、

野獣性を衝動的と考えると、ルボー、フロールの父親ミザールMisard、 ジャックは、非常

に理性的な思考を備えている反面、情欲に駆られるや非常に野獣的に描写されている。ル

ボーやミザールの愛憎的 0情欲的殺人とジャックの衝動的殺人とは別のものであるといえ

る。しかし、野獣性の中でも特にその特徴的ともいえる衝動性を強調させるためにルボー、

ミザールとは別の理性のない衝動的殺人をゾラはジャックに与えているのではないだろう

か。理性を衝動的に失うというゾラの繰り返す表現の意味は、クロワ 0ド・モーフラの踏

み切り近くの小屋から列車を眺めているミザールの妻フアジーの台詞となつて暗示的に示

されている。

《Ah!C'cst une belle invention,1l n'y a pas a dre on va vite,on est plus savant… Mais les

baes sauvages restent des betes sauvages,ct on aura beau mventer des lnё c面ques lneillellres

encore,」 y aura quand mane des baes sauvages dessous》
3)

この「機械」はすなわち「機関車」のことであり、この「機関車」を第二帝政時代の現

代性そのものと考えると、黒い鉄の塊はやはり第二帝政そのものを象徴していることにな

る。そして、第二共和政の時代を体験し、その時代から第二帝政を振り返り小説を書いて

いるゾラであるからこそ示せる回答が機関車に喩えられて表されているように思う。どん
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な政体になつてもやつぱり中身は変わらぬ野獣であるという声が、テクス トの編み目から

聞こえてくる。

政体というものは帝政であれ、共和政であれ、理性的に走つているように見えても些細

な衝動で理性を失つた獣のように道をはずれ暴走してしまうものだということを、政界の

腐敗や社会不安の増大している世紀末も近くなつた時点でゾラは伝えたかつたのではない

だろうか。その意味では当作品は帝政批判であると共に、第二帝政期と実態の変わらぬ第

二共和政批半Jを も込めた作品であるといえるだろう。

そしてもう一つ付け加えておくべきことは『獣人』が第19巻『壊滅』への暗示的・伏線

的小説として叢書内で機能しているという点である。普仏戦争により軍隊を一九として戦

場へ投入させるという鉄道の持つ軍事上の重要性が作品の最後で強調されて物語が終わっ

ている。このことは第9巻『ナナ』の結末と重複している点から考え合わせると、ゾラの

中で第19巻への繰り返す暗示的効果、叢書全体を劇的に盛り上げる効果をこの作品に担わ

せていると理解できる。

以上のような考察を踏まえると、『獣人』の世界には、ゾラが叢書全体で表そうとする

第二帝政社会とそこに生きる人間の様々な姿が、ミクロコスモス化されて集約されている

ように思われる。鉄道という19世紀を象徴する世界を舞台に、叢書の構想から引き継がれ

る遺伝的要因を筋の展開に十分に機能させ、人間の欲望と犯罪を提示しながら、真実を裁

く司法界へも告発的意味を込めて作品は創造されている。ゾラは叢書第17巻 という作品の

位置を十分に考慮し、それまでに執筆された作品を現代性と欲望のキーワードで結びつけ、

さらに第19巻『壊滅』に至るまでの段階的役割をこの作品に与えていると考えられる。

作品の章構造及び筋の展開構造を分析しながら『獣人』のもつ重層性を確認し、物語の

中に織り込まれた様々な主題の二面性や象徴性を考察して緻密に構築された作品構造を分

析した。ここに、叢書全体における構造の縮図を見ることができるのではないだろうか。

ゾラが『獣人』の創作で行つた章の構成と物語の筋は常に諸要素が波及し合い、関連し合

つて展開を見せている。一作品におけるこのような分析は、叢書全体が各作品間において

また相互に関係づけられ創造されていることを示唆するものではないだろうか。
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第 8章.『壊滅』 一『大地』との関連で一

ゾラが、1887年の第15巻『大地』でジャン・マッカールを主人公に農村社会を描き、1892

年の第19巻『壊滅』で再びジャンを中心人物として登場させていることは第6章ですでに

述べた。同一の主人公が登場するとはいえ、農民小説と戦争小説というそれぞれ独立した

作品として我々はもちろん読むことが可能である。しかしながら、ゾラの戦争に対する姿

勢や、彼が叢書をもつて第二帝政社会をいかに表わしたかを深く理解するためには、この

二作品の関連性に注目して読むことが重要に思われる。そこで本章では、『大地』との関

連性に注目して『壊滅』を考察してみることにする。
1〉

ゾラは、ジャンが主人公にしては、少し控えめな存在であるのはなぜかという『大地』

の読者からの問いに対して、1887年 12月 3日 付けの手紙で次のように答えている。「ジャ

ンは少し目立たない役割を演じている。彼は行動せず、忍従する。そしてそれは私の叢書

全体の計画における重要な帰結のためである。というのは、私はジャンを私の戦争小説の

ために控えておかなければならなかった。叢書全体はそれが完成したときにしか判断され

ることはないだろう。」
2)こ の言葉は、ゾラがすでに『壊滅』を意識しつつ『大地』を

書き、両作品のいずれにおいても主人公ジャンに重要な役割をもたせようと意図していた

ことを示している。そこで本章では、ゾラがジャンを『大地』と『壊滅』の中心人物に設

定した必然性の考察を軸にして、第6章で触れてきた『大地』の中に暗示的に示されてい

る、自然と人間、土地をめぐる争い、農民の大地への執着や情熱といつた主題、および『大

地』における主人公ジャンの視線の特徴や作品に存在する火のイマージュに再び注目し、

それらとの関連を中心に『壊滅』を考察してみたい。

1.両作品におけるジャンの視線の特徴

我々はゾラの小説に接すると、作中人物の視線や日そのものに関する描写が多いことに

気づく。例えば、人、事物、風景に注がれる作中人物たちの視線による描写、また彼らの

それぞれにある種の役割を担わせるための視線や視点、さらに色彩や形状などで表わされ

た彼らの目そのものの描写などである。特に『大地』には作中人物たちの描写に、ゾラの
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意図的な目の使用が感じられることは既に指摘した。『大地』が『壊滅』を意識して書か

れた小説であるならば、『大地』で表わされているこの視覚的描写が『壊滅』においても

重要な要素を秘めているのではないだろうか。そこでまず、『大地』の内容についての概

要と作品中でゾラがジャンに意識的に与えていると思われる視線の特徴について振り返つ

ておきたい。

作品『大地』は周知のようにボース平野を舞台に農村社会の実態を悲劇的に描いた小説

である。主人公ジャンは、イタリア戦役 (1859)に従軍し、ソルフェリーノの激戦を経て、

軍隊生活に嫌気が差し、軍を除隊後、農民として生きることを望んでボースの地にやつて

来る。ジャンの他に『大地』における重要な中心人物としてビュトーの存在があげられる。

ゾラはビュトーに情念的衝動に支配される性格を与え、極めて自己中心的な視線をもたせ

ている。つまり、ビュトーで土地に根ざした農民の典型を表わし、主人公ジャンよりもビ

ュトーの思考や行動に物語展開の主導的な役割を与えている。これに対して、都会から田

園生活を求めてやって来たジャンには、第二者的・傍観者的な視線を与え、農民とは異な

る「他所者」ёtrangerと しての立場を際立たせている。つまり、ジャンの視線は『大地』に

おいて農民と農村社会を客観的に見つめるものとなつているのである。次の引用は、巻末

に近い部分で、自分の妻も殺されるという悲劇的体験をしたジャンの心中の思いを自由間

接話法で示したものであるが、ここに農民になりきれない彼の「他所者」としての位置づけ

を読み取ることができる。

[… ]Jalnais il ne devait deventt lln vrai paysan.II n'ё talt pas nё  dans ce sol,1l re■ a■ 1'ancien

ouvrier des villes,le troupier qul avait fait la c,mpagne d'Italie;et ce que les paysans ne

voient pas,ne sentent pas,lui le voyalt,le sentait,la grande paix triste de la plalne,le souffle

puissant de la terre,solls le soleil et solls la pluic.[… .]Si la terre ttltt calme,boIIne a celx qui

l'ailnent,lcs villages collё s sllr ellc collllme des nids de vel.lline,les insectes humahs vivant de

sa chair,surlsaient a la dё shonorer ct a cn empoisollncr l'approche 3)

このような、農村社会での過酷な悲劇的体験が、ジャンを農民として生きることに絶望さ

せ、軍隊に復帰することを決意させるに至る。
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以上が『壊滅』へと続く『大地』の結末である。ここで注目すべきことは、『大地』に

おけるジャンの第二者的・傍観者的な視線が『壊滅』においても引き継がれているという

ことである。この点に留意しつつ『壊滅』について検討してみよう。

『壊滅』は、1870年の普仏戦争、第二帝政の崩壊、プロシア軍のパリ攻囲、つづくパリ・

コミューヌの成立、コミューヌ側とヴェルサイユ政府軍との内戦という歴史的大事件を描

いた戦争小説である。物語は、ジャン 0マ ッカールとモーリス・ルヴァスール Ma面ce

Levasseurと いう二人の兵士の友情を中心に進展していく。モーリスは、ジャンの分隊に配

属された、都会育ちの若い神経質なインテリ兵で、学のない農民出のジャンとは対照的な

人物として描かれている。ゾラの作品準備ノー トによると、ジャンは「大地に愛着を抱い

た、精神の健全な実直なフランスの魂そのもの」 《1'he meIIle de la■ ance,ёquillbr“ et

brave,bien qu'attactte au sol》 いわば「フランスの伝統的理性」 《la宙cille raison ian9aise》

といつた人物と定義されている。一方、モーリスは、祖父譲りの「ナポレオンヘの愛着」

《des attaches napo16olliclllnes》 をもち、「軽薄で見栄つ張りなエゴイスムの持ち主」《latete

cll l'air,1'6golsme vamtellx》 、いわば「フランスの悪しき部分」 《la mauvalse partle de la

France》 、「頭でつかちの共和主義者」《RфttliCandetete》 として性格づけられている。

4)『
大地』におけるビュトーのように、モーリスの感情、行動も、物語の筋に強い作用を

及ぼす。それに対してジャンの視線の特徴は、このモーリスを常に脇から観察している視

線なのである。

[__]la sOumrance dc Maurice,surtOut,1'[=Jean]attendrissatt 11[=Jean]le sentait s'affablir,

11 le regardatt d'Ш ∝」hquict,[… _]5)

Jcan le[=Maurice]regardait,6tolm6 de cet orgucil saignant,mquiet de surprendre de

nouveau dans ses yellx cet ёgarelnent de folie qu'正 avalt reFlllarquё daa 6)

Pcndantlajollmё e,Jean n'avalt eu que la prё occupation de sllrveiller NIlallrlcc,qu'1l senta辻

capable de toutes ies extravagances.7)

このようにジャンは常にモーリスの傍らで、彼を見守り続ける。
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以上のことからジャンの視線の特徴が『大地』と『壊滅』において、それぞれの世界を

客観的に観察する立場を担わせるものとなつていることが理解できる。

2.ジャンとモー リスの関係 と両者の意識の変化

先ほど触れたジャンとモーリスの対照的な位置づけからも理解できるように、彼らは最

初相容れぬ関係にあった。しかし、戦渦の中を共に生き抜くうちに、心が堅く結ばれ、作

品中、徐々に二人が完全な一つの存在であるかのように描かれていく。例えば次の引用は、

二人に強い親密感が生まれ激しく抱擁する場面のものである。

[¨ .]Et ils se serralent d'wle ёtremte фerduc,dans ia■a働面t6de tout ce qu'ils venJent de

souf■ ir ensemble l etle baiser qu'1ls 6changё rent alors lellr pamt le plus doux et le plus folt de

lellr vie,lln baiser tel qu'ils n'en recevraient jЯmais d'Шle femme,1'immOrtelle nm五ёフ

1'absolue certitude que lellrs deux cα ttrS n'Cn faisaient plus qu'tln,pOllr touJOllrs )

しかし、二人に与えられた性質の違いは、スダンにおける敗北、皇帝の失脚、パ リ攻囲

と、事態の急激な変化 と進展につれ、モー リスはコミューヌの兵士として、ジャンは正規

の軍隊の兵士として二人を分かつことになる。次の引用からもジャンとモーリスの戦争に

対する意識の違いを読み取ることができる。

《[… ]MOi[=Jean],la politique,la Rф ublique Ou l'Empre,je m'en suis tottollrs flchu l et,

auJourd'hui comme autrefois,lorsquc je cult市 als mon champ,je n'al jamals“ sitt qu'une

chose,c'cst le bOnhellr de tous,le bon ordre,les borlnes arares¨ [¨]》
9)

ジャンのこのような言葉は、国の政治体制がいかなるものであろうと、ひたすら平和で穏

やかな生活を望む民衆のそれを代弁し、一般的な反戦論者としての彼の立場を表明してい

る。これに反してモーリスは、自然界において闘争が繰り返され、強いものが生き残り、

進化を遂げてきたのと同じように、国家においても存続していくためには戦争は必然のも

のであるという考えをもつている。例えば次のようにゾラはモーリスを描いている。
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[… .]Ma面 ce songeatt a la guerre n`cessah,la guerre qul est la宙 e meme,la loi du monde

N'es●ce pasl'homme pitoyable qui a ntrodultl'i“edejllstice ddcpa軋 lorsquc l'Inpassble

namen'est qu'lln continuel champ de inassacre?10)

このように表わされる二人の対極的関係は、内乱における二つのフランスを具象化するも

のと理解できる。
11)

ところで、ジャンは物語の結末で、政府側とコミューヌ側のパリでの戦い、歴史的にも

有名な「血の一週間」の混乱の中、モーリスとは気づかずに彼を銃倹1で突き刺し、致命的

な傷を負わせてしまう。モーリスは死の間際、朦朧とした意識の中で、ジャンヘ次のよう

に語る。

《Mon vleux Jean,tu es le simple ct le solide.… Va,va!prends la pioche,prends la truelle!

etretollme le champ,et reb“ s la malsOn!_Moi,tu as bien falt de m'abate,puisquejつ て価 s

l'l」cむe col16 a tes os i》

Ⅱ dёlra cncore,ll voulut se lever,s'accouder a la fenetre

《Pans mle,rlen ne restera_¨ Ah!cette flalnIIle qui emporte tout qui騨 缶■tout,je l'al

vouluc,oui!elle fait la bOlrlne beso8■ le… [¨]》
12)

モーリスは、パリの街を燃やし尽くす炎を見つめながら、この火を浄罪の炎、そして浄化

の炎と捉える。炎によつてすべての腐敗を焼き清めた後、そこから新しく再生するために

は、戦争を必然のものと考えていた自分のような人間ではなく、畑を耕し、大地を心から

愛する、土地に根ざした人間が不可欠なのだという思いを抱くに至るのである。このモー

リスの意識の最終的な変化は、戦場で農民の姿をたびたび捉える彼の視覚に深い関連性が

示されているように思われる。『壊滅』の中では、激しい戦場における農民についての描

写が、頻繁に挿入されている。そして、その農民の描写がジャンではなくモーリスの視点

から繰り返しなされていることに留意すべきだろう。次の引用は、激戦の合間にモーリス

の目が捉える農民の姿である。
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[… ]Et,collllme il tomait la tete,il缶 廿ёs surpns d'apcrcevoき,au fond d'lln vallon ёc轟 ,

pro“g6par des pentcs rudes,lln paysan qui labouralt sarls l強 te,,ollsSant Sa chanuc attelё e

d'un trand chcval blanc.Pollrcuoi Derdre un iollr?Ce n'(先 ait DaS parce ou'on se battalt ouc lc

13)
b16 cesseralt de crol廿e etle monde de宙 vre.

そして、ようやく戦渦を逃れて落ち着きを取り戻したモーリスが、何気なく目をやる風景

に、またゾラはほとんど同じ文章を反復的に挿入している。

[… l il htttts surp五 s de revor,a sa droite,au fond du va1lon ёc額

“

,pro“ gё par des pentes

rudes,le paysan qu'1l avait vu le mam et qui contm1lnit a labOlrer salls h盆 に,oollssant Sa

charruc attelё e d'lln grand cheval blanc_Pollrouoi perdre un iour?Ce n'ё tait pas parc…

sc bamlt cuc le b16 cesserat de crohe ctle monde de vlvre 14)

特に下線部は全く同じ文章である。この繰り返しは、よく指摘されるゾラの反復法の一つ

だろうが、安易に片づけてはならない重要な要素を作品の結末に向けて秘めているといえ

る。
15)先
に引用した死の間際にモーリスがジャンに語つた「大地への回帰」を示唆する言

葉も、モーリスの目がとらえた農民の光景が、彼の心の中に無意識の重い心象となつて重

なつていった結果としての言葉であったのだ。つまり、常に大地と格闘し続けている農民

こそが国家を支え、社会を再生するのだという認識にモーリスが到達していく過程を示す

ためにゾラがモーリスに農民を眺めさせたと理解してよいだろう。

ところで、モーリスの生きざまや悲劇的な死、ジャンに向かつて発せられたモーリスの

最期の言葉は、彼を観察し続けてきたジャンに決定的な影響を与えることになる。農村社

会で悲劇的体験をしたジャンが、その経験を忘れぬまま、今度は戦場での生と死を体験す

ることになる。この二作品においてジャンが歩む道程は、自己の生きがいを見出すための

幸福追求の旅だと言い換えることができる。ジャンはモーリスと出会い真の友を得るが、

『壊滅』の結末でジャン自身が彼の分身といえるモーリスを死に至らしめ、その結果、最

大の悲劇を体験するのである。そしてこのような農村社会と戦場との悲劇的体験の累積か

ら、ジャンは自己の意思を集約していく。次の引用は炎上するパリを前にしてのジャンの

失意、希望、そして決意を示す作品の最終部である。
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Jean,plein d'an30iSSe,se reto― a vcrs Pans[¨ ]Paris entier Ы01ant ahsi qu'llnc fasche

gttte,une antlque foret sё che,s'cnvolant au ciel d'lln coup,cn un vol de flnmmё chcs et

d'ahcenes?[… ]

Alors,Jean eut llne sensation extraordhaire.11 lui sembla,dans cette lente tomb6e dujollr,

au―dessus de cette ci“ en ialnmes,qu'llne allrore daa se levait.[..]Et pourtant,par― dela la

foumalse,hurlante encore,la vivace esperance renalssait,au fond du grand ciel callne,diune

limpiditO souverane. Clё talt le raJeunissement certain de r6temelle name, de l16temel10

humanit6,le renouveau promis a qui esptt et travaillo,1'arbre qui jette me nouvelle tige

puissante,quand on en a coupё  la branche pollrric,dont la sё ve empoisomё e jallmssdt les

feumes.[… .]

Le champ ravag6 ёta■ en friche,la maison b」 )16c ёtaltpar terre;etJea、 le plus humble ctic

pllls doulollrellx,sien dl■ marchant a ra“Ш ,ala grande et rude besogne de tou“ llne France

a refaie 16)

結局、ジャンもモーリスと同様、パリを壊滅させる炎を、浄化の炎、そしてさらに再生

の炎としてとらえていく。モーリスを死なせた悲しみに打ちひしがれながらも、永久的に

不断の蘇 りを見せる大地の再生、フランスの再生を信じることに自己の生きる道を見出し、

人生における労働に価値を見出して、希望に向かつて一歩一歩踏みださなければならない

使命を感 じながら、ジャンは戦場を去って行くのである。ジャンのその後については、最

終巻『パスカル博士』の中で、主人公パスカルによって、次のように解説される。

[… ]D'aillellrs,le coh de belle santё 宙gollreuse,de ttcondit6 extraordmaie,ё tait tottollrS a

Valqueyras,dans la IIlasion de Jean,dont la fernrne,cn lrois anndes,avalt eu dellx enfants,et

aai grosse d'lln troisiё me.La nichёe poussait gaillardement au grand soleil,en plche terre

grasse,pendant que le ptte labouralt,et que la nlё re,au logis,faisait bravement la soupe et

torchalt ies lnioches_1l v ava■ la assez de seve nouvelle et de travail,p― un inOnde.17)

このように兵士からまた農民に戻り、結婚して子供を作り、土地に根ざした農民として

のジャンの人生が表わされている。特に下線部で示した箇所は、先ほど引用した『壊滅』

の最終部のジャンの「労働」と「再生」への意識との関係において、『大地』から『壊滅』
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へ、ジャンの経験から生み出された最終的到達点を示すものだといえる。叢書において『壊

滅』が第二帝政期における社会史的な面での完結編であり、『パスカル博士』が一族の終

焉を描いた遺伝的な面での完結編であると考えるならば、『パスカル博士』の最終部に記

されている引用下線部の『壊滅』との関連性を示唆する表現は、ジヤンの存在がゾラによ

つて来る未来への「再生」の象徴として位置づけられていると理解できる。

ジャンは悪性遺伝で変質者の多いマッカール家系に属しているが、めずらしく非常に良識

的であり、遺伝的疾病も何ももち合わせていない。ただ彼は社会を観察し、時代を歩み続

けるのである。ジャンの二作品にわたる経験から導き出されていく彼の歩みは、人間が取

り巻く環境や社会によつていかに影響を受け、いかに規定されるかという実験小説として

の立場に基づく具体的表象であり、さらにゾラ自身の視点として機能していると理解でき

るのではないだろうか。というのは、ゾラは普仏戦争勃発当時、新聞記者としての活動を

行っている。La T五bune■an9誼 se紙への定期的な執筆や、ボル ドーに議会が召集されたと

きには La Cloche紙 で 《ボル ドー通信》を執筆し、つづいて 《ヴェルサイユ通信》と、フ

ランスの内乱の悲劇を、ゾラはジャーナリストとして観察し記録したのである。
18)こ の時

のゾラの経験は、フランスの内乱の推移を客観的に見据える、まさしくジャンの視点に反

映されていると考えてよいだろう。そして、ゾラはジャンのように反戦を強く訴える立場

に立ちながらも、共和国フランスの危機が迫るとフランスを守るという愛国心から戦いの

必然性をうち出したりしている。このことは、ジャンのみならずモーリスもゾラの視点と

して機能していると理解することができる。ゾラは、戦争小説において英雄を描くのでは

なく、戦争によって翻弄される農民や兵士を描くことで戦争の悲劇性をより強烈に示そう

としている。このゾラの姿勢は1864年に書かれた初期短編集 伽 熔 aM″"の
一作品 Z`

肋昭『血』や1880年の Zω 肋′だιsルν配励中の ZИ
"gγ`励

″θノ′
"『
水車小屋の攻撃』か

ら1892年の『壊滅』へと一貫している。従つて、モーリスの意識の変化に深くかかわつて

いると思われる彼の目が農民を捉えるという描写は、常に民衆や農民を意識し続けてきた

ゾラ自身の視点からの現われであり、モーリスの意識のあり方と推移は、ゾラ自身の内面

の揺れの再現と理解できるのものである。

ゾラが身近に体験した戦争は彼の心に深い衝撃を残し、普仏戦争からおよそ20年の歳月

の間、ゾラ自身が自らの中に存在する相反する心情を見つめ、それらのいわば弁証法的発

展を作品でモーリスとジャンの対立的関係から合一への推移として示したといえるだろう。
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ところで、作品『大地』においては農民になりきれなかつたジャンであつたが、『壊滅』

の中ではモーリスとの関係においてより鮮明に農民としての側面が強調されているといえ

る。パリ・コミューンの戦いは地方がパリを理解できず、農村が都市を理解できなかつた

ために起こつた惨事でもある。このような農村と都市の関係が、普仏戦争から第二帝政崩

壊、パリ・コミューンの成立と崩壊に続く一連の歴史的事件に大きく関与していたとをゾ

ラはこの二作品にジャンを登場させ、さらに『壊滅』におけるモーリスとの関係において、

関連づけ浮かび上がらせたと考えられる。

3.両作品における「火」のイマージュ

最後に、『壊滅』において支配的といえる「火」のイマージュについてふれておきたい。

先述のジャンが『壊滅』の結末でパリの街を燃やす炎を見つめながら自己の意思を固める

場面は、『大地』の結末でジャンが地主の家を燃やす炎を見つめながらイタリアでの戦場

の火を思い起こし、せめてフランスの国土を守ろうと兵士となる決心をする場面を想起さ

せる。次の引用からも分かるように、『大地』の結末で炎を見つめながらジャンが行う省

察は、『壊滅』での彼の終局的結論へ至らしめるモチーフとなっているといえる。

[… ]leS Inllrs pOuvalent bぬ ler,on ne b■ lerait pas la terre Tou」 ollrs la terre,la nollrrlce,sera■

la,qui nollmalt ceux qull'cnsemenceralent.Elle avait l'cspace etle temps,clle domalt tout

de meme du blё ,cn attendant qu'on sttlui en fare domer davantage[¨ ]

[__]Et la telre scule deIIlellre,1'lmmOrtcllc,la ttre d'ぬ nolls sortolls etぬ nolls reto―ons,

elle qu'onaimejusqu'au crime,qui refatt continuellement de la宙 e pollr son buti3norё ,meme

avec nos ab価atiOns et■os misttes.19)

『大地』の結末でジャンの心に深く刻まれたこのような大地の永遠性、永久性への意識が、

『壊滅』の最終部で彼が到達する結論への一要因となつているのである。

物語を『大地』から『壊滅』へと発展させ、『壊滅』から『大地』へ遡及させる、火か

らの啓示、火のイマージュ描写は、ジャンを媒体としてこの二つの作品を暗示的に結びつ

け、二作品の継続的読みと相互テクスト関連的な読みによる一時代の社会崩壊の象徴性を

122



強く示している。そしてその「火」はこの二作品にとどまらず、『壊滅』への流れを意識

して書かれた『ナナ』、『獣人』といつた作品や叢書の他の作品に逆に燃え広がり、『壊

滅』のみで燃焼するのではない、叢書全体へと燃えひろがる。つまり、第二帝政社会その

ものの壊滅を示すものとなっているといえる。

1892年 1月 26日 付けの友人ヴァン・サンテン・コルフに宛てた手紙でゾラは次のように

明言している。「『壊滅』という題名は戦争による崩壊だけではなく、一つの専政、一時

代の崩壊を示している。」
20)ゾ
ラ自身がこのように記していることからも、この二作品

間における関連性に注目して両者を読むことは、『壊滅』で炎上する炎が、叢書全体にお

いて第二帝政時代そのものの浄罪・浄化の炎という象徴的意味を合わせもつていることを

読者に強く感じさせるのである。

以上のように読めば、『壊滅』への暗示的。伏線的作品として『大地』の位置づけが可

能になるであろうし、そしてまた『大地』の中に挿入されている様々なエピソードの意味

も『壊滅』との関連において明確になってくる。例えば、農民の出だがアフリカでの兵役

から帰り、大地を耕すことに全く意味を見出せなくなったビュトーの兄イヤサントの役割

や、働き手を奪う徴兵の話題、農民の立場から見た戦争への見解といった話も、いわば『壊

滅』への布石として意図的に『大地』の中に挿入されていると理解できるからである。農

民に秘められているエネルギーの力強さを示した表現、そしてパリでの内乱を暗示する火

と血のイマージュにあふれた次の引用からも『壊滅』への伏線として『大地』が存在して

いることがよく解るだろう。

《 [ ]VOus[=leS paysans]aVez beau etre l`流 hes,c'est vous autres qui foutrez tout par

terre,quand l'hellre vlendra ll en a tttё  souvent ahsi,1l en sera dc IIleme encore_Attendez quc

lamisere ctlafaimvousjettentsllrles宙 1les colllme des loups… [… ]leS宙 1les tnlё es etras6es,

les villages d6serts,les terres hcultes,cnvttes par les ronccs,ct du sang,des ruisseaux de

sang,pollr qu'ellcs puissent redollner du pah aux hoFllHles qui nttont叩 めs■ous!》
21)
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また、『大地』で示された親族相食む闘争は、『壊滅』におけるフランスの内乱を暗示

するものと読み取れる。そして『壊滅』におけるジャンがモーリスを死に至らしめる事件

は、内戦という同胞殺数の象徴となつていくのである。また、『大地』の中で繰り広げら

れる「血」と「死」を伴う土地をめぐっての争いは、『壊滅』において、戦争すなわち国

家規模の土地の奪い合いの暗示的表象であつたとも考えられる。

以上のような分析と考察から、『大地』と『壊滅』の両作品で、前者では「他所者」と

して、後者では「農民」としての立場からジャンに客観的に観察させ、経験を積ませると

いう物語の手法は、ゾラ自身の戦争観を劇的に表わすための一つの方法であり、ジャンの

存在は作品間に内的関連性を生み出し、また第二帝政崩壊の重要な要因である支配階級と

下層階級の問題をも表裏一体に浮き彫りにする意味で、必然的な技法であつたと理解でき

るものである。そして、それは多元的に戦争の犯罪性や非人間性を告発しようとするゾラ

の一つの方法ないし手段であり、再生と未来への希望を込めて腐敗した時代社会の崩壊を

劇的、象徴的に物語ることを意図したゾラの一戦略であつたといえるだろう。

(註 )

1)本章においては、以下のテクストを使用し、註においては作品名とページ数のみを略記

する。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Bttle Zol■ Z“ Rο″″ルル
"ε

g"α4(la Pbiadc),Gallmard:

一Zα 段7ra,tome Ⅳ ,1966

-二∂Dιb´εた,tOIIleV,1967

TZ`Dθθたγ″PascαらtOmeV,1967

2)Emile Z01a,lettre du 3“ cembre 1887 aJ Lemot Cο rrgψθ″
`わ
″θ
`4 6dit6e sOusladiection de

B H Bakk(I,Edttions du CNRS,Les Presses de l'U五 versitё de NIIontrё al,1978… 1995,p.215.

3)Zα コセrra,pp 736¨ 737

4)Hcllri Mltterand,E"ル ss"″ Zιs Rθγ″ ″.Mαθ9"α4Zの Rθγgθ″■ね

“

γα″ (la Plё iadc)tOmev,

GallhnaKl 1967,p1400

5)Zα Dι b´θた,p505[ ]内 は引用者 による。

6)fb′d,pp 760‐ 761

7)fb′′,p773
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8)乃″ ,p785

9)fb″ ,pp.439‐ 440.[ ]内 は引用者による。

10)乃″,p.560

H)こ の点については、作品準備 ノー トでゾラ自身が中心人物たちの役割について言及 し

ている。Hcllrl Mitter狙こ Etudes s"″ Zω Rttgη■夕

“
“
4 Zω Rοzgatta“孵rr(la P16iadc)

tomeV,pp 1378‐ 1379,p1400

12)Zα Dιb´θル,p.907

13)乃″ ,pp.597‐598

14)乃だ ,p.664.

15)ゾ ラの反復法の形態については、例えばオーギュウス ト・ ドゥザレーの研究に詳 しい。

Auguste Dezalay,Z'Oρι″ ル S Rθ″″ ″物 θ7γα4 Essα′ル ツル″θ′ο♂ι
“

″α″

“

g夕θ,Klhcksicck,

1983ま た、清水正和著『ゾラと世紀末』、国書刊行会 (1992)においても、第16巻『夢』

における「白」の反復についての分析がなされている。また、同書の中で『壊滅』第二部

の七章、人章にわたる 《P面s ttne!》 の反復が、狂気と崩壊の叙事シリーズのエピローグ

として劇的効果をねらつた手法であると指摘されている。

16)Jレ Dιb´εた,pp 911… 912

17)二θ Dοθたν″Pasεαみp■ 216

18)Hcllri Mitterand,乃 わルタ″αおた.Dι ′匂ル′κ Ma″ιr a′匂ル′κ DrCttS・ Amand Col二 1962

及び、尾崎和郎『若きジャーナリストエミール・ゾラ』、誠文堂新光社(1982)を参照した。

19)Zα ル rra,pp 810-811

20)助de Z01■ lettedu26janvier 1892aJacquesvanSantenKol鴫 Gθrrgψο″力″θ
`″
p244.

21)Iβ ル77g,p770.[ ]内 は引用者による。
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第9章.『ルゴン家の運命』 一創造の源―

叢書第1巻の『ルゴン家の運命』
1)は
、「ルゴン=マ ッカール」叢書全体のいわば序曲と

して、ルゴン家、マッカール家がアデライー ド・フークAd61誠de Fouqueと いう女性からい

かにして発生したのかを示し、併せて第二帝政社会が成立するに至る歴史的状況を描いた

ものである。

また、叢書20巻に登場する人物達にあらわれる遺伝的気質の源を明示するものでもある。

既に第1章において、パスカルの視線の考察に関連してこの作品について既にふれたが、

ここで更めて当作品のあらすじを記しておくことにする。

小説の舞台は南フランスのプラッサンPlassansと いう小都市とその周辺におかれている。

1848年に起こった二月革命によって、第二共和政が布かれたが、1851年 12月 のルイ・ナポ

レオン(ナポレオン3世)のクーデターによるパリの政治的動乱は南フランスにも及んだ。

政治的混乱がプラッサンにも生じ、共和派の反体制暴動が起こる。共和派、王党派、ボナ

パルティストの権力争いに街全体が騒然となつていく。この争乱を機にアデライード。フ

ークの長男であるピエール・ルゴンが陰謀をめぐらし、プラッサンの権力と富を手に入れ

ようと奔走する。ピエールは、パリで政治家になつた息子のウジェーヌ Eugtteか ら情報

を集め、政治的動向をいち早く察知しながら、暴走する共和派を相手にボナパルティスト

になりすまし、プラッサンの実権を握るため策をめぐらす。また妻のフェリシテ F61icit6も

野心家であり、ピエールを操る影の指導者して描かれている。一方、ピエールの義理の甥

シルヴェールが共和派にカロわり、政府軍に捕らえられて銃殺されてしまう。またシルヴェ

ールの恋人ミエットも戦闘中に倒れる。物語はルゴン家の野望の経緯とともにシルヴェー

ルとミエットの純粋な愛と革命の精神が織り込まれて物語が進展している。以上が『ルゴ

ン家の運命』の概略である。

本論文におけるこれまでの考察を踏まえて、この最終章で、ゾラが第二帝政の成立から

崩壊までの歴史と崩壊の要因を示すために、叢書全体の序論たる第1巻『ルゴン家の運命』

をいかに構築しているのかを考察してみたい。特に、叢書における歴史的側面の完結編第

19巻『壊滅』との関連に注目して、ゾラが始まりと終わりをどのように意識して一時代を

描こうとしたかを明らかにしたいと思う。
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1.歴史的背景と叢書

『ルゴン家の運命』の執筆時点では、まだ普仏戦争は開戦していない。この作品は第二

帝政が末期の混乱を呈しはじめた1869年 5月 頃に書き始められたものである。そして1870

年6月 28日 から「ル・シエクル」紙に連載小説として掲載されはじめた。しかし、その3週

間後の7月 19日 には普仏戦争が勃発し、8月 10日 の時点で作品が残り4分の1ほど発表されな

いまま連載を中断されてしまう。そして情勢がやや落ち着きを取り戻した1871年3月 18日

からようやく連載が再開され、1871年 3月 21日 に完結した。従つて、ゾラが叢書の構想を

行つた1868年から1869年が、政治情勢的に混乱を呈しはじめ第二帝政時代の終焉を感じさ

せる時期であったにせよ、普仏戦争、パリ・ コミューンの成立と崩壊、第二共和政の成立

などゾラが衝撃的な体験をした直後とでは、叢書におけるゾラの構想に大きな変化が生じ

たことは間違いないといえる。そして、『ルゴン家の運命』から『壊滅』
へと流れる叢書

諸作品を一時代の歴史とその崩壊を描くという一貫性のもとに成立せしめるため、常に既

に執筆した『ルゴン家の運命』へとゾラの意識は向けられてその後の作品は書き進められ

たといえる。従つて、ゾラは『壊滅』の執筆にあたり、『ルゴン家の運命』を念頭におき

ながら第二帝政の終焉を描いたと考えられる。

それではここで、大革命後の19世紀フランスにおける歴史的変遷について概観しておく

ことにする。
2)ナポレオンの失脚後、ルイ18世が王位につきブルボン朝が復活した。ル

イ18世は、1814年に憲法を発布し、二院制議会の設置、言語・思想・信仰の自由、私有財

産の保証を約束するなど、ある程度フランス革命の成果を認める体制を採用したのだつた。

しかし議会では貴族 0僧侶などの保守勢力が強く、自由主義者の要求は絶えず抑圧されて

いた。

1824年王の弟であるシャルル10世が即位すると、言論 。出版の自由は抑圧され、亡命貴

族への多額の損害補償やカ トリックの保護などの反動政策が強化された。これによつて、

1814年の憲法は踏みにじられることになつたといえる。1829年には反動政策に対する国民

の不満が増大し、1830年 3月 には政府不信任と1814年の憲法を守ることが決議された。こ

れに対して政府は議会を解散し、極端な干渉のもとで総選挙を行つたが、新議会でも反政

府派が優勢となつたため、7月 26日 に緊急勅令を出し、議会政治の停止、選挙権の制限、

言語出版の厳重取り締まり等を命じたのだつた。この非常手段に対して、小市民、労働者、

学生、知識人を中心とするパリの民衆が武装蜂起し、7月 27日 から3日 間、市街戦が行われ
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た。この結果、シャルル 10世は亡命し、オルレアン家のルイ=フ ィリップが議会によつて

国王に推された。この3日 間の革命が七月革命であり、新 しく成立した王政が七月王政で

ある。

七月革命によつて成立した七月王政 (1830-1848)は立憲君主制をとつていたが、実権は

銀行家などの大ブルジョフジーがにぎり、制限選挙制をとり、決して民主的なものではな

かつた。 しかも、貴族 。僧侶などの王党派は国王ルイ=フ ィリップを王位纂奪者として攻

撃してブルボン家の復活を企てていた。一方、中小市民・労働者を中心とする共和主義者

は、民主的共和政の実現を目指し秘密結社を組織して反政府運動を展開した。またこの頃

フランスでも産業革命が進行し、資本家の精力が増大する一方で労働者階級の貧困が表面

化し、フーリエ Follrierやルイ・ブランLouis Blancな どの社会主義思想が急速に普及して

労働運動も盛んになつた。各地で改革宴会Banquet de refome(1847年 の夏以来、フランス

の各地で開かれた政治集会)力 開`かれ、政府攻撃が活発になつた。特に1846年には全国的

凶作 (農業恐慌)に見舞われ、1847か ら1848年には工業恐慌も起こつて失業者が増大し社

会不安が深刻化した。1848年2月 22日 にパリのマ ドレーヌ広場で開かれた全国的改革宴会

を政府側が武力で弾圧しようと試みたのを機に、パリに革命的暴動が起こり市街戦へと発

展した。いわゆる二月革命である。この結果、国王ルイ=フ ィリップはイギリスに亡命 し、

パリに臨時政府が組織され、共和政が宣言されたのである。これが第二共和政である。

しかし、急進的な社会主義政策はブルジョワジーやフランス革命によつて土地所有者と

なつた農民に不安を与えた。その結果、1848年4月 の立憲議会の選挙 (4月 総選挙)はプ

ルジョワ共和派の勝利に終わり、一方王党派も進出したため、労働者勢力はまたも抑圧さ

れる。これに対し労働者は市街戦を展開して反抗したが鎮圧され (六月暴動)、 二月革命

によって一時史上初めて政権に参加 した労働者勢力も敗退した。革命は反動化 し、ナポレ

オン3世の出現に道を開くことになる。

1848年 H月 に、普通選挙による一院制議会と人民投票による大統領選出を内容とする共

和国憲法が制定され、翌月、大統領選挙が行われた。ナポレオン1世の甥ルイ=ナポレオ

ンがナポレオン1世の栄光を背景に、政局の安定を求める農民の支持によって圧倒的多数

で大統領に当選した。その後彼は国内の政治的対立を巧みに利用しつつ政権の強化を図る。

彼は、1851年 12月 のクーデターによつて独裁権を握り、人民投票によつて帝位につき、ナ

ポレオン3世と称した。こうして二月革命の成果は完全に踏みにじられて第二帝政時代が

はじまつたのである。
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以上概観してきたように、フランスの政体はフランス革命以後、非常に短いサイクルで

政変している。ゾラが『ルゴン家の運命』を執筆した時点では、第二帝政は崩壊していな

いが、それ以前の歴史的変遷を考えあわせても、フランスの社会自体が理想的な社会を目

指して夢想し、理想がうち砕かれては政体が代わることを繰り返していることが理解でき

る。

帝政はナポレオン1世とその甥ナポレオン3世が樹立した。三度とも共和政の後でクーデ

ターによつて成立し、戦争によつて崩壊している。共和政はフランス革命を発端として展

開し、第二共和政の成立によつて最終的にブルジョワ共和政が確立する。第四共和政は第

二次世界大戦後に成立し、第二共和政よりさらに共和主義的な憲法が定められたが、アル

ジェリア問題を機にド・ゴールの登場となり、憲法が改正され大統領の権限が強化された

第五共和政となつた。このような流れを踏まえると、フランスは革命と戦争という激動を

通じて民主政治が発達していつたといえる。そのいわば近代フランスの創世期といえる激

動の時代にゾラは生きた。そのため、人間が創り出そうとする理想の社会にフランスを導

くためには、現在の状況を赤裸々に提示し、また過去に繰 り返されてきた革命における失

敗の原因を明示することをゾラは強く意識したにちがいない。

なぜ1848年の革命は成功しなかったのか。その原因には市民階級の未成熟があげられる。

産業革命の進展が遅れていたフランスをはじめとするヨーロッパ諸国では、革命勢力の主

体となるべき市民階級、それと繋がる小市民、労働者階層の成熟が充分なものでなく、し

かも市民階級と労働者の結合は弱かつたというよりも、革命の進行と共に両階級間の利害

対立が表面化し、革命勢力が内部分裂を起こして強力な保守勢力に圧倒されたことも挙げ

られる。また、都市におけるこの革命勢力の内部不統一に加えて、地方の農民との結びつ

きの欠如も指摘できる。従つて、ゾラは、叢書において市民階級の無教養や未成熟さを教

化する必要性を感じていたものと思われる。第1巻の『ルゴン家の運命』執筆時点では、

第二帝政は崩壊していないが、この作品に示されたものは、結局それ以前の歴史と同様な

結末を迎えた第二共和政崩壊の要因を指摘するものとなったのである。

先ほど述べたように、第二帝政崩壊前と崩壊後では明らかにゾラの叢書構想には、変化

が生じている。彼が体験した時代の激変は、一時代を描く上での想像力を刺激し、彼自身

の中に大きな変化を生じさせたといえる。

『ルゴン家の運命』は単行本として1871年 10月 14日 にラクロワ書店より出版された。し

かしその後1873年にシャルパンティエ書店より出版された第二版で、ゾラはテクストの修
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正を行っている。
3)1868年の叢書構想時点では、全10巻だつたものが、12巻、18巻、そ

して最終的に全20巻と膨れあがり、新たな作品のために必要な登場人物を1869年のはじめ

に構想した家系樹に加える必要性が生じたからだ。『ルゴン家の運命』は初版と第二版で

は全20巻の関連づけのためにテクス トが削除されたり、作中人物が新たに加えられたりし

ている。従つて、テクストの大きな変更はできないものの既に帝政末期の1869年に書き終

えていた『ルゴン家の運命』を帝政崩壊後に修正し、第二帝政時代を包括する20巻を成立

させるため、ゾラは常に始まりと終わり、即ち、第1巻 と最終巻を意識してその間の作品

を執筆し続けたといえるのである。

2.初巻に秘められた叢書における暗示的要素

それでは、『ルゴン家の運命』が叢書全体の構想のもと、その後の作品へいかにテーマ

性を放つことを考慮して創作されているのか具体的に検証していきたいと思う。

ピエールとその妻フェリシテを中心に表されている激しい欲望は、そのまま叢書を貫く

「欲望」のテーマの源となつている。国家のための政治的見解も持たない彼らが、ただ権

力と富を手に入れたいという野心を成就させるために策略し、愛国心を振りかざして人々

の心を欺き、プラッサンの実権を握つていくのである。

ピエールとフェリシテが人を集めて政治的策略を練る場は彼らの家であり、フェリシテ

は特に客間を念入りに整える。彼女は富を握り、黄金色に輝く部屋に住むことを切望して

いる。次の引用は、その部屋の様子を描いたものである。

[… ]Le salon avatt ahsi pris llne ёtrange coulellr iallne qui l'emplissait d'lln jollr faux et

aVeu」狙t,le meuble,le papier,les hdeaux de fenetre aJent iaШ les,le tapis et jusqu'alⅨ

marbres du gu6ridon et des consolestraient eux― memes sllr le iallne Quand lesrideallx ёtaient

fem6s, les temtes devenaient cependant assez hamo」 euses, le salon paraissait presquc

propre NIlais Fё licltё avalt revё  un autre luxc 4)

引用下線部で強調したように、ゾラは欲望を象徴的に表す「黄色」jauneを意識的にここ

で用いている。フェリシテはこの部屋に常に居て、状勢を見極めながらピエールを操り、
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彼女の理想を追求していく。フェリシテはピエールよりも策略家であり、女という立場か

ら表向きには行動しないが、実際にルゴン家の野望を叶えていくのは彼女の采配によるも

のとして描かれている。彼女が常にその身をおいて知恵をしぼるこの部屋は、叢書におけ

る欲望の出発点として表されているといえる。そして、ここで象徴的に「黄色」で示され

た欲望のキーワードは、以後の叢書諸作品で現れる欲望の断片を、その根源である先祖の

気質や人間の私欲が織りなされて時代が生み出された悪徳の起源へと結びつけるために暗

示的に挿入されたものと理解できるのである。例えば、本論文第6章で『大地』における

ビュトーの視線描写について考察したが、ビュトーで表された「黄色の視線」は、『ルゴ

ン家の運命』でゾラが意識的に描いたこの「黄色の部屋」と照応するものである。一つの

社会とその中での人間のあり方は、叢書の作品群が共鳴しあうことによつて時代がもつ共

通項を浮かび上がらせ、ゾラが人間というものを時代との関係で常にとらえようとしたこ

とが理解できるのである。

また、フェリシテの野心は、彼女が設えたこの「黄色の部屋」の中でさらに燃え上がる。

そしてその心情が、部屋の窓から外を眺める彼女の視線描写で繰り返し表されている点に

注目したい。これまで考察してきたように、『愛の一ページ』ではエレーヌがバルコニー

からパリを眺め、自己の心情をパリの風景に投影している。『生きるよろこび』では、ポ

ーリーヌが自室の窓から海を眺めて満たされない心を癒そうとする。『夢』ではアンジェ

リックが同じように自室の窓から大聖堂を眺め理想の実現を夢見る。これらの作品と関連

づけて考えるならば、自室から外を眺めて常に夢想する女性たちは、この時代の社会的常

識に縛られながらも内面世界に沸き立つ心情と葛藤しながら生きる姿を表したものである。

先ほど述べたように、フェリシテはピエールよりも数段知恵が働き、有能な人物である。

しかし、彼女が女であるということが、彼女の言動に拘束を与える。このような時代にあ

って、彼女はその欲望をかなえるため、自分の化身として社会的に行動できる夫を選んだ

のである。

[… ]Quand ellc avait epous6 ce flls de paysan,de prё たrence a quelque clerc de nota鵬 ,elle

avait entendu s'en servi con17ne d'lln panth solidelllent bati,dOnt elle tirerait les flcelles a sa

guise 5)

131



ゾラは第1巻において、当時の社会的道徳観に萎縮せざるを得ない抑圧された女性の立

場をフェリシテを用いて強調し、さらに表向きには現れない女性の力強さとその有能性を

描くことで、時代を客観的に支える女性の力を暗示的に示したと考えられる。確かに叢書

諸作品で描かれている女性は、社会的側面においては能動的に描かれてはいないが、水面

下において常に機能し、大きな時代のサイクルに作用するものとして描き出されていると

いえる。叢書はルゴン家、マッカール家の一族が繰り広げる欲望と闘争の歴史である。彼

ら一族は、アデライード・フークという女性から生み出されたものであり、またフェリシ

テがその子孫を教育し、マッカール家に対してもフェリシテの欲望の炎がアントワーヌ・

マッカール Antohe Macqualtを 刺激しその影響が波及していく。従つて、ゾラは時代とい

うものが女性から生み出され、支えられ、育てられることによつて押し進められるもので

あるという叢書における女性の意味づけを、水面下で能動的に作用するフェリシテの姿に

暗示的に示したと考えられる。

ところで、この作品にはアデライー ド・フークから発生した叢書に登場するルゴン家、

マッカール家の始まりが説明されているc遺伝的影響をもち、特殊な環境と欲望の精神の

もとに育てられる子供達の姿は、後の作品への布石的役割を果たしているといえる。この

作品では、ピエールとフェリシテによつて育てられた子供達ウジェーヌ (『 ウジェーヌ・

ルゴン閣下』)、 パスカル (『パスカル博士』)、 アリスティー ド (『獲物の争奪』『金』)、

シドニー (『獲物の争奪』)、 マル ト (『プラッサンの征服』)と ピエールの義弟アント

ワーヌ・マッカールとその妻フィーヌ Fine(愛称)(本名 :Josфme mvaudan)によつて育

てられたリザ (『パリの胃袋』)、 ジェルヴェーズ (『居酒屋』)、 ジャン (『大地』『獣

人』)の生い立ちが描かれている。特にパスカルの性質や遺伝への関心について説明され

た箇所は、最終巻『パスカル博士』で彼に一族の遺伝的影響と環境による結果を総括させ

る伏線的意味合いを込めて描かれているといえる。また、ピエールとフェリシテの教育の

もとにウジェーヌやアリスティー ドが取る行動も、彼らを主人公として描いた作品からこ

の『ルゴン家の運命』に遡ると、より理解が深められる。

ちなみに、マッカール家系のジェルヴェーズとジャンが、『ルゴン家の運命』でどのよ

うに描かれているのかを見てみよう。

『居酒屋』の主人公であるジェルヴェーズは、母親が妊娠中に泥酔状態で夫婦喧嘩をし

たために足に先天的な障害をもつて生まれる。そしてさらに、発育が悪いという理由から

酒を飲まされて育てられる。彼女は成長してまじめに働くが、父親のアントワーヌに働い
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て得た収入を全て没収される。そのためジェルヴェーズはアントワーヌの留守中に母親と

酒を飲んで憂さ晴らしをすることに喜びを見出している。

[… ]POllr se consoler,elle[=Fine]aChetait un litre d'anisette,elle buvait le sor des petits

verres avec sa f11le[=Gervaise],tandis qu'Antomeretollmait au ca発 .C'6協 it la lellr dめauche.

[… ]Hめ6t6es,se regardant avec lln sollnre vaguc,ce■ em(発 et ce■ e■1le fmissaient par

balbutier. Des taches roses montalent aux ioues de Gervalsei sa petite face de poup6e=si

“

licate、 se novait dans un ar de bё atittde stupide.et rien n'6ta■ plus navrant que cette cnfant

chetive ct bleme,toute ttante d'ivresse, ayant sllr ses lё vres h1lmides le ric idiot des

lvrOgnes.6)

ジェルヴェーズは、第1巻において既に酒がもたらす悪と快楽の狭間に位置づけられて

いることが理解できる。『居酒屋』で描かれた彼女の悲惨な一生は、『ルゴン家の運命』

に遡ると、彼女が育つた劣悪な環境にその源を見出すことができる。人間は運命的に定め

られた環境のもと、その宿命を背負いながら生きていかなければならない。叢書における

一族の関連と紹介という意味だけではなく、ゾラは後に執筆する『居酒屋』を念頭に置い

て、ジェルヴェーズの不幸は個人の問題だけではない、社会というものが生みだした悪徳

による不幸でもあることをこの作品で暗示的に示したといえる。

また、ジェルヴェーズの弟ジャンについてであるが、ゾラは『ルゴン家の運命』の中で、

彼には一族に共通する性質とは異なるものを与えている。またジャンが育つた劣悪な環境

は、彼の中に逆に強い道徳的観念を生みださせ、まつとうな道を進みたいというまじめな

性質を形成させていることを示している。

[_.]Il[=JCan]appOrta■ ,le premler,chez les Rougon― Macquart,lln visage allx tratts rёguliers,

et qui ava■ la frOideur grasse d'llne name s`五 euse et peu ntelligente[… ]1l fl`quenta

assidment l'ё c。lc et s'y cassa la桜 資e, qu'1l avait fort dure,polr y fa■e entrer un peu

d'anmetiquc et d'o山 o8raphc II se inlt ensuite en apprentissage,en renouvelantles lnemes

effOrts,ente“ ment d'autant plus m“ tott qu'1l lui falla■ un jollr polllr apprendre ce quc

d'autres savaient en une hellre.7)
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また、『大地』や『壊滅』で考察した彼に与えられた第二者的、傍観者的視線の特徴は、

この第1巻の中で既に示されているといえる。ジャンは妻や子に養われて遊び歩く父親の

行動や言動に対して、もの言わずただ燃えるような視線を向けているのである。

[..]11[Antohe]五 面 t par racollter ses escapades anlollrellses devant son flls,qul l'6coutait

avec des veux ardents d'afFam6 8)

また、父親のアントワーヌは、ジャンの従弟のシルヴェール・ムーレを自分の協力者と

して引き込むために自宅へ招き熱く政治を語る。そして、シルヴェールは、熱狂的で純粋

な共和主義者としてアントワーヌと議論を交わす。しかし、同じ家にいながら彼らの傍ら

にいるジャンの描写は、政治的関心をもたない存在として描かれている。ジャンはシルヴ

ェールを政治熱にのぼせあがつた 「頭のおかしな奴」と思うだけなのである。

Jean allalt se coucher,pollr ne pas entendre les■5crlIIlmatlons de son pれ .II sympadlisait

peu avec SilvёЦちla politiquc l'ennuyait etil trouvait que son cousln 6tai《 toqu6》 .9)

このように『ルゴン家の運命』で描かれているジャンの描写を検証すると、本論文で考察

した『大地』や『壊滅』で与えられているジャンの役割の素地を見出すことができる。彼

は常に主体から少し離れた空間に位置づけられ、客観的に情勢を伺う姿勢が暗示的に示さ

れている。

また、母親のフィーヌが突然亡くなったことから、ジェルヴェーズは愛人ランチェと共

にパリヘ駆け落ちし、またジャンも次の引用に示されているように姉と同じく怠け者の父

親を見捨てる。

[… ]JCan su市士bienta l'cxemple de sa s∝ llr ll attenditllnjOllr de paye et s'arrangea de fa9on

a tOucher lui‐IIleme son argent.1l dlt en pamnt a un de ses alxlls,qulle repeta a Antolne,qu'11

ne voulat plus nott son■五nёant de pere,ct que si ce derlller s'avisatt de le fare ralnenerpar

les gendames,■ 6餞五t dё cidё a ne plus tOucher une scie llllln rabot.10)
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引用下線部に示されているように、ジャンが鋸や飽を捨て、農民や兵士として人生を選

択していく過程がここに示されているといえる。ジャンは悪性遺伝をもつマッカール家系

に生まれるという宿命を与えられたことから、逆に一族から離脱し幸福を探求しながら時

代を渡り歩くという運命を背負うのである。

また、第1巻に遡リジャンの叢書における起源を検証すると、前章で考察したようにジ

ャンが『大地』と『壊滅』の世界を通して結論づける労働に対する価値とそこからさらに

表されるフランス再生の象徴としての役割が示されていることがわかる。ゾラが叢書の全

体の構想を意識して、『ルゴン家の運命』の中でジャンの性質の特徴を説明する際に予め

暗示的に示していることが見出されるのである。

[… ]CC 8ar9on[―Jean3 8Tandt avec la volontё  tellace de se ctter lln iolllr llne posltlon

ind`pendante ll)

引用下線部で示した言葉から、ゾラが叢書の最終段階において一つの時代が崩壊 した後

にジャンを再生の象徴として機能させるために、第1巻 日においてジャンの特徴を暗示的

に示 したと理解できるのではないだろうか。

第 1巻から最終巻へと流れる叢書の世界において、この作品で検証できるジェルヴェー

ズ、ジャン、パスカルの素地は、ゾラが叢書の始まりと終わりを意識的に結びつけ、一族

の歴史と時代の経緯を密接に関連させて一時代を描こうとしたことをより鮮明に印象づけ

るものと思われる。

3.第二帝政崩壊の要因

『ルゴン家の運命』は叢書における序曲としての役割とともに、ゾラがそれ以降の作品

との関連を意識して創作したものであることはこれまでの考察からも明らかである。また、

第1巻以降の作品が、第1巻への関連を意識して創作されたことも既に述べた。この点を踏

まえて、第1巻で示されている第二帝政崩壊の要因について検証し、さらに第二帝政時代

の終焉を描いた『壊滅』がいかに『ルゴン家の運命』を意識して創作されたものかを考察

したいと思う。
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先にフランスの歴史上繰り返された時代の変遷について概観したが、一つの時代が滅び

る要因には、その出発点における過ちにも起因していることを、ゾラは第1巻目の作品で

示しているように思われる。

1851年 12月 2日 に勃発したルイ=ナポレオンのクーデターは、12月 3日 の午後になつて初

めて南フランスのプラッサンの街に広報が届く。ピエールをはじめとする黄色い部屋で集

会をしていた連中は、具体的な状況の報道を聞くと急に動揺を示す。それを見たフエリシ

テの父親は次のように呟く。

《[… ]Ces gens sont encore plus poltrons quc je ne l'allrais cm Avec de pareils hommes,塁

France sera touiolrs a qui osera la prendre 》 12)

この作品の中では、共和派の暴徒からプラッサンの街を救おうと働いたピエールや黄色の

部屋に集まる人々が愛国者とされ、彼らは大多数の人々からの賛辞と支持を受けて描写さ

れている。しかし、彼らは愛国者のヴェールをかぶった者たちであり、歴史において常に

真の愛国者が国を動かしているわけではないことを、ピエールの思惑を知り抜いているフ

ェリシテの父親にゾラは語らせているのである。歴史が繰 り返してきた国家形成における

政変と政体の樹立には、常に国を動かそうとする者の欲望が関与し、その始まりにおいて

既に過ちを犯していることをゾラは指摘している。そして歴史が示すようにそのような政

体は同じ結末を辿ることになるのである。

また、七月革命や二月革命は民衆の手によつて遂行されたが結局は失敗に終わり、その

原因には市民階級の未成熟があげられることは先ほど述べたとおりである。ゾラはこの点

を『ルゴン家の運命』の中で痛烈に表している。

アントワーヌはピエールヘの復讐心から熱烈な共和主義者として人々の前に現れ、聞き

かじつた政治論を意味も分からず饒舌に語る。次の引用はその様子を描いたものである。

[ ]Sa宙 e de ca艶 ,les articles dc jollmallx qu'il[=Antome]avai lus sans les comprendre,

avaient fait de lui un terrlble bavard qui ёmettait en politique les thё ones les plus etranges du

monde[ ]Comme il ptthit bcaucoup,qu'1l avait servl ct qu'1l passatt nane■ ement pour

etre un hoII‐ le d'ё nergie,11 6tai tres entO面 、廿ёs ёcoutё par les narfs Sans etre un chef de
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palti, il avait su nttm」 r autollr de lui un,cit oroupe d'ouwicrs qul prenaient ses iI℃ llrs

jalouses pour des indi3natlons honneLs et convalncues 13)

ここでも偽りの共和主義者であるアントワーヌに感化されていく無教養な労働者達の

姿が描かれ、無知な者が無知なものを集め、復讐と破壊の感情だけが人々の間に伝染して

いく様子が示されている。このような姿が現実の社会では繰り返されているのであつて、

そこから本当の意味の革命は生み出されないことをゾラは指摘しているのである。

また、『ルゴン家の運命』の中では偽善者のピエールに対し、純粋な愛国主義者として

ピエールの甥シルヴェールが存在している。

シルヴェールに関する記述を見ると、学問はできたが貧しい環境が学業を中断させ、自

分勝手な読書が彼の中に奇妙な知識をつくり上げたと記されている。恵まれない環境が不

完全な誤解だらけの知識しか与えず、未熟な愛国主義者を生み出した例をゾラはシルヴェ

ールを通して示しているといえる。

[ ]Rien ne d6traquc autant lln esprlt qu'llne parellc hsmcuOn,hte a bttOns rompus,ne

reposant sur aucllne base solide.Le plus souvent,ces lliettes de science donnent llne tte

absolument fausse des hautes v6五 tё s,ct rendentles pauvres d'esprtt hsupportables de carnre

bete 14)

しっかりした下地もないところにきれぎれに施された教育ほど人の心を狂わせるものはな

く、このようにして生み出された思想は根底から社会を変える力にはなり得ない。ゾラは

この作品の執筆計画において、シルヴェールは労働者でなければならないことを記してい

る。
15)こ
れは、市民階級の未熟さをシルヴェールの姿を通して示し、人々が自由、平等、

博愛の革命の精神を求めながらもそれが達成されない要因が、社会自体が起因する不幸か

らもたらされていることをゾラは示そうとしているのである。

ゾラは『ルゴン家の運命』で第二帝政時代のひずんだ始まりを描き、またその終焉の『壊

滅』の世界を執筆する中で、彼が分析した普仏戦争の敗因を第1巻と関連づけることによ

つてより明確に示そうとしたことが窺える。

正義感に燃えるシルヴェールは、暴徒と化していく共和派の群に加わる。しかし彼の思

想は極めて非現実的なものとして示されている。
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[… ]Si市れ ,宙Vant au ciel dans son ftte,ne se rendatt nullement compte de la situatioll 16)

また、彼の盲目的な愛国心が恋人ミエットをこの群に引き込み、軍隊が共和派を鎮圧す

る動乱の中で彼女を死なせてしまう。ミエットの死を前に、シルヴェールは自分が求めて

いた幸福が何であつたのかを知り、彼を駆り立てていた空虚な理想主義にたいして果然と

なる。そして、彼も憲兵にとらえられ銃殺される運びとなつたとき、ミエットとの思い出

のサン・ ミットル Sant―Mitte広場で銃殺されることを望んで死んでいくのである。

シルヴェールで表された立場は、『壊滅』の中ではモーリスによって置き換えられてい

るといえる。本論丈第8章において『壊滅』を分析した際に既に考察したが、普仏戦争か

らおよそ20年の歳月を経てゾラは『壊滅』の執筆にたどり着き、普仏戦争の敗因をジャン

とモーリスの関係において客観的に分析した。ブラは、シルヴェールで表した悲劇を、シ

ルヴェールよりも知識や思想的にさらに成長させたモーリスの姿で再現し、盲目的な愛国

主義者として登場させ、彼の心情の推移を通して行き過ぎた愛国主義が同胞殺数の悲劇を

生みだした過程を示したといえる。先ほど『ルゴン家の運命』におけるジャンの描写につ

いてふれたが、ジャンとシルヴェールとの間に暗示的に示された関係を、ゾラは『壊滅』

の中でモーリスとジャンの関係で具体的に発展させ、時代の始まりと終わりを関係づけな

がら、歴史の大きな移り変わりの中で翻弄される人間の精神が、復讐や破壊へとあおり立

てられ、望まない流血を引き起こしてしまう悲劇を強く示したといえる。次の引用は『ル

ゴン家の運命』でのシルヴェールの言葉である。恋人ミエットは、彼女の父親が憲兵を殺

した犯罪において、殺されるままにしていた方が良かつたのかと彼に尋ねる。シルヴェー

ルはそれに対し、次のように答えている。

[.]1l diSait quc,dans lln tel cas,1l valatt micux etre la victime que le me― er.et Oue c'6ta■

un`rand maLcw、 lorsqu'on tualt son smblable,鵬 IIle en ttt de lё git17nc(彙Яbnse_17)

殺人者よりも犠牲者の方がいい、同胞を殺すということはより不幸なことであるというこ

のシルヴェールの言葉は、我々を『壊滅』のモーリスからシルヴェールヘと遡らせ、また

シルヴェールからモーリスヘと照応させて導き、ゾラが一時代を創造した叢書の中に彼が

経験したフランスの悲劇を刻み込もうとしたことを我々により鮮明に理解させるのである。
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ゾラは、『ルゴン家の運命』を『壊滅』との関連において、叢書の中に時代の始まりと

終わりという流れを浮かび上がらせ、さらにピエールやアントワーヌの姿を通して、汚れ

た政体からは理想の社会は生まれず、またシルヴェールを通して未熟な思想もまた何もの

も生みだし得ないことを示した。この『ルゴン家の運命』で提示した問題を、ゾラは、『壊

滅』中で帰結したといえるだろう。

4.ミ エットとアンジェリック

叢書は、社会的歴史を刻む作品と愛と生の観念を刻む作品で構成されていることは本論

文においてすでに考察してきた。人間は生を受けた時代のもとに、また宿命づけられた社

会的環境の中で生きなければならない。ゾラは、そのような状況の中において展開される

普遍的な生と愛の問題を語ることから、それらが影響を受けたり抑圧を受けたりする時代

というものを浮かび上がらせようとしている。このように考えるならば、叢書の起源であ

る第1巻『ルゴン家の運命』には、この両側面が織り込まれるように構成されていること

がはつきりと認められるのである。この作品にはピエールやフェリシテの社会的・政治的

欲望を追求するエピソー ドと同時にシルヴェールとミエットの愛と死の物語が挿入されて

いる。

ここでは、シルヴェールとミエットを用いて表された愛と死のエピソードに注目し、先

に考察した『ムーレ神父の罪』や『夢』との関連に注目して考察を進めたいと思う。

シルヴェールは両親が亡くなった関係から兄のフランソフ Fran90is Mouretと 共にルゴ

ン家で育てられるのだが、ルゴン家から役に立たない者として冷遇される。それを見かね

たアデライードは、孫のシルヴェールを引き取り育てる。そんな生活の中で、シルヴェー

ルはミエットと知り合い二人は恋に落ちる。

アデライードの住む家の庭にあった井戸は共同井戸で、彼女が住む敷地とミエットが身

を寄せている縁戚の敷地を隔てる塀によつて二つに仕切られていた。シルヴェールとミエ

ットはこの井戸の水面にお互いの体を映しあつて毎日対話をもつようになる。従つて、こ

の井戸は、二人に芽生えた愛情を育む、限られた空間として機能しているといえる。井戸

の底の水面に映る世界は、現実世界とは異なる二人だけの世界を生みだしている。これは、

『ムーレ神父の罪』ではパラドゥとなり、『夢』ではアンジェリックとフェリシアンが愛
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を確かめ合うクロ・マリー菜園となって表されていると考えられる。先の『ムーレ神父の

罪』や『夢』の考察から、ゾラが、人間の生を愛の問題とともにとらえようとし、普遍的

な生の問題を叢書に深く刻み込もうとしたことを理解したが、またそこから叢書の原点で

あるこの作品へと遡ると、一時代の社会的起源とともに『ムーレ神父の罪』や『夢』に共

通するテーマがしつかりと位置づけられていることが確認できるのである。

シルヴェールとミエットは、井戸越しの異空間の逢い引きから現実世界の語らいを望み、

二人を隔てている塀についた扉の鍵を開ける。そして、お互いの顔を直に見ようとしたと

ころをアデライードに見られる。アデライー ドは塀の向こう側のかつてのフーク家の土地

を見ることになり、塀によつて閉ざされ続けてきた世界を、その裂け日から垣間見たとた

ん、彼女の思考は一気に現実世界へと引き込まれる。それは、彼女が愛したマッカールが

彼女のもとへ通つてきた戸口であり、その開いた扉から見えた視界は彼女に過去の記憶を

呼び覚まし、シルヴェールとミュエットの身の上に破滅的な予感を読みとらせる。ここで

も夢想の世界でのみ恋は成就し、現実世界における破滅が暗示的に描写されており、『ム

ーレ神父の罪』や『夢』の原形が指摘できるのである。

またその後、ミエットとシルヴェールが逢い引きをする場は、サン・ミットル広場のか

つての墓場であることに注目したい。墓石や人骨の破片が見出される中、二人にとってこ

の場所は全く抵抗のないものとしてとらえられている。『夢』においては伝説の中の聖女

達がアンジェリックに夢想を抱かせるが、『ルゴン家の運命』では墓場に眠る死者達が彼

らを取り巻くのである。彼らはそれに恐怖も感じず、過去に存在し歴史を刻んだ人々が、

二人を誘い、結びつけようとする声に揺すぶられる。

この時ミエットは一つの墓石の上に目をとめる。そして墓石に刻まれている文字が自分

の名前であることに愕然とする。

[… l ilS lurent l'hscrlption tronqu6e:0訥ム..ルb″θ̈.″θ″ .¨ Et Miete,en trouvant son

■om sllr cette pierre,ё tait restё c toute salsie[… ]Elle dit qu'ollc avalt re9u lln coup dans la

poitrine,qu'elle mollrralt bient6ち que Cette pielrre`濃 」t pollr elle.1り

ミエットとい名は俗名であり、彼女の本名はマ リー M舶e Chantegreilな のである。 墓石

に刻まれた「マリー、、、死せる」という文字は、彼女の死を既に暗示的に示している。

140



ミエットは父親の不可抗力の犯罪によつて、幼い頃より人は平等であり、自由であると

いう思いを人一倍募らせて成長する。二月革命の動乱の中、共和派の熱く高まる熱気が彼

女の心の底に眠つていた感情に火をつけ、正義に対する信念が彼女をシルヴェールととも

に暴徒の群へと駆り立てたのである。そして、ミエットは旗を手にもちこの群の指揮を高

めながら人々を先導していく。

パリは征服され共和派は反逆者となつてしまう。マルセイユから軍隊が到着し、一揆の

群は野獣の群と化すが、軍隊の発砲のもと無力な野獣の集まりは一気に拡散させられる。

『壊滅』から遡れば、普仏戦争の敗北後、パリ・コミューンで行われた同じ惨事がこの時

も繰り広げられていたことを印象づけられる。まさに一つの時代の始まりと終わりは同じ

血が流されているのである。この争乱の中で、ミエットはボナパル ト派の黄色に対して、

共和派の象徴である赤い軍旗を掲げて逃げようとはしない。

[… .]Elle 6tait a grandic,le宙 sage rose,dans les plis du drapeaurougel elle se haussait sllr la

pohte des pieds,pollr vo士 la trOupel llnc attente nerveuse faisait battre ses narlnes,montrdt

sesdentsblanchesdejellneloupdanslarougellrdeseslё vres 19

[… ]A mesllre que le bataillon dimmudt,Miette ёlevait le drapeau dav鈍 撼廻l elle le tenait,

collme lln 3rand cierge,devant elle,les pohgs fe劇 田正s ■6talt cHb16 de balles 20)

彼女の姿ははまるで ドラクロワの「民衆を率いる自由の女神」であり、さらにフランス

の窮地を救った聖女ジャンヌ・ダルクのイメージを想起させる。ミエットがマルセイエー

ズの歌声とともに現れる共和派の一揆の群を目にし、彼女が自己の内面を集約してシルヴ

ェールとともに旅立つ決意をする場面に遡つて見てみよう。

Elle retra宙 vement sa pelisse,qu'elle rem■ ensulte,叩 rёs l'avo■ tollm6e du cttё de la

doubllre rouge Alors elle appamt,dans lablanche clart6 de la lune,drap6e d'un large nlanteau

depOurpre qulld tomba■ jusqu'allxpieds[¨ .]Elle pitle drapett en serra lahampe contre sa

poibinc,ct tult droite,dans les plis de cette bannittte sanglante qui flottait derI■ ere elle_Sat畿

d'enfant exahё e,avec ses cheveux crepus,ses grands yellx hШ ides,ses lё vres entrouvertes
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par un solllWe,Cut un ёlan d'ёn∝gique ficlt6,cn sc levant a denli vcrs le ciel A ce moment

elle htla vlerge Libert6. 21)

ジャンヌ・ダルクは中世から近世へと愛国心を高めた民衆の絆のような存在である。 13

歳で神の啓示を受けたジャンヌは、17歳の春、祖国を守るため神の声にしたがつて全てを

捨てて茨の道を歩む。馬の乗り方も戦術も知らない少女を駆り立てたものは、信念か、孤

独か、また狂気であつたのか、想像するしかないが、史実上、彼女が手にする軍旗を合図

にフランス軍は指揮を高め、彼女は勝利の象徴となつていつた。しかし、彼女はイギリス

軍に捕らえられ、不当な裁判によって19歳で火刑に処せられる。後にローマ法王はジャン

ヌを聖女に加え、彼女の死は後世の人々の中で永遠を得ることになる。このようなジャン

ヌ・ダルクで示される強靭な信念と聖女としての永続性をゾラはミエットの描写の中に重

ねようとしたのではないだろうか。

フランス語で mieteは、「パン屑」や 「ごく僅かな部分」を意味する。歴史における

彼女の存在は、その名に象徴的に示されているように何の存在価値も見出されず死んでい

く小さき者でしかない。彼女の純粋な精神は歴史の流れの中で消滅するのである。彼女の

ような名もなき一人の国民の死が、繰り返される歴史の中でフランスを再生する原動力で

あり、このような人間が過去において繰り返された歴史的動乱の中で人知れず消滅したこ

とを、ゾラはミエットにおいて暗示的に示したといえる。彼女やシルヴェールが墓場の死

者達と同型におかれているからこそ墓場の底から立ち昇る死者達を畏れず、その声を聞く

という描写が挿入されていたのではないだろうか。そして、ゾラがシルヴェールに盲目的

な愛国主義者の姿を示す一方で、ミエットの姿を通して純粋な革命の精神を象徴的に示そ

うとしたように思われる。

ミエットは銃弾に撃たれ倒れる。ここでさらに彼女の死の場面で描かれている彼女の日

の描写に注目したい。シルヴェールは死んでいくミエットの傍らで彼女を見つめる。そし

て自分を見つめる彼女の目に、現世において結ばれなかったことへの最後の悔恨の情を読

みとる。また彼女の日は死に行く中にあって、彼女の生と愛を全うしようとした強い意志

の現れを示すかのように死とは対照的に生気に満ちて表されているのである。
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[.]SeS lёVres sem6es s'Я mhcissaicnt dtta SOus le dOigt de la mort.Lcs chevellx d仕 翻 ュёs,la

“

te rou16e dans les plis san31ants du drapeat elle n'avalt,lus oue ses vellx de宙 vants.des

vellx nois、 qul luisaient dans son visl聖 Q Llanc 22)

そして、さらにミエットが大きく目を見開いて空を見上げ続ける姿が描かれている。

[… ]Elle restait la,chaste,dans le drapeau rouge,la tete lё ttmentpenchё e,avec ses Arands

vellx qul regardaicnt en l'air.23)

このミエットの目を開いたまま死ぬ描写を、『大地』で考察した作中人物の死に際にお

ける日の描写の考察と重ね合わせて考えてみたい。フアンの断末魔の視線は、空しさと憤

りを最後の一瞥に込めようとするものであった。そして、フランソワーズは、彼女の死に

際においてひたすら目を閉じ続け、自己の意志を墓場へと持ち去り封印することを望む。

これらと考えあわせると、ミエットの死はテクストの中で墓石に名が刻まれているという

形で用意されているにも関わらず、日を大きく開けて天空に放たれた彼女の視線は、自己

の意志を強く外向きに示そうとするものである。肉体は墓石の下へと葬られても彼女の清

らかな精神が、その生を全うした勝利によつて天へと昇天することを望み、正義への挑戦

という理想の追求が死によって達成されたことを示す。そして、これは『夢』のアンジェ

リックにおける「死による勝利」との結び付きを強く感じさせる。

『ルゴン家の運命』から『夢』へと引き継がれているテーマは、シルヴェールとミエッ

トで示されている愛の物語であり、ミエットとアンジェリックが聖女のように表されてい

る点において、両者の間に関連性を感じずにはいられない。

アンジェリックは、孤児手帖にはアンジェリック 0マ リーという名が記されており、ミ

エットと同じくマリーという名が与えられている。この名前の連続は偶然であろうか。ま

たアンジェリックは1851年 1月 22日 に生まれ、ミエットが死ぬクーデターの年に生まれた

ことになる。これらのことは、ミエットとアンジェリックが叢書の中で暗示的に結びつけ

られていることを示すものではないだろうか。

『ルゴン家の運命』でシルヴェールとミエットの墓場の描写は、彼らの死と恋の破滅を

示すだけではない。ミエットの本名マリーは墓石の上に刻まれ、彼女の死を暗示的に示す
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ものとして機能しているのだが、『ルゴン家の運命』と『夢』を関連づけて読むならば、

このテクストの間に秘められたもう一つの意味を理解することができるのである。

アンジェリックは、彼女が刺す刺繍によつて様々なキリスト教の象徴を生みだしていく。

そして、聖母マリアの名をキリス ト教にまつわる象徴的な花々の中に浮かび上がらせるの

である。次の引用はアンジェリックが刺繍を施す場面のものである。

[¨ .]elle[Ang61ique]mOntait plus haut,plus haut encore,dans l'au― dela du“ st i et tout le

disalt en elle,sa bouche que l'extasc entr'ouvralt seS yeux oi se reflё talt l'Lピ hli bleu de sa

vision.Mamtenant ce“ ve de f11le pauvre,elle le brodait de son fll d'or;c'6レit de lui quc

naissaictt Sllr lc satin blanc)et les grands lis,et les roses,ct le chiffre dc Maric.[¨ .]Au centre,

le ttffle de Marie ёtait l'めlouissem吼 d'lln relief d'or mЯ sstt ouVragё de gulpure et de

gauhe,bH】 ant collllne une 310tt de tabeFnaCle,dans l'hcendie mys饉 que de ses rayons.4)

アンジェリックの刺繍には、マリーの文字が大きな百合の花やバラの花々の間に金糸で

浮かび上がり輝く。アンジェリックが、第16巻『夢』の中で、第1巻において墓石に刻ま

れたマリーの文字を神聖な布の上に聖女の名として刻むのである。この引用の elloを ミエ

ットに置き換えて読むとことも可能なのではないだろうか。『ルゴン家の運命』のミエッ

トの死の場面で表されている目の描写は、新しい時代へ向けられた彼女の希望の精神とと

もに高く高く天空へと放たれ、彼女の想念を無限に拡大させようとする思いが秘められて

いたと理解できるのである。

ゾラは『夢』の中で、刺繍糸の色彩における宗教的意味について記している。白は処女

や浄罪を表し、赤は使徒や殉教者、黒は死者を表すことを述べている。ここで記された色

彩の象徴性はそのまま「ルゴン=マ ッカール」叢書の中で現れる象徴的モチーフと間接的

に結びつけられているといえる。 ミエットの描写には革命の精神を象徴する赤が頻繁に用

いられていた。『ルゴン家の運命』と『夢』に共通して浮かび上がるMaricと いう文字は、

ミエットが『夢』の中で殉教者として迎え入れられ、その名に「天使」の意味が与えられ

ているアンジェリックAnまliqueの手によって夢想の中で清められ、重い墓石の下から聖女

アンジェリックと共に天へと高められていることを示しているのではないだろうか。

そして、ミエットとアンジェリックの照応は、第1巻におけるミエットの死が、叢書の

作品世界に新しい時代への夢想という象徴的意味合いを放つものであり、『夢』の中での
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アンジェリックの夢想と共に聖なる領域へと高められ帰結されているものと理解できるの

である。このように『ルゴン家の運命』のミエットと『夢』のアンジェリックを関連づけ

て考察すると、ゾラが『壊滅』へと結びついていくことを意識して、第16巻においてアン

ジェリックを用い、ミエットを墓の下から天上へと高めることで、ミエットで表された純

粋な革命の精神をもう一度叢書世界の中に浮かび上がらせようとしたと考えられる。

5。 『 壊滅』をミエットとシルヴェールとの関連で

ミエットとアンジェリックを関連づけて考察したが、ここでは『ルゴン家の運命』で表

されたミエットとシルヴェールの関係から『壊滅』の世界を考察してみたい。

本論文第8章で考察したように、アンリエットHennetteは、盲目的な愛国主義者として

表されているモーリスの双子の姉として登場している。またアンリエットは、夫の死後、

ジャンと心を通わせる女性としても描かれている。このアンリエットと彼女の夫ヴァイス

Weissと の関係、アンリエットとジャンの関係を、『ルゴン家の運命』で示されていたミ

エットとシルヴェールとの関連から検証したいと思う。

ゾラは、アンリエットを通して、戦場で闘う男達のために祈り、眠れぬ夜を過ごす女性

の立場を強調している。彼女は夫の身を心配し、夫ヴァイスのもとへたどり着くため砲弾

が飛び交う中を突き進む。アンリエットは、夫が兵士に銃を突きつけられ壁に押しつけら

れているところに到着する。次の引用は、妻を目にしたヴァイスの心情を表したものであ

る。

Weiss,stupide,la regardait Ellcl sa fellllme,d6sree si longtemps,atted'une tendresse

id01ate!Et un i61nissementle rё veilla,eperdu Ou'avait-1l fa■ ?,ourouoi ёtalt‐ il restё .a tLでr

des coups de fusil,au licu d'aller la reiondre.ahsi cu'il l'avalt iu田 6?]Dans un ёblouissement,

通voyatt son bonhcllr perdL la s(ゎ aratiOn宙olente,ajamais 25)

ここで示されているものは、シルヴェールがミエットを失つたときの心情と同種類のもの

だといえる。正義のために闘うことへと駆り立てられた盲目的な精神は、人間にとつて最

も大切な人を愛し、愛するものを守るという感情を抹殺させてしまう。シルヴェールは銃

145



弾が飛び交う中、ミエットを失つて初めてそのことに気づく。ミエットを愛していながら、

本当に愛するということをしていなかつたことに気づかされるのである。シルヴェールは

このことを死んだミエットの日の中に読みとり理解していくのである。

《Elle est morte,mals elle me regarde;eⅡ e ne fenlle pas les y(測 為 ello me voit touJollrs.》

Cette id6e l'emplit d'llne grande doucellr II ne bougea plus 11 6changea avec Miette lln long

renara hsant mcoκ 、dans ces vellx o“ h mOrtrenぬ■phs profond&Ls demiers理 堂 遺

1'cnfant plellrant sa vigh■ 6 26)

Silvttc et Miette sc regardaient Lejellne hollllme ёtait restё  penchё sllr lamorte,au milicu

de la ttsillade et des hurlelnents d'agonie,salls ttme toumer la∝ te.1l sentlt seulement des

hoIImes autollr de lui,[… ]PuiS ilS contmuerent a se reAarder 27)

幸福のためのよりよい社会を目指 して戦場での殺数が繰 り返される。 しか し、流血による

幸福はありえるのか。ゾラはシル ヴェールで表 した戦場における過ちからの理解を、死を

日前にしたヴァイスにアンリエッ トとの愛にこそ幸福があるのだ気づかせることで、戦争

小説『壊滅』の中に再び刻み込もうとしたといえるのである。

ジャンはアンリエットに出会つて間もない頃からモーリスを気遣 うように彼女のこと

を思つている。ジャンは、双子でありながらモーリスとは異なり、戦争を憎むアンリエッ

トを自分により近い存在としてとらえられたともいえる。夫を失つたアンリエットをジャ

ンは傍らから見守り続ける。また、戦場で足を負傷したジャンをアンリエットは手厚く介

抱する。ジャンがアンリエットによつて匿われる部屋は、戦場でありながらまるで現実か

ら隔離された空間として描かれている。

[… ]Cette chambre close、 mvstёricuse.ё talt si bien cachё c a tous les yCux,que personne au

monde ne pouvait en soup9olllner la l'existence  28)

この部屋で、ジャンはアンリエットと二人だけの生活を送ることになる。
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[… ]Ce l■ aulsi quc Jean se trouva brusOuemcnt sの 轟 de mondc、 aptts des scmahcs de cohuc

宙olente,ne voyantplus que cettejellne femme si douce,[… .]_29)

戦場の混沌とした世界から隔離された部屋での生活は、ジヤンに安らぎを与える。そして

この部屋の中で二人は親密な関係を築いていくのである。

[… ]1'mtimit`de Jcan et d'HcIIneie,alors,se trouvaだ gl`e.Des habitudes iellr vIIrent il leur

scmblat qu'通 sn'avaientjnmtts"cu autreme軋 [… ]3o

いわば同類の者として描かれているジャンとアンリエットは、モーリスに対して同じ心情

を抱いている。彼らは戦争に熱狂しているモーリスの安否を気遣いながら、互いに共感す

る心情によつて結びついていく。

[… ]Entre ellx,ce lien de tendre sympattie dlatt en se ressclrant chaquc jollr,dans cette

s01imde prOfonde ot」 s vlvalent agi“ S des memes pehes 31)

以上のような経過を辿りながら、ジャンとアンリエットはお互いに共に生きることを望

むようになる。これまで示した引用からも理解できるように、戦渦という現実から隔離さ

れた空間の中で二人は愛を育んでいる。これは、『ルゴン家の運命』の中で描かれている

ミエットとシルヴェールを想起させる。彼らは二人だけの姿を映す井戸の中で愛を育み、

また現世の人間が足を踏み入れようとはしない夜の墓場で愛を確かめ合 う。第1巻で表さ

れた隔離された世界での愛の成就は、『ムーレ神父の罪』のパラドゥ、『夢』のアンジェ

リックの部屋やクロ。マリー菜園で繰り返され、『壊滅』へと引き継がれていることが理

解できる。そして、共和派、王党派、ボナパルティストが対立する争乱の中にあつて高め

られていくミエットとシルヴェールの愛は、普仏戦争を描いた『壊滅』の中でもジャンと

アンリエットによって再現されることで、叢書の始まりと終わりがしつかりと結びつけら

れていることが分かる。叢書における社会史的小説群の完結編である『壊滅』の中で、緊

迫する死と共に愛の問題が織り込まれることによつて、ゾラは戦争の悲劇的実態をより鮮

烈に浮かび上がらせているといえる。そして、このことから、ゾラは幸福の追求として繰

り広げられる戦争に対峙する、人間の真の幸福を示そうとしたと理解できるのである。
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モーリスとジャンの二人で表される世界は、分断された二つのフランスであることは既

に述べた。そして、さらにモーリスとアンリエットにおいても双子という設定から、二人

で一つの世界を象徴しているように考えられる。一つの世界というものが相反する要素の

合一で形作られていると考えるならば、彼らに割り当てられて表されているものは、主観

的な精神 と客観的な精神であり、闘争的な本能と穏健さを願 う気質である。モーリスは戦

争を必然のものと思い、アンリエットからは戦争を憎む言葉しか語られない。

ゾラは、ジャンとモーリスでフランスという国自体を象徴し、また普遍的な愛をジャン

とアンリエットの関係で示している。そしてさらに、人間が精神に共有する相反する側面

を、双子であるアンリエットとモーリスという肉体の分割で象徴的に表 したといえる。彼

ら二人の結集が、総体的な世界そのものなのである。アンリエットは、ジャンを愛し、自

分の分身であるモーリスを愛している。『壊滅』においては、愛の聖女といえる彼女によ

ってジャンとモーリスはさらに結びつけられていることになる。アンリエットは、ジャン

との関係が進む中で、彼女の理想を次の引用のように集約していく。

[… .]J lui[司ICIlriette]semblait que son iき e re宙 endraitprochalncIIlent,que tout s'arrallgttt

ぼёs bien,qu'on f―alt par etre tous heurellx.en ne se quimt plus_Et elle en parlalt sans

trouble,tellellllent il lui paraissait namel que les choses fussent ainsi,sans qu'11 lui lだ nt a la

pens6e de s'interroger davantage,dans le don chaste etignonS de tout son ccellr 32)

アンリエットはモーリスが戦場を捨てて戻り、ジャンとモーリスとアンリエットが離れる

ことなく共に生きていくことを彼女の理想としているのである。しかし、作品の結末で示

されたジャンがモーリスを死に至らしめるという戦争における同胞殺数の暗示的エピソー

ドは、アンリエットの夢想をうち砕くものとなつた。ジャンとアンリエットが望んだ夢想

は、『夢』と同様に、戦争という現実の前に夢想で終わつてしまつたのである。ゾラは、

内乱の歴史的悲劇の結果に対し、行きすぎた愛国主義者達がシルヴェールやヴァイスのよ

うに人を愛し、また愛されて生きることに人間の幸福があるのだと気づいたならば、パリ・

コミューンの悲劇は避けられたはずだと、悲惨な歴史を振り返り分析的に『壊滅』の中で

表したのではないだろうか。相反するものも「愛と幸福」という立場にたつて両者が歩み

寄るならば、決して悲劇へとは発展しないことを『壊滅』の結末で強く示そうとしたので

ある。
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戦争からアンリエットは次々に悲rllを体験した。愛する夫を失い、自分の分身ともいえ

る弟を失い、またジャンがモーリスを死に至らしめたことから、ジャンとの愛さえも失つ

た。しかし、次々に悲劇的な体験をし、戦争による悲劇を目に焼き付けた彼女が、モーリ

スを切除して生き残つたのことの意味を考えたい。ゾラはアンリエットに未来への希望を

こめて、生の継続を与えたのではないだろうか。双子である内の弟が死に、姉が生き残る。

即ち、女性であるアンリエットの生の継続は、混乱したどのような時代にあつても生命が

継続されてきたように、生きる希望を見出しながら平和の尊さと愛の大切さを次世代へ伝

えるという生そのものの継続を彼女に託しているのだと考えられる。

フランスの政体の変遷は、イギリスのように議会政治によつて民主主義が確立された過

程と異なり、常に流血と共に繰 り返されて発展するものであつた。ゾラは、愛のエピソー

ドの悲劇とともに戦争小説を創作し、また第1巻『ルゴン家の運命』と関連づけることで、

時代の始まりに流された血の悲劇をも包括して、ジャン、アンリエット、モーリスの関係

の崩壊に第二帝政時代そのものの崩壊を象徴的に示して『壊滅』を完結させたといえる。

本論文を通して、叢書には歴史的流れを描いた作品と普遍的な愛や生そして死のテーマ

を主題とした作品との二つの流れが存在することを考察してきたが、第1巻『ルゴン家の

運命』に遡ると、叢書の起源といえるこの作品の中に、両者が緊密に位置づけられている

ことが検証できた。

人間の欲望が時代を押し進め、さらに夢想を追い求めながら進展していく社会の中で、

人々は夢を抱き、理想を追求しながら上昇志向を膨らませていく。第1巻から第19巻の間

におかれているその他の作品は、時代が生みだした様々な社会的現象下における人間の闘

争の断片であるといえる。そして人間はそれぞれが身をおく社会階層に特有の世界で生と

格闘していることをゾラはそれらの作品で示している。

欲望の追求と理想の実現への渇望を描いた叢書諸作品は、それらに共通する欲望のキー

ワー ドを一族の源へと遡及させ、第1巻 と常に照応することで、第二帝政における一族の

歴史と時代の歴史を太く結びつけていると感じさせるのである。全ての作品に通じるキー
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ワードを『ルゴン家の運命』は叢書の序説として放ちながら、また全ての作品が逆に発生

の根源へと遡及することを意識して創造されていることが理解できたのではないだろうか。

(註 )

1)本章においては以下のテクストを使用し、註においては作品名とページ数のみを略記す

る。また、引用文中の下線はすべて引用者による。

Emile Zol■ Z″ Rθ婆″″■金θg"α″(la P16iade),Ganimard:

一Zα Лθrar″ι dcsRθγ〔P″,tOme I,1960.

―Zι ROッ
`,tome IV,1966

-五α Dιb´θJι,tome V,1967.

2)河野健二著『 フランス革命小史』、岩波新書 (1959)と 河野健二編『 フランス・ブルジョ

ワ社会成立』、岩波書店 (1977)等 を参照した。

3)この修正は、1872年の終わりにされたもので、シャルパンティエからの出版は翌年 1873

年となった。ゾラが行つたテクストの修正は、例えばアデライードの年齢や作品中の年号

に関するものが多い。また、アントワーヌ・マッカールの子供は初めジェルヴェーズとジ

ャンの二人だつたが、この修正でリザ・マッカールを加えている。ゾラのテクストの修正

や削除につ いては、Hcllri Mittrand,■ udess"″ Zιs R″″″物

“

″ 4Z″ RZrttCq″ α″(la

P16iade)tome I,GauhⅧ 4 1960,pp■ 537-39に 詳 しい。

4)Zα Fb″γttι dcs ROヵ騨 ″,p・ 70.

5)乃″ ,p102.

6)fbd,p128[ ]内 は引用者による。

7)fbだ,p■ 24.[ ]内は引用者による。

8)乃ガ,pp 127-128[ ]内 は引用者による。

9)乃′′,p142.

10)fbガ ,p149

11)乃″ ,p_124[ ]内 は引用者 による。

12)乃″ ,p.105

13)ル″,pp.128-129[ ]内 は引用者による。

14)fb′d,p138
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15)Henri Mitterand,Erudcs sγ
「
zω Rθ″″ル肋 67露α4Z“ Rθ″〔″磁

“

〃 rr(la Pl`iadc)tOme I,

p1535.

16)Zα Jb″″″ι dcs Rθ λ騨 ″,p141

17)Лりだ ,p205

18)ルZ,p208

19)Ibrd,p.215

20)乃だ ,p216.

21)乃だ ,p.35.

22)fb′J,p217

23)fb′d,p.221.

24)二θ ROツι,p857[]内は引用者による。

25)Zα  Dび b′θ′θ,p639

26)Zα  fb″γ″θれsRθ″″″,p_219_

27)動′d,p220.

28)Zα  Dびb´CI`,p_794

29)fb′d,p_794.

30)fbノa,p795

31)乃ノd,p.796

32)乃′″,p812[ ]内 は引用者 に よる。
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結論

ゾラは、第二帝政末期に「ルゴン=マ ッカール」叢書を構想し、第1巻『ルゴン家の運

命』から書き始めたわけだが、帝政崩壊後の第二共和政期に、およそ20年余りの歳月をか

けて全20巻を完成させた。叢書諸作品を書き進める中で、ゾラは第19巻『壊滅』や最終巻

『パスカル博士』へ向けての思考と、既に叢書に位置づけた作品を振り返るという、双方

に向けられた配慮の中で執筆活動を行つていたことは確かであろう。従つて、この想定か

ら各テクストの関連性に留意して叢書を読み進めると、ゾラがいかに一時代の全貌を叢書

全巻でもつて創造しているかを我々は発見する。

それでは、本論文の展開をふり返つて述べておこう。第1章では、叢書における重要な

登場人物であるパスカルの動向に注目して、第5巻『ムーレ神父の罪』の考察を行つた。

そして、この作品には、「愛」のテーマにおいて、最終巻『パスカル博士』への重要な布

石的役割が秘められていることを明らかにした。そしてさらに、第1巻『ルゴン家の運命』

に遡って考察すると、ゾラが計画的に設定したパスカルの段階的経験の過程を概観するこ

とができる。つまり、『ルゴン家の運命』でのミエットの死、シルヴェールの死、さらに

『ムーレ神父の罪』でのアルビーヌの死という徐々に強まる死の衝撃は、パスカルの中に

「生」への渇望を生みだし、新しく芽生える生命の中にその永続性を見出すようになる過

程が示されている。そして、彼が最終巻で行う一族の歴史の省察とその中にあつて結論づ

けていく姪クロチルドとの愛という人生の選択を、より鮮明に理解することができること

を検証した。

さらに第3章で、第16巻『夢』を対象に第5巻『ムーレ神父の罪』との関連性の考察を進

めたことから、後者での「愛と罪」の問題が『夢』において再提示されていることを理解

した。『夢』では、叢書に通底する人間の理想の追求と現実の次元での生の闘争が示され

ており、『ルゴン家の運命』や『生きるよろこび』、第14巻『制作』等と合わせて考察す

ると、『夢』がこれらの作品から提示された問題を帰結する役割を担い、さらに、後続の

『壊滅』や『パスカル博士』
へと継続する構造をもつていることを明らかにした。

ところで、叢書の全巻に通底している「生と死」、「死と再生」という根元的な主題が、

一世代年長の詩人ボードレールの示すものと共通するものを強く感じるところから両者の

関連を探つてみた。
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そもそもゾラの叢書諸作品は、特に第9巻『ナナ』以降、象徴的なイマージュを駆使し

た詩的、幻想的作品群としての色を濃くしている。そこで具体的に『ナナ』と第14巻『制

作』のテクストとボードレールの詩「腐死」と「芸術家の死」を比較することにより、詩

的想像力を駆使した象徴的手法がゾラ特有の描写の特徴として顕在化した過程を検証した。

そして、その検証を通して、ゾラが叢書で創造しようとした一時代の歴史と普遍的な生の

サイクルをより劇的に表すために、読み手の詩的想像力を刺激する象徴的手法や感覚に強

く訴える描写を好んで用いていることを理解した。このことから、叢書全20巻が、いわば

「生と死」のダイナミズムを包括するものであるといえるだろう。

以上の考察から、叢書の大半を占める社会史的側面を強調した作品群においても、その

社会史を叙事詩の域に高めるために、視覚的描写に象徴的描写が機能的に作用し、作品が

創造されていることに注目した。そして、ゾラの登場人物における「視線描写」の問題が、

特に作品を読み解く大きな鍵となつていることを、叢書第15巻『大地』のテクストを通し

て考察した。つまり、ゾラが19世紀後半の農民社会の悲劇をより迫真的にまた劇的に示す

ために、視覚というものを用いて登場人物に自己の内面世界に存在するものを集約させ、

欲望を燃え上がらせて、そこから燃え広がった炎が作品全体を包む「火のイマージュ」ヘ

と連動する象徴的手法を『大地』で駆使していることを検証した。

そしてさらに、『大地』で示された主人公ジャンの視線描写の特徴が、第19巻『壊滅』

へと引き継がれ、同一主人公であるジャンを媒体としてこの二つの作品を暗示的に結びつ

け、一時代の社会崩壊の象徴性を強く示していることを明らかにした。

また、『大地』から『壊滅』へと発展させ、『壊滅』から『大地』へと遡及させる火か

らの啓示、火のイマージュ描写が、この二作品にとどまらず、『壊滅』への流れを意識し

て書かれた第9巻『ナナ』、第17巻『獣人』といつた作品群にも逆に燃え広がっているの

を我々は感知する。つまり『壊滅』からまた叢書全体へと燃え広がって、第二帝政社会そ

のものの壊滅を示すものとなっている。

また、本論文第2章の第12巻『生きるよろこび』の考察を通して、この作品が「生」を

分析した作品であり、ゾラがこの作品で叢書の中に「生」の観念を刻み込もうとしたこと

を考察した。『生きるよろこび』では、生きるとはいかなることか、また「生」の意味と

は何であるのかという問題の追求が、「海」という自然との闘争と重ね合わされて描かれ

ている。
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「生」の観念を追求した作品における、「海」という大自然との闘争の主題は、農民小

説『大地』で、農民社会と農民の実態を表すために重要な関連づけがなされているといえ

る。つまり、『生きるよろこび』で示した「生」のテーマを、『大地』においてさらに欲

望を満たそうと闘争することで人間は生を継続しうると帰結している。そして、『生きる

よろこび』の中で、海が及ぼす被害を承知しながらも海辺に住み続ける人々が描かれてい

ることから、プラは、人間は定められた宿命のもとで「生」と対決するしかないことをこ

の作品で示し、さらに『大地』において、土地と格闘する農民の描写に結びつくよう配慮

していることを理解した。このように『大地』を『生きるよろこび』との関連によつて読

めば、ゾラが自然と対決する人間の闘争を強く明示するとともに、あわせて宿命的な農民

の実態をより強烈に表そうとしたことを理解できるのである。

また、本論文第9章で考察した第1巻『ルゴン家の運命』の中では、パスカルの母親フェ

リシテを通して表された叢書を通底する「欲望の炎」が、最終巻『パスカル博士』まで引

き継がれ、彼女の心に宿る「欲望の炎」が全てを最終的に焼き尽くす炎として最初から用

意されていたことを見出した。

最終巻で年老いたパスカルは、永年行つてきた自らの一族を対象とする遺伝の研究を完

成させようと専心する。しかし、母親のフェリシテはルゴン家の悪い評判が立つことを嫌

い、パスカルの記録を抹消してしまうことを強く望む。パスカルの死後、彼女はこの記録

を盗み出し、火に投じて灰にしてしまう。『ルゴン家の運命』と『パスカル博士』を関連

づけて考察するならば、第1巻のフェリシテで表された「欲望の炎」は叢書諸作品の中で

様々に燃え続けて最終巻に達し、最終巻で一族全体を燃やす炎となる。また、『壊滅』の

結末でパリを焼く炎として燃え上がった「浄罪の炎」は、第二帝政時代の始源である『ル

ゴン家の運命』へと遡り、崩壊の要因を宿す根元へと燃え広がる。そして、これらの交錯

する「炎」のイマージュは叢書全体を包む「業火」へと象徴的に表されていることが理解

できるのである。

『ルゴン家の運命』から『パスカル博士』へと流れる主題を考察したことから、叢書の

中間に位置する『生きるよろこび』が、叢書の中心から「生」の観念を放つ作品として機

能していることがまた理解できる。第1巻のミエットで示された「愛と革命」の精神は、

『生きるよろこび』で示された、まさに生まれ出ようとする子供が本能的に生の獲得を望

む描写と考え合わせると、『生きるよろこび』を経て『パスカル博士』の結末における「次

世代の生」への期待として結びつけられているといえる。すなわち、ミエットが民衆の精
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神を導くようにしつかりと手にした革命の精神の象徴として表されている「旗」は、叢書

の作品世界に「新しい時代への夢想」という象徴的意味合いを放つものである。そして、

彼女の精神が次の時代を担う新しい生命へと引き継がれることをゾラは期待している。ま

ず『生きるよろこび』の次の引用をみてみよう。

[… ]il卜tazard]apercevaittottols lapauvre main du petlt etre,cette main oui voula士 宙vre.

qui smblait chercher a tttms lln secours dans ce nlonde,[… .].1)

ラザールの子供は救いをまさぐり、生きることを切望していることをゾラは子供の「手」

の描写で象徴的に表している。そして、『パスカル博士』の最終部では、一族の命を引き

継ぐ子供に未来への希望を託している。

[… .]Al'enfant qm allttt etre demaれ au gtte qu ndssttt peut― em,au messie que le prochain

si“le attendait qЩ  tireraitles peuples de lellr doute et de lellr sonance![… .]2)

そして、次の引用下線部で示したように、さらに作品の終行では子供が上へとのばす小

さな腕を、「生 (命)に呼びかける旗のように」と、ゾラは描いている。

[.… ]C10tilde souria■ a renfant,qul“ ta■ touJollrs,son petit bras en l'air,tout droit,dress6

comne llEl drapeau d'appela h vL.3)

新しい生命が、未来へと人類を導く希望の象徴としてとらえられていることが分かる。そ

して、第1巻 と最終巻のこのような照応は、最終巻『パスカル博士』の結語として、ひい

ては叢書全体の結語として示した (la宙e)に よつて、ゾラが崩壊に終わる一時代を描い

た叢書に「死からの再生」と「生命の永続性」を強く示そうとしたと結論できる。

それからまた、時代を動かすのは人間であり、人間は様々な愛の関係で生を継続してい

ることは言うまでもないが、叢書諸作品には、その次の時代への継続的意味合いが女性に

も託され、特に「母性」というものでゾラは強調している。例えば、家系図の根源に設定

された女性アデライード・フークには、子孫が犯す様々な悪徳の根源だけが描かれている

のではない。彼女は孫のシルヴェールを育てることで、老女となつてから初めて「母性」
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に日覚めている。ゾラは第8巻『愛の一ページ』のエレーヌや『生きるよろこび』のポー

リーヌにおいて慈愛に満ちた母性を描き、ナナにさえ母性をもたせている。叢書諸作品で

頻繁に刻まれる「母性的な愛」は、叢書内に関連を生みだし、未来に継続する「生」を創

り出すものとして大きく機能しているといえる。

さらに、第5巻『ムーレ神父の罪』に登場した神父セルジュの妹デジレであるが、彼女

が求めるものは、社会的地位や時代における名声でもなければ金銭欲でもない。唯一自然

からの恵みのみを享受することを彼女は望んでいる。彼女が追求する欲望が、生における

最も幸福な追求であることをパスカルは彼女を観察することから認識していく。そして彼

は、人間の愛における倫理上の拘束や道徳的観念とは無関係な自ずから心が求める愛する

という感情を優先的に選んでいくのである。

以上のように、『ルゴン家の運命』から『ムーレ神父の罪』、『夢』を経て、『パスカ

ル博士』へと帰結されていく流れと、『ルゴン家の運命』から『生きるよろこび』を経て

『大地』、『壊滅』、『パスカル博士』へと帰結する流れが織りなされて、『パスカル博

士』の中で全てが最終的に完結していることが理解できるのである。

本論文では、以上のように、これまで叢書においてあまり重要視されていなかったゾラ

の哲学的・幻想的小説群、『ムーレ神父の罪』、『生きるよろこび』、『夢』の作品を中

心に、個々の作品分析と他の作品との関連性の考察を行つた。このことから、ゾラの「休

息や気晴らしの小説」という認識がなされているこれらの作品が、普遍的な「生」や「死」

や「愛」のテーマを叢書内に通底させるものであり、叢書全体を支える基本構造としての

重要な役割を果たしていることを明らかにした。そして、歴史的事実を叙した『ルゴン家

の運命』に始まり、『壊滅』で閉じる社会史的作品群においても、『生きるよろこび』や

『夢』で示された「生と死と愛」のテーマが一時代の崩壊の歴史を語る上で深く結びつけ

られて描かれていることを論証できたと思う。

要するに、叢書の各作品を相互関連的に読み進めてみれば、ゾラが叢書で示したかつた

奥深い彼の思念へと我々を導いてくれる。つまり、人間の普遍的な観念を追求した哲学的

作品群が、第二帝政の始まりと終わりを描いた『ルゴン家の運命』と『壊滅』の間に散在

し、両極を根底から結び支え、時代の変転と人間の生命の継続を叢書内に生みだしている

ことを我々は理解することができるのである。
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周知のように、近代化が急激に進んだ第二帝政時代は、人々が様々な物質的欲望の実現

に狂奔し、野心とそれに基づく陰謀の渦巻く時代だつた。それらの欲望の充足と繁栄、そ

れが人々のいわば幸福への夢想だつた。この第二帝政時代における人々の夢想は、その時

代の崩壊をもつて夢想でしかなかつたとゾラが強くとらえていたことを本論文での考察を

通して理解した。そして夢想が夢想で終わった根元を彼自身が追求し、次の時代への継続

と新たな理想の時代の実現を夢見て人類の「生」 (la vie)の永続性に希望を託し、プラ

は叢書を創造したのだと結論できる。

(:ロヒ)

結論においては以下のテクストを使用し、註においては作品名とページ数のみを略記する。

また、引用文中の下線はすべて引用者による。

■mllezolattω R04フルル麟η"“ (la Pldade)Gallimard:

一Zα J″θ dθ tte,tome Ⅲ,1964.

=ι
θ D96・rF″ Pas“′,tome V,1967.

1)Zα JO′θ dθ ν′ッκ,p.1097.

2)」

"DaCra“
r Pttcal,p.1219.

3)rb′d,p.1220.
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R6sume

五aθ」%卿 ―ya“口att d'Emile Zola,comme p“ clse le sous‐ titre:″おゎ
"コ
aι2“ル θι

―
ご色ηθ力rttzθ

"口
s力 sα%口ご1残η″麟らest marqu6 par rallcrage des personnages dans

les divers milieⅨ de la s∝艶

“

金田19由Ю de 1850 a 1870.Toutle cycle des fb催″
"■
物cra滋

constitue un vaste eIIsemble romanesque qui, par ses carac“ ristiques, est souvent

∞ns巌:“ ∞HIIIle ulle cuvre qui∞ncurrenceralt」レ αtt6山 激 2コ励 θde Babc.En fait,a

llinstar de Bttc qui a d6cntles lnembres de la soc“ 悽,de la preIInere FnOiti6 du XDCe sぬ cle,

Zola a collstitu6 un documentirremplattble sur la so“

“

de la se∞ nde moittt de ce ttcle.

Il a 6crit rhistott d'une familleお m“e de delⅨ branches,rune bgitime,les Rougon,et

ltautre batarde, les Macquart, lesque■es lrradient toutes les∞ uches de la sooe“ , en

provlnce∞ mme a Paris,

La fondatrice de cette llnmense famille est une paysanne:Ad61〔 」de Fouque,dite tante

I)ide,n6e en 1768 etlnorte a rage de cent clnq alls,en 1873.Ma面 にe en 1786 a un paysan,

Marius Rougon,elle a un f■ s rann6e suivante,Pierre Rougon,et elle devlent veuve en 1789.

Ad6h通e Fouque prend alors un amant,Macquart,∞ntreba■dier ivrogne.De cette liaison

vont natttre deux enfants: un詭 ,Antome Macquart et une f」 に, Ursule Macquart. La

ねmi■e va dёs brsゞ61a■ir ttce a h triple descendance de Pierre Rougon,d・ Antome et

d'Ursule Macquart.Les tableaux etles sch6mas g6n6alogiques suc“ sstt vont pe....ettre de

suivre les"“ratioIIs les ulles aptts les autres.Les Rougon prospё rent dans les dasses

sup6neures de la soclet`,et les Macquart se perdent dans basses classes,De la,Z01a a

“

Inon“ qulils sont d6teコEun6s h6艶ditairement a leur destins.En outre, il a voulu

montrer ainsitous les aspects d'une a)Oque,en d6crlvantles moeurs de toutes les∞ uches de

la soc艶

“

.

De ce point de vue, on peut 16partir en deux groupes les rollnalls qui cOnstituent

rensemble des lb吻 ルレ

“

口″サ:d!une part,les oeuvres sociologiques∞ mmeZ4"囲 口θ喝

aθrmヵ死 」レ 7レ
“
et L D動

``力

et d!autre part les oeuvres philosophiques,cclmme L
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乃 口
"del,1%び

力わ
““
ぁヱ

"励
dθ ガ予黎〕etル R∂

“

qui poursu市ent ranalySe psychobglque

des individuso Les dellx llouS Semblentindispensables pour raconter Thistoire dune epoque.

Comlnent ces deux tendances coexistent‐enes dallls la s6rie?Nous nous somIIles mterro"

sur la question de llintertextuah桜 ,dhas■ %】』♭卿 ブИb″″疵 Ainsi nous avons pu veri■ er

que les oeuws philosophiques, qui siinrivent dans les thё IIIles de la vle et la mort,

tiennent une place mportante dans la s6rle,En outre nous avoIIs mis en(気 減dence que ces

oeuvres∞ nstituent la stmcture fondalnentale de h“ rie.Eten ce qui∞ nceme les oeuvres

sociobgiques,i nous est apparu qub■ es sont cottmites sur cette structure fondamentale,

a partir de laquene e■ es acqulerent et山気cloppent h th6111atique soclo10gique qui appa慶 狙t

davantage dans la s6rie.

Nous avons commen“ par analyser r6volution de la pens6e de Pascal darls」 シ F2″
"あ

ノ♭ルふσ』ゐ[″リム le cinquぬIIle volume des lbり ,i盈2`η口2“; Car Pa― l est run des

personnages les plus mportants de la s6ne, il nous semble par ailleurs que ce rolnan

prepare de bin les 6pisodes d“ rieurs et essentlels sur le tmme de rЯ mout jusqu'au

Dtte″ JbК譴、le demier volume.Aussi remontoIIs‐ ll10us au prelll■er vohIIle,L2」乃
"“
θ

縫slb曜知喝 oi nous avons 6tu苗6 par deg澤 5Sle processus de rexp6rlence de Panl a travers

les moJb de Miette et de Si→ re,de ttme avec la llllort dlAlbine darls I∂ fb″女,db J♭bbび

腸
“
ι De cette lnaluere,nous avons pu lnontrer que ces moJh bouleversantes engendrent

une volon“ de vlvre dans le o∝ ur de Pasc[ム qui retrouve r6tem“ de rexistence dans la Ⅵe

qu■ ndt de nouveau. Nous pouvons alnsi nコ Юux∞mprendre pourquoi Pascal艶■6chit

a rhistoire de sa fanlille daIIs le dernier volulne et que ses exp6rlences traglques sont h6es

au fait qulll choisit ralnour pour Ck)tilde,sa ni)ce.

En outre i faut souhgner 6galement qu'■ y a une relation entre Zθ  Rごフa le settme

volume,et Za fb〃 ″ dbノ♭ルらび拗
“
ι:les probbIIles de l'amour et du p6ch5 dalls ce derrner

se retrouvent de nouveau dalls le premien I〕 ansル J〕σtt Zola a“crit la lutte de la宙 e etla

poursuite du bonheur ou de llid6al qui structurent toute la s6rie.



En analysantル 妥筋口″θ
`b動
曖響 ,Lあ わめ 力電 et五復し鴎 le quatottme

volume,nous avons remarq“ que burs thё mes se crlsta■ isent dans L“鴎 queル

“
“

p“sente une stncture quise mamtlentju咀 ざaLD"′
`ヵ
etau a“″zfrPasc盛_

A ce propos,i nOus semble que les 8可 etS fOndalnentaⅨ ,tels que“ la vle etla mort",

“la mort et la“

"n6ratiOn",sont presents darls toute la s6rle,et rappenent reuvre du
poete Charles BaudelalDe.Aptts`M“ ′,le neuvleme volulne,les descnptions de Zola sont de

plus en phs p“tiques et elles p“ sentent des images symboliques.En comparant les

pめmes de Baudelaire et des extra■ ts deハ形ビzl et de Z7grr畿、nolls avolls pu montrer

comment se manifeste ce processus d6cntu“ symbolique qui fait appel a rimagination

poetique.On peut dire que Zola a u覇山L6,pour rep“ senter plus dramatiquelnent rhistoire

diune 6poque etle wde de la vie,une manttre symbottque qui exclte la sensation p“ tique

des lecteurs.A parm de cette analyse,Ilous pouvolls donc conclure que la“ rie englobe le

dynamisllle de“ la vie etla mort".

Dans les(Duvres soclok)g■ ques de la s6五 e,nous remarquons aussl que Zola re∞ urt a

des images symboliques dans les descnptions qui∞ ncernent bs regards.On pourralt dire

que Zola a“ 6 ses cellvres soc1010giques en utilisant des phrases po6tiques pour atteindre

la hauteur de la p“ sie 6pique.

Nous avolls alors cOnsta“ ,a travers」レ 乃國乳 le quinttme volume,que les

descriptiolls∞ncemant les yeux et les regards des personllages sont si mpOrtantes qu'enes

devierlnent les“ s des euvres.Dalls La乃 ″η rauteur ttdut les personnages allx

sentiments■ltines de leurs αDurs qui bコalent des feux du“si Pour rep■5senter de

mattre phs symbOhque et plus dramatique la trattdie de la soc過

“

agricole de la seconde

moittt du XIXe sttcle,Zola utilise les ressOurces des perceptions et des serlsations.Nous

pourrloIIs dOnC Concevoir que le romancler a exploi“ sa lnani)re sy面bohque pour coupler le

feu du d6sir aux llnages du feu quitraversent toute r∝ uvre.

Dans I"筋 at nOus corlstatons que la carac“ ristique des regards du“ ros suttde

a ce■e deル ■″■ ZOla a tt de m旺雌re alluslve ces deux rolnaIIs pour“ montrer

Vl



6宙demment la d6bacle d'uneも ″naStie.Non seulement les descnptlons des lnlages du feu

entent dans ces dellx romЯ IIs,動 On remrque aussi que le feu s'6tend a♂ autres romans

commeノV死″a et」ι2』りιθ」り′″′]口θ6crits avec des“ ibrenoes perIIlanentes a Iレ22b´ぬ

Autrement dit,ce quillous semble cap丑 ュ deSt que rlnage du feu dans la“ rie symbolise

tout r6crouleIIlent du second Empire.

L妥泌 ab tteest une∝uvre oi Zola analyse ri“ e de la vie.II nous semble que,darls

cette∞uvre,i a essa≠ de graver rid6e de la vle dans la s6rie.QubSt‐ ce que la vle?Il a

superpos6 a ce probbnle des descriptiolls de“ la mer".On peut retrouver une contmd“

entre Iレ 励 あ zゴ3″F et Z′
`Π

97θ dalls le α)Inbat avec la grande nattre.Letmme dela vie

dalls L tt db,ど yn9 aboutit a celui de」L2物 Dans L tt dbl″ 腱 ,rauteur d6crit les

gens qui habitent a la plage,et bien qu'ils connalssent les d6gats que peut omionner la

mer,ils perslstent a habiter n.De la lnOIne rnani)re,Zola pelnt dans I″ 7L口υ des paysans

quiluttent avec leur envlronnelnent.Siron s'ar」 tゝe surles relations entFe leS deux romans,

nous pouvons d6celer rintention de Zola de“ IIlontrer que rhonllne ne se lnesllre qu'avec sa

vle soumise a la fatali“ et qピil peut continuer a vlvre avec un esp五 t de lutte pour sausfalre

ses(16slrs.

Zola a 6cnt son premier roman,二 a」Π2嗜夏″θ6ねslbttg側らautour du d6s静 de F61ici敏5 qui

est la趙 re de Pascal Pour aboutir au dernler roman,ル 助
"″
r22“江 le romancler a

ごabord 6crit sur F61icit6 dans le pren■ ier rolnan.Si ron“ ]6chit a la relation entre L

2漏
“
θ

“

s」肋昭αlet」

"助
″′″22“ィ on peut coIIstater que le feu du“ slr que Zoh a

symbolis6 avec F6h“ ,traverse profon“ ment toute la s6rie,ce feu devient une■ anllne qui

bnle toute la fami■ e dans le derruer volumeo Ainsi a la ttl du」 秘栃蛇 PariS est‐ i tout en

iammes,ごest le feu de la puri■cation qui le corlsomme.Ce feu remonte jusqu'au point de

d6part,シ 励 α″θ tts動

“

♂oら qui est en parttle avec rouverture du second Emplre,et

aboutit a la d6badb de cette 6poque en en devenantla cause.

Zola a lnontコ 61'esp五 t de l'amour et de h ttvolution avec Miette dans」 乙aJをど
`2″

θ tts

動

“

♂aら ■a aussi d6crit co■ lIIlent lln b6腱 veut instinctiveIIlent gagner la vle dalls I″ 励

Vll



Jθ Иんra Si ron(ЮIlsittre reuvre dans son ellsemble, depuis I′ 麟 口″θ tts lb卿

jusqu'au D“
"′

″′2s“4 on peut∞nstater que L2昴必 dbガ7密 」inscrlt dans le cycle des

動 名9oロ
ーya“″z coIIme une∝uvre qui ttpand rttte de la vie du oentre de la s6」b.Dalls

L及 痛
“
θ赫 2)曖響 ,resprit de la ttvcDlution syndtt par le drapeau que Miette

emporte avec elle pour lntrodulre le peuple re、 たt une dimension symbolique:“ le ttve d'une

nouvelle 6poque", qui attemt les autres oouvres de la“ rie. De cette mani)re, nous

comprenons que Zola a voulu ouvrLrla h du力 女,″r乃
`で

2ノ qui est colllme une esp6rance

pOur la vle de la"“ ration prochaine.A h de載 re ligne du」を″″ 乃颯 ZOh“Crit:

《son petit bras卜 le bras du b6b6 qui descend de la famine l en r〔山 tout drOt dre轟

comme un hpeau d'appel a la vie.》 L“動 昭22』腸
“

Zfa V(la醜 de),Callimart 1967,

pp.1220.]Avec cette phrase,nous collstatons que Zola a saisi la nollvene v■ e∞mme le

symbole de respOir pour alnener rhuln″ ui桜

'a ravem.Par le Lit que le demier lnot dans

Iたs動名♂αロブИb69′劇  soit“ la vie",nous pouvons consi(k,rer que rautellr voulait lIIsister

sur“ la艶

"“
ratiOn quiapporte la mort"et“ r6temi“ de la宙e"dans h“ rie qu■ a“dt

r6croulement d'une 6poque.

Inutile de dire que rhumanit6 cDntinue la vie avec des amurs divers,il faudrait aussl

pコ6r・lser que Zola donne a la fen.IIle un sens de con衝 huittt vers ravenir.Nous estimons qu'il

le souligne surtout avec raIIllour mate...el. Par exemple, A(btt Fouque est certes

pttsen“e conllne la source du vlce,mais Zola hi donne aussi une dimerlsion lnaternelle.De

la meIIle manttre,H6nne pttSente un v6五 table amour mate...el dansこ乃θ物 ど物ヱロοtt le

huitiёme volume,colllIIle Pauline daIIs Iレ め e`わ ガ″t et nttme Nana.Par rexnmen

intertextuel des』b″gο″施 69曖就 ,nous pouvons dire que l'alnour maternel ompe

place essentielle daIIs certaines oeuvres de la 

“

rie, dest α)Inme la ∞urce de la

continuelle et une porte ouverte sur raveni

Ce qui nous semble important,ご est que Zola donne une soeur a rabb6 serge Mouret:

D6sh6e dalls I′ Fa′女9d♭ノbbbびノИb“ι Le pttnoln D6sh6e tire son oritte de“ d6sir"en

ianttis.Ce qu'elle veut,ceゴ est nile rang soclal面 rargent,Elle veut seulementjouir des

ｍ　　・Ⅷ
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faveurs orertes parla nature.En robservant,Pascal va adlnettre que le dtts士 de D6si景 eゝ est

le meilleur moyen dans h poursuite du bonhellr dans h vie.Il va ensuite acoorder la

pnSJttrence a son sentiment,et choisir ramour d6fendu avec sa nlece Ck》 tilde.

Tout au bng de nos艶 艶xiolls,nous avoIIs∞ IISta“ qu'■ y a deⅨ oo―nts dalls腸

動 卿 擁

“

I就,ごune part celui des oeuvres lyriques comme L2」 乃″
"あ
ノリb17腸こコ9ぁ

L託
"あ
y減鴫 et」レ3δフe etご autre part∞ hi des ceuvres eplques∞ mme」レ腕

“
θJ"

昂θ曜″鳴 」強 さ撻 Q、 et L′ Jり矮da Ces delⅨ  tendances se ttjoignent tthalement dans lb

勿
"″
Paαtt En“htive,nous pouvolls∞ nSi“rer que rhistoireごune Lmine et

refbndrementごune 6poque arnvent au 

“

nollement en s'entrenI)lant dans le dernler

volume.

Dalls cet article,nous proposoIIs des“ flexiolls sur les oouvres philosophiques et

“

e五ques,surtout autour de L乃 ″
"あ
」♭bttA%口貯ぁde L tt d9″曖 ,et du JttИ 1 0n

a souvent dit que ces notlons 6taient moins lnportantes que oelles du repos et de la

distraction chez Zola.Nous avolls au contralre IIlls en lulnlere qu'e]es sont essentienes dans

la s6rie,qu'elles relient les thёmes umversels de la vle,de la mort et de ranlout et puis

qピelles composent la struch」Ю fondamentale de la s6rie.

Le se∞nd Emplre it une 6poque quiピest rapidement IIloderlsee, oさ 1'on voulait

satisfaire les d6sirs lna“ rlels.La晨3alisation du(bs士 et la prosp6五

“

,ご6talt le妥 vゝe du

bonheur pour les gerls, P〕 6rl食olls e過n que Zola collsid6rait que llespo士 de ce ternps‐ 1)

ゴ6tait qutun ttve.Dans son euvre,■ adyse la cause de r6croulement du se∞ nd Empire,

et puis■ 16vaitご une 6poque a venir ot se 16aliserait une socle“ i“ale.Nous condurons de

ce qul p艶めde que Zola a cree Iた B乃
“

ga″拗 69口劇 en lneltant respoir et la pemanence

dela vie de rhumanit6 au cur de son(Duvre,

・Ⅸ
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